


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　とある休日の昼下がり。

　商店街にあるそこそこ大きな本屋の、高校生向け参考書のコーナーの前。

「う～ん………」

　桂かつらたまは、上のほうの棚にある数学の参考書を取ろうと、届かない手を一いつ生しよう懸けん命めい伸ばしていた。身長は小学生くらいだが、これでも一応高校一年生である。

「あと、ちょっと………」

　棚に手をつき精一杯背伸びをして、何とか目当ての本がある棚より一段下まで手が届く。が、もちろん棚一段分もあっては「あとちょっと」どころではない。「全然届きそうもない」と表現するのが普通の日本語だ。

　その時、ふと後ろに誰だれかが立った。そしてひょいと手を伸ばす。

「はい。この本でいいの？」

　振り向くと、髪を後ろで無造作っぽく纏まとめた女性の姿。

「あ、律りつ子こさん！」

　たまは思わず嬉うれしそうな声を上げた。たまの友人で一つ上の学年の、佐さ々さ木き律子である。

「受験生でもないくせに休日に参考書売り場なんかうろついて、真ま面じ目めなのねー」

　手渡しながらからかうように笑う律子。

「そうですか？　でも律子さんだって」

「ん？　まぁ私はこれでも一応学年トップ十位以内常連だしね」

　涼しく笑う律りつ子こだが、別に勉強がよく出来るわけではない。持ち前の異常な情報網もうを駆使して、事前に全すべての問題を入手しているが故ゆえの成績である。もちろん今日も参考書を買いに来たわけではなく、本当はすぐ隣となりの漫画コーナーに来ただけだ。

「しかしたまちゃんの身長だと、本買うのも一苦労ねー」

　自分の胸くらいまでしかないたまの頭をグリグリと撫なでながら言う律子。

「そうなんですよ。いちいち店員さんを呼びにいくのも何だか気が引けますし……」

「賀か茂もくん辺あたりについてきてもらったらいいのに。どーせ休みなんだし、二人っきりで出かける口実にも使えるでしょ」

　賀茂というのはたまの先せん輩ぱいで律子の同級生であり、たまは現在賀茂の家に居い候そうろうしている。たまと賀茂は将来ずっと一緒にいると約束したほどの仲のはずだが、賀茂のたまに対する感情は実は恋愛感情ではなく父性愛ではないかという疑惑もあり、たまとしては片思い気分だったりする微妙な関係だ。

「でも賀茂さん、お休みの日は大抵駅前でバイトしてますから」

「バイトって、例の占い屋？」

「はい。そうです」

「そっか。じゃあ無理ね」

　律子はそう言ってから、ふと思い出したように尋ねる。

「そういや前から不思議だったんだけどさ」

「何ですか？」

「賀茂くんの占い屋のバイトって、小遣い稼かせぎもあるけど、元々は修行が目的なんでしょ？」

「はい。そう言ってましたけど」

「って事は、もしかして将来は家継ぐつもりなの？」

「多た分ぶんそうだと思いますけど？」

　賀茂の家は代々霊れい能力者の家系で、賀茂の両親も占い師や除霊などで生活費を稼いでいる。賀茂も将来家を継ぐために、今からバイトの形で経験を積んでいるところだと聞いている。

　たまがうなずくと、律子は理解不能な顔をした。

「何で？」

「え？　な、何でって……？」

　質問の意味が分からず首を傾かしげるたま。

　律子は言った。

「だって賀茂くんって、あの地味で面おも白しろみの欠片かけらもない安全志向の人間でしょ？　幼稚園の頃ころから『将来の夢は公務員です』とか言ってる冷めたガキだったってほうが、ずっとそれっぽいじゃん。それがいくら親の職業だからって、よりにもよって拝み屋みたいな収入も不安定で業界先細りで胡う散さん臭い職種を選ぶなんて。何かあるのかなーって」

「そんなに不安定なお仕事なんですか……？」

「そりゃそうよ。この私が日夜面おも白しろい事はないかと世界中に情報網もう張り巡らしてても、本物の心しん霊れい事件なんてこれまで数えるほどしか出くわしてないのよ？　大半は『自称霊感少女』の勘違いか自作自演で。って事は、霊能稼か業ぎようなんてやってても客なんて極少数って事でしょ」

「そ、それはそうですね……」

「インチキ霊感商法でボロ儲もうけするつもりならともかく、そういう事に手ぇ染められる性格じゃないし。何を考えてんのかなー、と思ってさ」

「なるほど……。言われてみたら、不思議ですね……」

「でしょ？　ちゃんと会社とかに入って、除霊は副業でやるってんならともかく、その辺へんの事どう考えてんのかはっきりさせとかないと、たまちゃんも将来苦労するわよ」

「はぁ。そうですねぇ……」

　たまはぼんやりとうなずいた。

　それからハッとして赤くなる。

「しょっ、将来って、別にその、私と賀か茂もさんはまだそのあのその………」

「なーに？　まだそんな事言ってんのアンタたち？　いい加減はっきり問い詰めたらどうよ」

「で、でも賀茂さん、もっと大人おとなっぽい女の人のほうが好みみたいですし………」

「そうなの？」

「はい。かなり前ですけど、年末に大掃除してる時に偶然うっかりそういう本が隠してあるのを………」

　恥ずかしそうにうつむくたま。

　律りつ子こはきらーんと目を輝かがやかせた。

「おお！　ちょっとその辺詳しく聞かせてもらおうかしら？　そこの喫茶店行こう」

「ええ？　で、でも……」

「いいからいいから。私がおごるから心配しなくても大丈夫」

「い、いえ、そうじゃなくて……」

　断ろうとするたまを強引に引っ張って、律子はさっさと本を買わせると近くの喫茶店に入った。




　その頃ころ。

「ぶぇっくしょいっ！」

　路上で占い屋のバイト中だった賀茂は、大きくくしゃみした。

「う～、風邪かぜ引いたかな……？」

　鼻を啜すすりながら首を傾かしげる。

　まさか、置き場がなくて押入れに突っ込んであった青年向け一般漫画誌が「そういう本」扱いされて噂うわさになっているとは、思いもしない賀か茂もだった。
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　日の暮れかけた駅前。

　賀か茂も是これ雄おは夕日に照り映える五百円玉のニッケル黄おう銅どうの輝かがやきに、思わず感嘆のため息を漏らした。

「五百円玉が十九枚に、千円札が二枚……。合計一万千五百円か……」

　本日の稼かせぎである。

　まだ半人前だと自覚しているので、料金は相場よりかなり安い一回五百円。とはいえ、巷ちまたの似非えせ占い師たちに比べれば遥はるかにいい仕事をしている自信はある。道具も何も使わずに、距離にして半径百キロ、時間にして過去一ヶ月前から一週間後の未来までの因果関係なら霊れい視し出来るのだから。

「実際、お客さんも戻ってきたしな……」

　死んだり狐きつねに生まれ変わったり元の人間の姿に変化したりと、色々忙しくしていて一年ほど休業していたら、常連客たちがすっかり離れてしまって少し焦った時期もあったが、ここ数日で客足もかなり戻った。いや、むしろ以前より増えたくらいだ。半日で一万円以上も稼ぐなど、今まで経験がない。その分霊視のしっぱなしで疲れはしたが、充実した心地よい疲労感だ。

「よし。今日はたくさん稼いだし、ケーキでも買って帰るかな」

　机を片づけると、賀茂は駅前のケーキ屋に足を運んだ。

　ショーケースの中から、表面をナパージュできれいにコーティングされたイチゴのラウンドケーキを一つ買って帰き途とにつく。

　賀か茂も自身は別に甘い物が大好きというわけではないが、家には賀茂と同世代の女の子が二人も居い候そうろうしている。しかもそのうちの片方の桂かつらたまとは、「ずっと一緒にいる」とプロポーズまがいの恥ずかしい約束を交わしたほどの仲だ。時には土産みやげの一つくらい買っていって太っ腹なところを見せてやりたいと考えるのも、雄として自然な性向であろう。

　とはいえ、そんな約束を交わしていながら賀茂とたまは未いまだに恋人同士というわけではない。

　その理由は大きく分けて二つ。

　一。双方共に奥手である事。

　二。たまは年ねん齢れい的には賀茂と一つしか違わないくせに、容姿があまりにも幼すぎるため、賀茂にはたまを『異性』と認識する事が極めて困難である事。

　せめて賀茂がロリコンであれば二人の関係も少しは違っているのだろうが、残念ながら賀茂はその辺へん極めて健全なる男児なのである。

　もちろん、たまが自分に対して示してくれる好意には気づいている。自分としても、一番大事な人は誰だれかと問われれば、たまだと答える事にやぶさかではない。にもかかわらず、たま本人を目の前にすると、恋愛感情より保ほ護ご者に近い感情のほうが優勢を占めてしまうのをどうしても止められないのである。正直今も「子どもに土産を買って帰る父の気分」ではないかと尋ねられたら、きっぱりと否定出来る自信はない。

　考えながら歩く賀茂の向こうから小学生らしい集団がやってきて擦すれ違った。多た分ぶんたまなら、あの集団に混ざっても違和感はないだろう。

「小学校の頃ころは、高校生なんてもう立派な大人おとなだと思ってたもんだけどなぁ……」

　思わずそんな呟つぶやきを漏らしながら、昔よく遊んでくれた母方の従姉いとこを思い出した。賀茂より十歳上で、賀茂が小学校の低学年だった頃、彼女は高校生だったが、えらく大人びて見えた記き憶おくがある。小学生の賀茂の目に、彼女は完全に大人たちの側の人間に映っていた。

　とはいえ、小学生の賀茂から見た年上の従姉と、高校生の賀茂から見た年下のたまとでは、公正な比較は不可能だ。当時の従姉を今の賀茂が見れば、やっぱり子供っぽく感じるかもしれない。反対に当時の賀茂からすれば、たまだって大人っぽく感じるかもしれないではないか。

　だが、だからといってそれは、現在の賀茂がたまを子供としてしか見られないという現実に対し、何一つ変更を加えない。

　そこで賀茂の思考は再び振り出しに戻り、嗚呼ああとため息が漏れるのだった。

「……あと二十五センチ大きくなってくれたらな。…………ついでに胸も」

　小さくボソッと付け加える。大人っぽい女性のほうが実は好みの賀茂だった。




「ただいまー」

　玄関を開けると中へ声をかける。

「あ、賀か茂もさんお帰りなさい」

　とてとてと玄関に現れたのは、賀茂家に居い候そうろうしている悪あく魔まっ娘この桂かつらたま。相変わらず賀茂の一年後こう輩はいとは思えない姿をして、小学生みたいな笑顔で出迎える。

「わりと遅かったですね」

「うん。なんか今日は思ったより客がたくさん来てくれて」

　賀茂は機き嫌げんよくうなずいた。

「そうだ。これ、お土産みやげ」

　賀茂は座って靴を脱ぎながら、手に持っていた箱をたまに差し出した。

「何ですか？」

「今日は珍しく儲もうかったから、ちょっと奮ふん発ぱつしてケーキ買ってきたんだ。みんなで食べよう」

「あ、そうなんですか。じゃあ私、お茶の準備してきますね」

　たまはケーキの箱を持つと、嬉うれしそうに奥へ走っていった。その無む邪じや気きに喜ぶ様よう子すを見ながら、やっぱり買ってきて良かったとうなずく。

　洗面所で手を洗うと、鞄かばんを部屋へ放り込んでから食堂へ足を運んだ。




　室内に入ると、長身長髪の美形男が声をかけてきた。人の姿をしているが、賀茂の守しゆ護ご霊れいの熾し天使アブデルである。

「賀茂よ。ケーキなんか買ってきて、何かおめでたい事でもあったのか？」

　何故なぜか声を潜ひそめるアブデル。

「ああ、いや、そういうんじゃないけど。ただ今日は珍しく儲かったから、ちょっと土産でも買って帰ろうかなって」

「そういう事か」

　アブデルは賀茂の返事を聞くとホッと安あん堵どした。そして、ケーキ用に皿を棚から出しているたまをチラリと見て呟つぶやく。

「真っ赤なイチゴケーキなど買ってくるから、俺おれはまた『お赤飯』代わりかと思って一いつ瞬しゆん焦ったぞ……」

「お赤飯ってあのな……」

　いくらたまの見た目が幼いとはいえ、さすがに高校生ともなればそれはとっくに終えているだろうと思うが。いや、たまの正体は悪魔で人とは成長速度が違うかもしれないので、まだという可能性も万に一つくらいはあるかもしれないが、だからといって何故そこで安堵する？　色々ツッコみたいところはあったが、下手へたな事を聞いて熱く語られても困るので敢あえて何も言わずに座った。

　賀茂が椅い子すに着くと同時に、たまが尋ねた。

「ところで今日は何人くらいお客さん来たんですか？」

「ん？　えっと……稼かせいだのが一万千五百円だから、五百で割って……、でもあの二人は合わせて一回だったから…………二十四人かな」

　そのやりとりを聞いて、お茶の支度をしていた巫女みこ装束姿の少女がすごい勢いで振り向いた。たまと同室に居い候そうろうしている勘解由かでの小こう路じみきである。

「いっ!?　一万千五百円っ!?　ほんの四、五時間でそのような大金をっ!?」

　思わず手にしていた紅茶の葉を落とすみき。

　その形ぎよう相そうに賀か茂もはちょっとたじろぐ。

「ま、まあ確かに多いけど、一人当たり平均十分で捌さばいたとして一時間に六人だから、そんな驚おどろく事でもないんじゃ……」

「わっ、私など、朝から夜まで入っても一日で五、六千円にしかならないというのに……っ！　この差は一体……！」

　みきは休日になると近所の神社でバイトをしているのだが、時給はたったの七百円らしい。しかも、二回も昇給してやっとこの値段だという話だ。彼女が常に巫女装束なのも、替えの服を買うだけの余裕がないからなのである。

　みきの憎々しげな羨せん望ぼうの眼まな差ざしに怯ひるんで、賀茂は慌てて弁解した。

「いや、でも今日はちょっと特別だから」

「特別？　と申しますと？」

「な、何か、ボクが駅前で占い屋を再開した事を知った昔の常連客が一気に集まったみたいでさ……。ここのところずーっと休んでたから、その分客が一時的に集中しただけで……」

　その時、奥の部屋から母の裕ゆう子こが現れた。

「あら、是これ雄おちゃん帰ってたの？」

「あ、母さん。ただいま」

　賀茂はそう言ってから、裕子が外出支度を整えているのに気がついた。こんな時間からどこかへ出かけるのだろうか？

　賀茂が不思議に思っていると、裕子のほうから口を開いた。

「ちょうど良かったわ。ちょっと是雄ちゃんに話があるの」

「話？　何？」

「あのね、お母さんたち、この間ちょっとした除じよ霊れいの依頼を受けたのは知ってるでしょう？」

「ああ、うん」

　賀茂はうなずいた。

　確か、どこかの家の一人娘が霊障に悩まされていて除霊を頼まれたとか聞いた覚えがある。

「でもそれって明日じゃなかったっけ……？」

「ええ、その予定だったんだけど……」

　裕子は苦笑を浮かべて頰ほおに手をやった。

「実はね、ちょっと困った事になっちゃって……」

「困った事って？　その依頼の相手に何かあったの？」

「ううん。そうじゃなくて」

　裕ゆう子こは軽く首を振る。

「あのね、ついさっき、急に別の依頼の電話があって……」

「うん。それで？」

「新しく依頼してきた人は外国の大富ふ豪ごうなんだけど、この人がすごいオカルトマニアでね。明日、自分の誕生パーティの余よ興きように交こう霊れい会をやりたいから、今すぐ来てくれって言うの」

「え？　でも明日ってもう約束が……」

「そうなの。それで困ってるのよ」

　ため息を漏らす裕子。

「いや、すでに先約あるからって言って後から来たほう断りゃいいんじゃ……」

　それで済む話だ。何も困る事はないと思うが。

　だが、その時突然割り込む声があった。

「そういうわけはいかんのだ。この商売をやる以上は」

　父の忠ただ幸ゆきだ。

　こちらも母と同じく、外出の支度を済ませている。

「そういうわけにはいかないって何で？」

　父のほうを向いて尋ねる賀か茂も。

　父の忠幸は、ゴホンと一つ咳せき払いをした。

　そして、いつになく真ま面じ目めな顔で賀茂を見つめた。

「……いい機会だから言っておく。お前もこの仕事をやる以上、決して忘れてはいかん大事な事だから、よく聞きなさい」

　そう言って、そっと賀茂の両肩に手を置く。

「……いきなり何？」

　珍しく真剣な表情をみせる父に、賀茂は少し面食らった。

　忠幸は、深みのある渋い声を作って口を開いた。

「今の世の中で、呪のろいだの祟たたりだの霊れい障しようだの、そんな事をすぐに信じる人などほとんどおらん事は、お前だってよく知ってるな？　また、たとえ信じていたとしても、世間の目を憚はばかってなかなかそういう事は口にしづらい風潮がある事も」

「え？　うん。それはまぁ……」

　賀茂は何の話かよく分からないまま、きょとんとした顔でうなずく。

「……で、それが？」

「そんな状況で、それでもウチみたいな霊能稼か業ぎようの人間に頼らざるを得ないというのは、一体どんな時だ？」

「え？　どんな時って……」

　いきなり聞かれても、そんな咄とつ嗟さに答えは出ない。

「普通の常識人が敢あえて霊れい媒ばい師に頼らざるを得ない状況………」

　賀か茂もは少し考え込む。

「……そりゃやっぱり、迷信じゃ片づけられないような超常現象が起きたりして、科学的な解明をしようとしても全然解明不可能で……、んー、いや、だけどそれだけだったら別に不思議な現象って事で放ほっといたって構わないわけだから、わざわざ依頼に来るからには当然何か被害が出てるんだろうな。ポルターガイスト現象で家具が壊こわれたり怪け我が人が出るとか、祟たたりにあって原因不明の病に取り憑つかれてるとか……。それでもう、なりふり構ってられないような感じに……」

　賀茂がぶつぶつ考えていると、父は大きくうなずいた。

「そうだ。この現代社会において、霊媒師に頼むなどという選択は本当に最後の最後だ。つまりだ、是これ雄お。ウチみたいなところへ依頼に来るという事は、それだけ切羽詰まって後がないという事。しかもここで断られたら、彼らにはもう他ほかに頼るところがないのだ」

　そこで忠ただ幸ゆきは少し言葉を切る。そして、じっと賀茂を見据えた。

「……つまりだ。依頼者にとって我々は、最後の拠より所なのだ。そしてその依頼を断るという事は、依頼者を見殺しにするのと同じ意味になる。だから父さんと母さんは、どんなに依頼が重なろうとも可能な限り全すべて引き受けようと決めている。それが、この仕事をやる者の倫理だと思うからだ。分かるな？」

「そ、それはまあ分かるけどさ」

　賀茂は父をなだめるように言った。

「でもそれはあくまで『常識人が霊媒師に仕事を頼んできた場合』の話でしょ？　今回みたいな、金持ちの誕生日の余よ興きようみたいな依頼は断ったって問題ないと思うんだけど……」

　その途と端たん、忠幸はこれまでの落ち着いた大人おとなの雰囲気から一転、激しく動揺する。

「なっ？　金持ちの余興って、何でお前がそれを知ってる？」

「母さんがそう言ってたし」

　あっさり答える賀茂に、ガーンと大ショックの忠幸。

「そんな！　せっかくもっともらしい説教で、渋い父親っぽく決めたつもりだったのに……！」

　何でバラすんだとばかりに涙目で裕ゆう子こを見る。

「お父さんたら、無理してそんな空論を振り回そうとするから失敗するのよ」

　裕子は、背伸びして大人おとなぶろうとしている子どもを見守るように微笑した。

「確かに理屈も大事だけど、人との付き合いでもっと大切な事はね、『本音』で語り合う事なのよ」

　そう言って忠ただ幸ゆきを退けると、再び賀か茂もに向かう。

「あのね、是これ雄おちゃん」

「何？」

「確かに是雄ちゃんの言うとおり、すでに先約が入ってる状態だし新しい依頼はそれほど緊きん急きゆうなものじゃないから、断るべきだっていうのは正しいわ。少なくとも理屈の上では」

　裕ゆう子こは優しく言い聞かせるように微笑ほほえんだ。

「でもね、是雄ちゃん」

　少しだけ声が真剣になる。

「さっきも言ったけど、依頼主はものすごい大富ふ豪ごうなの。お金だって、こちらの望む額がくをいくらでも出すって言ってくれてるわ。だったら断れないでしょう？　人として」

「い、いや、あの、確かに本音全開だけど、そんな金の亡もう者じやみたいな台詞せりふに同意求められても……」

　返答に困る賀茂。

　どうやって言い返したものかと考えるように目を泳がせた。

　その時、唐突に隣となりで忠幸が泣き叫んだ。

「そっ、そんな俗物じみた本音は嫌だぁぁぁぁぁっっっ！」

　そう叫ぶと、零こぼれる涙をきらめかせながら走り去る。

　不意を突かれて、ポカンとその後姿を見送る賀茂と裕子。

　裕子のほうが一いつ瞬しゆん早く我に返ると、苦笑を漏らした。

「もう、お父さんたら潔けつ癖ぺき症なんだから。是雄ちゃんはきっと、お父さんのああいうとこに似たのね」

「え……？」

　賀茂は裕子の言葉に、あからさまに嫌いやな顔をした。あの父に似ていると言われても、悪口としか思えない。かといって、この母に似ていると言われるのもかなり嫌だが。

　裕子はそんな賀茂には構わず、忠幸の後を追って玄関から出ていった。

　賀茂はそんないつもどおりの両親を呆あきれて見送る。

「まったく、父さんも母さんも何でああなんだか……」

　うんざりしたように頭を振りながら、賀茂は椅い子すに腰かけた。そして、みきが切り分けておいてくれたケーキに手をつける。

　ところが。

　賀茂が一口食べたところで、突然外から車のエンジン音が聞こえてきた。それも明らかに、我が家の車庫からだ。

　ハッとして室内を見回す。気がつくと、両親が持っていた旅行鞄かばんはどちらもない。二人とも、飛び出す時にちゃんと持って出たらしい。つまり、そのまま外出出来るという事だ。

　油断した。

　忠ただ幸ゆきが泣きながら走り去るのはいつもの事だから、それに騙だまされた。だがあれは、賀か茂もの制止を振り切って出かけるためのフェイクだ！　いや、もしかしたら父のほうは本気で泣いてた可能性もあるが、そんな事はどうでもいい。どっちにしろ、このまま出かけてしまえる事に変わりはない。

「あンの二人っ！　本気で代理押しつけてくつもりかっ!?」

　慌てて立ち上がると、外に飛び出す。

　賀茂が玄関を出るのと、二人の乗った車が走り出すのが、ちょうど同時だった。

　目の前を走り抜ける廃車寸前のＧＴ─Ｒ。父の車だ。疾しつ走そうする車体が起こす風で、賀茂の前髪が揺れた。

「それじゃ、後はよろしくね！　連絡先とか細かい事は、電話の脇わきのメモに書いてあるから！　是これ雄おちゃん、昔行った事ある場所だからすぐ分かるはずよ！」

　ウィンドウを下ろしてそう言い残す母。

　そのまま車は、止める間もなく走り去っていく。

　賀茂は後に取り残されて、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「変な時だけいいコンビプレーしやがって……っ！」

　空港へ向けて遠ざかっていく車のシルエットに向かって吐き捨てるようにそう言うと、賀茂はうんざりしたように室内に引き返した。
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　翌日である。

「ったくウチの両親は、仕事ってものに対する責任感はないのか……」

　賀か茂もは電車の窓から外を眺めて呟つぶやいた。

　突然割り込んできた金持ちの依頼のほうへ両親が行ってしまったため、仕方なく代理として先に予約を入れていた依頼人の家へ向かっているところである。

　隣となりに座っているアブデルがなだめるように言った。

「まあそう文句を言うな。どうせ家にいたって何の予定もないのだろう？　少しくらい親の手伝いをしてやったところで罰ばちは当たらん」

「そりゃそうだけどさぁ。金につられて先に入ってた依頼を放っぽり出すってのは、社会人としてちょっとどうかと……」

　はぁ……、と嘆息する賀茂。

　それから、母のメモを取り出した。

「一応もう一回内容確認しとこう。お客さんの名前間違えたりしたら失礼だしな」

　そう言ってメモに目を通す。

「ええと、依頼人は吉よし野の実みのる、三十九歳。半年前に現在の住居に引っ越して以来、怪現象が頻ひん繁ぱんに生じるように。初めのうちはラップ現象や謎なぞの水漏れのようなものだったが、最近では十歳になる一人娘が幻覚に悩まされたり体調を崩している、か」

「うむ。十歳になる一人娘。リアル小学生か。いいな」

「……アブデルって本当に子供好きなのな」

　相変わらずのロリコンぶりに、賀か茂もは呆あきれたように呟つぶやく。

「子供が好きなのではない。美少女が好きなのだ！」

「期待に水差すような事言わせてもらうけど、この依頼人の娘さんが『美』少女とは限らないんだからな……。っていうか、世の中にそうそう美少女ばっかりいるわけじゃ……」

「そんな事は百も承知だ！　だが、美少女でないとも限らないではないか！　たとえ一パーセントであろうとも、可能性があるならそれに懸かける！　それが真の漢おとこというものだ！」

　アブデルはそう断言すると天を仰いだ。

「西に少女がいると聞けば、行って美少女かどうか確かめ、東に幼女がいると聞けば、行って美幼女ではないかと面会する。そういう者に、私はなりたい！」

「なりたいか……？」

　白けた目でアブデルを見る賀茂。

「ま、やる気がある分にはいっか」

　賀茂は前向きに考え直すと、先方に伺った時の挨あい拶さつを脳内でリハーサルしながら電車の揺れに身を任せた。




　三十分ほど電車に揺られ、更にマイナーな路線に乗り換える。ひたすら畑が広がっているような土地を通り過ぎ、二十分ほどで目当ての駅に到着した。

　時計を見ると九時半。先方には十時に伺うと約束してあるらしいから、ちょうどいい時間だろう。

「西口から降りて、郵便局が見えるまでは道路沿いにまっすぐだって」

　メモを見ながらアブデルに声をかけて、二人で階段を下りた。

「道は分かるのか？」

　アブデルが聞いてくる。

「大丈夫。ここって昔、親しん戚せきの家があったとこだから。何回か遊びに来た事あるし、大体分かるよ」

「そうか。ならいい。遅れて行ったりしては、初対面の印象に響ひびくからな」

「分かってるって。時間も多少余裕見てきてるし、三十分あればまず大丈夫だから」

　賀茂はそう言うと、先導するように先に立つ。

　この町に来るのは、およそ十年振りになるだろうか。

　町の様よう子すはすっかり変わっていた。かつての田圃たんぼは駐ちゆう車しや場やコンビニに姿を変え、記き憶おくの中の町並みとはまるで違っている。時折、建物の土台部分の石垣などが以前の面影をわずかに留とどめているのが、妙に懐なつかしい。

　当時の賀か茂もは、十歳離れた幸さち子こという従姉いとこが大好きで、夏休みなどには必ず遊びに来ていた。しかし幸子は若くして他界し、それを機に親しん戚せきは他所よそへ引っ越してしまった。それ以来、この町とは縁えんが切れている。賀茂がまだ小学生の一、二年生くらいの頃ころの話だ。

　そんな事を思い出して、賀茂はふと感傷的な気分に襲おそわれた。

　十五分ほど歩くと、小さな郵便局に出くわした。

「え～っと、確かここを左に入るんだったかな」

　念のためメモを取り出して確認すると、道を左手に折れた。

「む、キツい坂だな」

　目の前に現れた急きゆう勾こう配ばいを見てアブデルが眉まゆをしかめる。

「ああ、この辺へんって昔は山だったからな」

　賀茂は道路や立ち並ぶ新しい家々を眺めながら言った。

「少なくともボクの記き憶おくにある限りじゃ、こんなふうに舗ほ装そうされた道路なんてなくて、地面が剝むき出しだったよ。家もなくて木ばっかりだったし。つっても、もう十年前の話だけど」

「そうか。どうせ住宅地として開発するなら、山など削けずって平らにしてしまえば良さそうなものを」

　立ちはだかる急斜面を憎々しげに踏みつけながら言うアブデル。

　百メートルはありそうな坂を登りきると、今度は緩ゆるいカーブを描いた下り道になった。そして再びキツい勾こう配ばいの上り坂。

　アブデルがいい加減うんざりした声を出す。

「……まだ着かんのか。登山に来たのではないのだぞ」

「多た分ぶん、ここの道かもうひとつ向こうを曲がったところの道沿いだと思うけど」

　賀か茂もは右手に現れた急な下り道を指差した。

　アブデルはそれを聞いて不満そうな声を出す。

「何だ、その『思うけど』とかいう頼りない返事は。言っておくが、こんな上り下りの激しいところをこれ以上行ったり来たりして無む駄だなカロリーを消費するのはゴメンだぞ」

「わ、分かった。じゃあ、ちょっと人に聞いてみる」

　ちょうどタイミングよく五十代くらいのおばさんが歩いてくるのを見つけて、賀茂は小走りに歩み寄った。

「あの、すみません。道を尋ねたいんですけど……」

「道？」

　おばさんが足を止めて振り返る。

「はい。あの、吉よし野のさんというお宅なんですけど。確かこの近所だと……」

「ああ、吉野さん？」

「ご存知ですか？」

「ええ。あの、可愛かわいらしいお姉さんのいるお家でしょ？」

　それを聞いたアブデルがピクっと反応した。

「お姉さん……だと………？」

　賀か茂ものほうを向くと、ぐっと胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せる。そして小さい声で詰きつ問もんした。

「依頼者の家は確か一人娘だと言っていたな？」

「う、うん……」

「年ねん齢れいは確か十歳だという話だったな……？」

「そうだけど……？」

　賀茂がうなずいた途と端たん、激げつ昂こうするアブデル。

「どういう事だ！　こんなおばさんから『お姉さん』呼ばわりされる娘が十歳のはずがないっ！　キサマ、騙だましたな！」

「え？　い、いや、ちょっと……」

「ええい！　言い訳は聞きたくない！　不愉快だ！　帰る！」

「ちょ、ちょっと待てって！」

「何が待てだ！　これではわざわざこんな遠くまで足を運んだ意味がない！」

「意味がないって、その目的のためだけに来たのかアンタは!?」

「当たり前だろうが！　何を分かりきった事を！」

「あのな……」

　あまりにも当然といった態度のアブデルに、賀茂は額ひたいを押さえた。

「っていうか電車の中で言ってたけど、一パーセントの可能性にも懸かけるのが漢おとこなんだろ？　だったらせめて、実際に本人に会って確かめるくらいはしようよ。あのおばさんだって年ねん齢れい言ってたわけじゃないし、まだ十歳の少女の可能性は十分あるだろ？」

「む……！」

　一いつ瞬しゆん黙だまり込むアブデル。

「……それは確かに正論だな」

　アブデルはうなずいた。

　それを見て賀茂はようやく再びおばさんのほうに向き直る。

「す、すみません。バタバタしちゃって。それでその、家はどの辺あたりに……？」

「もうひとつ向こうの角を右に曲がって三軒目よ」

　上のほうを指差すおばさん。

「ありがとうございます」

　賀茂は頭を下げる。

「よし。ほらアブデル。行くぞ」

「うむ」

　二人はおばさんと別れると、依頼人の家を目指して坂道を登った。




「え～と、ここを曲がって三軒目か……」

　キョロキョロしながら歩いていると、やがて依頼人と同じ「吉よし野の」という表札を掲げた家が見つかった。

「ここか……」

　こげ茶のタイル屋根に、レンガ調のサイディング外がい壁へき。大きな出窓もついていて、いかにも新興住宅地っぽい今いま風ふうの建物だ。霊れい障しようだの除霊だのといった話とはまるで縁えんのなさそうな、真新しい家である。

　時計を見ると九時五十五分。ほぼ、約束どおりの時間だ。

「入る前に、一応様よう子すを霊視しておくほうがいいかな。霊障が出たのはここに引っ越してからだって話だし」

　幽霊屋や敷しきのようになっていたら、無防備に入るのはちょっとマズい。こんな新築の家が幽霊屋敷化している事など滅めつ多たにないとは思うが、用心して悪いという事はないだろう。

　賀か茂もは精神を集中させると、霊視の『眼め』を開いた。

「ん～……、家そのものは別に普通っぽいな」

　家全体を眺めながら言う。外から見た限りでは、特に異常はなさそうだ。

　アブデルも隣となりでうなずく。

「うむ。パッと見、外へ漏れてくるような霊気もない。どうやらそれほど強い霊障ではなさそうだな」

「そうだな。わりと楽な仕事かも」

　考えてみれば、半人前の自分に代理を任せるような仕事だ。強力な霊障のはずがなかったのかもしれない。いくらあの両親といえども、そこまで無責任ではなかろうと思う。というか思いたい。

「とりあえず、インターホン鳴らすか」

　賀茂は呼び鈴のボタンを押した。

　しばらくして、家の人が応じる。

「はい？　どちらさまでしょう？」

「あ、えっと、今日お伺いする約束の賀茂と……」

「ああ、はい。少しお待ちください」

　相手はすぐに了解すると、しばらくして玄関のドアが開いた。そして縁ふち無し眼鏡めがねに綺き麗れいな七三分けの、エプロン姿の男が現れる。

　歳としの頃ころは三十代前半くらいに見えるが、多分これが依頼した当人の吉野実みのるだろう。細身でやや華きや奢しやだが、理知的な雰囲気だ。

　それを見て、賀か茂もは内心かなりホッとした。実はこの手の仕事の依頼者には、勘違いしたオカルトかぶれのイタい客が結けつ構こう多いのである。

　吉よし野のは人当たりの良い笑顔で頭を下げた。

「どうもわざわざすみません。朝早くからこんな遠くまでお呼びしまして」

　明らかに年上の大人おとなに恐きよう縮しゆくそうにお辞じ儀ぎされて、賀茂は慌てて頭を下げ返す。

「あ、いえ、こちらこそえっと、こんな朝から押しかけまして、えっと……」

　急きゆう遽きよ代理になってしまった事の謝しや罪ざいとか自己紹介とか、一応考えていたのだが、緊張してどこかへ吹き飛んでしまった。

　しどろもどろに頭を下げる賀茂。

「とりあえず、中へどうぞ。狭い家ですが」

　そう促されて、玄関を上がるとリビングへ通される。

　見ると、部屋の片隅に掃そう除じ機きが出しっぱなしだ。

「すみません。こんな物出したままで」

　吉野は恥ずかしそうに苦笑すると、とりあえず賀茂たちの目から隠すように奥の部屋へ運んだ。

「今朝けさ、慌てて掃除していたもので……。家内がいないものですから、どうにも家事が行き届きませんでね」

「あ、そうですか。大変ですね」

　賀茂は曖あい昧まいに相あい槌づちを打ってから、世間話のつもりで聞いてみた。

「奥さんは旅行中か何かで……？」

「ああ、いえ。実は三年前に亡くなりまして……」

「え？　そ、そうでしたか……。すみません、余計な事を……」

　恐きよう縮しゆくする賀茂。

「いや、お気になさらず」

　吉野は気にする様よう子すもなく、賀茂とアブデルに席を勧めた。そして自分も腰かけると、再び頭を下げる。

「改めまして、吉野です。どうも本日は」

　賀茂も改めて頭を下げながら挨あい拶さつを返した。

「本日ご依頼を受けた……承りました賀茂と申します。えっと、本来お伺いするはずだった父さ……いや、忠ただ幸ゆきと裕ゆう子こが、緊急の事情で来られなくなってしまったので、急遽ボク……じゃなくて私、が代理で来る事に……えっとその、よろしくお願いします」

　今度は何とか一応自己紹介を済ませたが、途中でつっかえまくりである。額ひたい一面が汗でびっしょり濡ぬれた。

「それでえっと、大体の話は伺ってありますけど、もう少し具体的に聞いてもいいですか？」

　賀か茂もはすぐ仕事の話に入った。慣れない挨あい拶さつや気き遣づかいで神経をすり減らすより、さっさと自分の得意な分野に入ったほうがいい。

　吉よし野のは頭を搔かきながら口を開いた。

「いや、その、何と言いますかね……、ここに引っ越してわりとすぐの頃ころから、その、夜中になるとね、ピチャンピチャンと変な水の音がしたりとか、後はその、理由もなくカーペットが水で濡ぬれていたりというような変な事が続いていまして……」

　何やら意味もなくごまかし笑いを浮かべながら喋しやべる吉野。普通の常識人として、霊れい媒ばい師なんかに相談を持ちかける事への抵抗がどこかにあるのだろう。

「それでですね、工事をした会社に言って点検してもらったんですよ。配管工事のミスなんじゃないかって。漏ろう水すいなんかしてたら、床もあっという間に駄だ目めになりますからね。こんな郊外の田舎いなかとはいえ、せっかく建てたばかりの家ですから大事にしたいじゃないですか」

　言いながら、テーブルの下から急きゆう須すを取り出す。そして、お茶の葉を入れてポットの湯を注ついだ。

「ところが、点検してもらっても何も異常はないという。水が漏れている所はないし、音もね、点検中は全然しなかったもんですから、見にきた人はそんな音がするなんて信じられないって言うんです。それでその、音がするのは夜中だからって、無理言って一晩泊まってもらったんですね。でも結局その晩は何も異常はなくて、結局私たちの勘違いというような形で終わってしまったんですよ」

　苦々しげにそう言うと苦笑した。

　賀茂は相あい槌づちを打つようにうなずく。

「まぁ、本当に心霊現象だった場合はなかなか一般の人には理解してもらえないですからね」

「ええ、そうですね。それでもう一度、別の業者を呼んだんです。疑り深いようですが、自分たちの工事ミスを認めるのが嫌いやで異常なしって言った可能性もあり得ますからね。ところが、やっぱり異常は見つからない。この時の検査は私も全部立ち会ったんで、配管の異常じゃない事は断言出来ます。ですがやっぱり夜中の水音は続くし、床には謎なぞの水漏れもある。新しく来てもらった業者の方にも無理を言って夜までいてもらったんですが、この時は確かに音がしまして、一緒にいた業者の人も確かに聞きました。それで、こんな音がするはずがないってしきりに首を傾かしげるんです。それで結局原因不明ですよ」

　湯飲みを三つ取り出して、急須のお茶を注ぐ。

「それでね、もしかしたら下水道とかと繫つながっている配管が、下水道内の音を室内まで響ひびかせてるんじゃないかとか、そういう可能性も考えましてね。いや、もちろんそれでは床が濡れる理由は説明できませんが、だけど一つでもちゃんと理屈が分かれば、その分だけでも安心出来るじゃないですか。それで前に来てもらった業者の人に再度無理を言って、ウチの下を通ってる下水管の中の音をマイクで拾ってもらったんです。そこの音と、家の中で響ひびく奇妙な水音が一致してれば、配管内を共鳴して室内に音が届いているんだろう、って事で」

　注つぎ終えた湯飲みを賀か茂もとアブデルに渡してから、吉よし野のは自分の分を一口啜すすった。

「しかしこれも駄だ目めでした。確かに下水管の中は結構音がしているものなんですが、これは水の流れるゴーっという感じの音で全然違うんです。しかも、調査中にやはり例の水音が聞こえてきたんですが、それと同じ音は下水管からはまるでありませんでした」

　湯飲みを手にしたまま、椅い子すに体を沈めるように背もたれにもたれる。

「他ほかにも音が聞こえる時間や日にちに何か規則性はないかと思って、毎日ノートにチェックしてみたのですが、どうも極めてランダムなんですね。天候や、上下水道の水量なんかとの関係も調べました。市の下水道局にお願いしてね。よく市役所などはお役所仕事などと揶や揄ゆされますが、非常に丁寧な対応をしてもらえましたよ。まあ、市の人口増加の目玉である新しん興こう分ぶん譲じよう地で悪い評判は立ってほしくないとか、そんな思おも惑わくもあるのかもしれませんが」

　そう言うと吉野はズッとお茶を啜った。

「か、かなり徹底してますね……」

　呆あつ気けに取られる賀茂。今いま時どきの人はなかなか心しん霊れい現象とは信じず科学的な説明を求めるものだとはいえ、個人でここまでやる人はさすがに珍しいと思う。

　吉野は恥ずかしそうに笑った。

「いや、生せい来らい凝こり性な性格で。分からない事があるとつい……」

　ポリポリと頭を搔かく。

　それから真顔になって続けた。

「ですが、やっぱり何の関連もないんですね。それに同じ構造のはずの近所の住宅では、そういった異常はまるで報告されていない。色々調べたんですが、はっきり言ってお手上げ状態です。しかも、音はますます頻ひん繁ぱんに聞こえるようになりまして、廊下や床もほとんど毎晩のように濡ぬれるんです。それでですね、娘が、奇妙な事に気づいたんです」

「奇妙な事？」

「ええ。実は水の音がですね、移動してると言うんですよ。そう言われて私も注意してみると、確たしかにその、変な言い方かもしれませんが、誰だれかが水を零こぼしながら……というか、滴したたらせながらというか……歩いてるような感じで音は移動しておりまして……」

「はい。それで？」

　どうやらやっと本題に入ってきたらしい。

　賀茂は思わず身を乗り出した。

「それでですね。その音は大体いつもお風ふ呂ろ場から聞こえてきて、廊下を通って階段を上がって、娘の部屋の中へと消えるんです。それは毎晩必ずそうで、そして床が濡れるのもその音の移動した経路と同じところが転々と濡れてるんですね。そして一番濡れているのが娘の部屋の床でして。まあ、だから娘が先に気づいたわけなんですが。音が毎晩自分の部屋へと近づいてくる、と……」

「はい」

　うなずきながら先を促す。

「それでその、実はうちの子は引っ越してきた時からずっと体調が優れなくて、それがひどくなるのと水の音や濡ぬれ方がひどくなるのとが、どうも関係があるような気がしまして……」

　陰いん鬱うつそうにため息を漏らす。

「それに最近では水の音や濡れた跡だけじゃないんです。娘が、夜中に何かぼんやりとした人影のようなものが階段を上がるのを見たと言い出しましてね。最初は私も正直信じておらず、変な音に恐怖心が搔かきたてられたせいで生じた妄もう想そうか何かだろうと思っておりましたが、先日私もトイレに起きた折に目もく撃げきしましてね。その、何とも得え体たいの知れないぼぅっとした人影のようなものが、廊下を階段のほうへ歩いていくのを。夢かと思いましたが、そいつが通った跡を朝見てみたら、水で濡れてたんです。それで、これは夢じゃないと。娘などは最近では、夜中に目を覚ましたら見知らぬ人がじっと顔を覗のぞき込んでいたという話もしております」

　吉野は落ち着かない様よう子すで指をいじくった。自分でも馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思いながら、それでも否定出来ない現象を目撃してしまって、どうやって受け入れたらよいのか分からないのだろう。

「もう、ここまで来ると人に話しても信じてもらえるような話ではありませんし、かといってこのまま放置しておくわけにもいかず……。幽ゆう霊れいだの祟たたりだのと、いい大人おとなが非科学的な事ばかり言うようですが、こちらとしてはもう他ほかに頼れるあてもなく、恥を偲しのんでお願いする事にした次第です」

　頭を下げる吉よし野の。

　……何か今、さりげにウチの職業馬鹿にされなかったか？

　賀か茂もは内心そんな気もしつつ、立ち上がった。

「分かりました。それじゃその、とりあえずざっと『見て』みます。音がするルートっていうのを教えてもらえますか？」

「あ、はい」

　吉野が慌てて立ち上がると移動した。

「こちらです」

「よし。行くぞアブデル」

「うむ」

　アブデルと二人連れ立って、音が聞こえてくるという風ふ呂ろ場の前へ足を運ぶ。

「一番最近現れたのっていつ頃ごろですか？」

「ええと、昨夜です。最近は毎日のように続いてますんで」

「昨夜……。時間帯は？」

「そうですね、夜中の一時過ぎ辺あたりでしょうか……」

「……って事は大体九時間前くらいか」

　賀か茂もはそう呟つぶやくと、精神を集中させて霊れい視しの『眼め』を開いた。

　視覚化された因果の連れん鎖さが網あみ目めのように広がる。

　それを辿たどって、九時間ほど前の様よう子すまで遡さかのぼっていく。

　やがて、床に水が滴したたる場面が『見え』てきた。しかし、床を濡ぬらす水には、その水をここまで運んでくれる「濡れた物体」がついていない。つまり、水がここに滴る自然な原因がないままに、床が濡れるという結果だけが生じている。不自然な「因果系列の歪ゆがみ」だ。

　賀茂は『眼』にいっそう神経を凝こらした。この歪みをもたらしている原因が『見え』れば、正体が摑つかめる。しかし残念ながらその歪みの原因の影えい響きよう力はかなり小さいものらしく、ほんの九時間ばかり遠ざかっただけでもう『見え』ない。

「何かありましたか？」

　賀茂の表情の変化に気づいたのか、吉よし野のが不安そうに尋ねる。

「ああ、いえ、ちょっと歪みが……」

　まだはっきりした事は分かっていないので曖あい昧まいに答える賀茂。

「歪み……というと？」

「あ、ええとですね……。この床が濡れてるって事は、普通ならここへ水を運んでこないといけないわけですよね？　水をここまで持ってきたという原因があって、床が濡れるという結果が生じるわけです。でも、今ちょっと『見』せていただいたところでは、そういう普通の因果関係がないままに、いきなり床が濡れるという結果が生じてます」

「はぁ……。とするとそれは一体どういう事に……？」

「つまり、通常の因果関係の連鎖とは別種の影響が働いてるという事です。ぶっちゃけて言うと、それがつまり霊的現象って事ですが」

「はぁ。なるほど」

　不思議そうな顔でうなずく吉野。

「霊視というのは霊の姿が見えたりするのかと思ってましたが、今のお話だとそういうわけでもないんですか」

「え？　ああ、霊の姿も『見え』ますよ。ただ霊視ってのは何て言うかその、霊が見えるだけじゃなくて、物事の因果関係が視覚として『見え』てくるっていうか、そういう感じなんですよ。だから、心霊現象が生じた場合には、心霊現象を引き起こす原因になってる霊の姿も、視覚として『見え』ます。けど、幽霊だけが特に見えるってわけではないですね」

「なるほど……。それでやはり霊だという事は、悪あく霊りようか何かなのですか？」

「いや、今見ただけではまだちょっと……。何か伝えたいメッセージがあって彷徨さまよってるだけの霊という事もありますし」

「しかし、娘はあの霊が現れるたびに何かひどく苦しんでいますし、何か悪意のようなものがあるのでは……」

「その可能性ももちろんあります。ただ、普通の生身の人間と霊れいとでは属している世界が違うので、接触すると相手の影えい響きようで体内の秩序を狂わされてしまう事もあるので……。普通の人の目にも姿が見えるほど実在性の強い霊なら、悪意がなくても人の体調を悪化させてしまう事はあり得ます」

　賀か茂もはそう答えてから、独り言のように呟つぶやいた。

「けどこれは……思ったよりも力が弱いっていうか散漫な感じで捉とらえにくいな……。九時間程度遡さかのぼっただけなのにもう『見え』ないなんて……」

　とても吉よし野のが肉眼で姿が目もく撃げき出来るほどの強さには思えない。これではそこらへんを漂っている無害な浮遊霊と何ら変わらない。

「まあいいか。とにかく、もうちょっと『見て』みよう」

　とりあえず同じ歪ゆがみのある箇所を辿たどって廊下を進んでいく。

　確かにさっき吉野が言ったように、この歪みは廊下から階段を上がって上へと続いている。進むに従って、少しずつ影響力が強くなっていくのが分かった。

　それを見て、人影が目もく撃げきされたという話に納得する。この霊は水滴の音を家の者に聞かせる事で自分の存在を認識させ、それによって実在性を増大させているのだろう。元から実在性が高いというわけではないようだ。

　二階の廊下の突き当たりから中の部屋へ入っているようだ。ここまで来ると、うすぼんやりと影が『見え』てきた。とはいえ、まだ漠然とした影の塊でしかない。大きさや霊力の弱さから多た分ぶん人間霊だと思うが、まだ断定は出来ない。

　まあ、娘には姿も目撃されているそうだから、中に入ればもっとはっきりするだろう。

「ここが娘さんのお部屋ですね」

　確かめると、吉野がうなずく。

「はい。そうです」

「見せていただいて構いませんか？」

「どうぞ」

　吉野はドアをノックすると、

「開けるぞ、紗さ智ち」

　と一言かけてからドアを開いた。

　その後に続いて賀茂とアブデルも中に入る。

　部屋の中は六畳ほどの広さで床は毛足の短い絨じゆう毯たん。家具は学習机とタンスと本棚で、本棚の中には学習漫画のシリーズが置いてある。

　奥の窓まど際ぎわにベッドがあって、そこに半分体を起こしたパジャマ姿の女の子がこちらを不思議そうに見ていた。

「娘の紗さ智ちです」

　吉よし野のが紹介する。

　それに合わせて、紗智という少女は微笑ほほえんだ。

「初めまして」

　会釈した弾みに、長い髪が軽く揺れる。

　そのおっとりした表情と仕し草ぐさに、賀か茂もは一いつ瞬しゆんどこかで見たようなデジャヴュに襲おそわれた。どこで見たのだろう。思い出せない。母の裕ゆう子こにも似ているが、微妙に違う。でも何だか、すごく懐なつかしい感じがした。

　が、しかしそれはそれとして、マズい。いや、霊れい障しようがひどいとかそういう話とはまた別なのだが、この紗智という少女、えらく可愛かわいい。はっきり言って、かなりアブデルの好みの外見だ。依頼人の目の前で「萌もえ～」などと騒さわがれてはたまらない。

　賀茂はアブデルが騒ぐ前に抑えようと振り向いた。

　だが、賀茂の予想に反してアブデルは落ち着いたままだ。

「うむ。直接足を運んだ甲か斐いはあったな。まあ、美少女だ」

　思わず目をぱちくりさせる賀茂。

「な、何だ？　思ったより冷静な反応だな……」

「ん？　何がだ？」
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「いや、いつものアブデルだったら、もっと大おお騒さわぎしそうなはずなのにって思って。一応本物の小学生だし……」

　意外そうな賀か茂もの言葉に、アブデルはハッとした。

「たっ、確かに……！　これだけの美少女が、しかも素人リアル小学生が我が目の前にいるというのに、落ち着き払って『まあ、美少女だ』だと……？　美少女への愛に生き、美少女への愛に斃たおれると誓ったこの俺おれが、そんな批評家じみたニヒルな発言をしてしまうとは……！　一体どうしたというのだ俺は……！」

　自分の言葉が信じられないといった顔で愕がく然ぜんとするアブデル。

「まさか……、賀茂のもとへ来て以来、何人もの萌もえ娘が立て続けに現れたせいで、俺の中で萌えのインフレが生じつつあるのか……？　ただの美少女というだけでは、もはや激しい感動を引き起こすには力不足だとでも言うのか……？　そっ、そんな馬ば鹿かなっ！」

　満面に苦悩とおののきを浮かべ、震ふるえる手で頭を抱える。

「全天一神に忠実と言われたこの俺が、まさかこんな醜しゆう態たいを晒さらそうとは……！　何たる事っ！」

「いや、別に醜態じゃないし……。っていうか、落ち着いててくれたほうがいいんだけど」

　恐れわななくアブデルを横目に、あからさまに安あん堵どする賀茂。

　しかし、アブデルの大おお袈げ裟さなまでに深刻な様よう子すを見て、吉よし野のは不安に駆られた顔を浮かべる。

「あ、あの……何かありましたか……？」

「え？　い、いえ何でも。大丈夫ですよ」

　慌てて手を振る賀茂。

　それからアブデルを小声で小突く。

「依頼人の前でみっともない騒さわぎ方するなよ」

「面目ない。お前ですら一目見て見み惚とれていたというのに、この俺がこのザマだとは……」

「ちょ、ちょっと待て！　見惚れてたわけじゃないぞ！　ボクはただ、何かどこかで見た事があるような印象だったから、誰だれに似てるんだったかなーと思って考えてただけで……」

「ああ、そんなに謙けん遜そんする事はないのだぞ。幼おさな子ごに素直に愛を向けるというのは、正しい信仰の姿だ。今の俺などより、お前のほうが神の僕しもべと名乗るに遥はるかに相応ふさわしい。もっと堂々と振る舞ってくれ」

「だから違うって！」

「……俺に同情してくれているのだな。優しい奴やつだな、お前は。だがやめてくれ。そんな同情など惨めなだけだ」

　ふっと寂しい微笑を浮かべるアブデル。

「いや、だから……」

　何と言っていいのか、もう分からなくなる賀茂。

　困ってしまってこめかみを押さえていると、アブデルが後頭部を叩たたいた。

「そんな事より挨あい拶さつはどうした？」

「え？　あ、忘れてた」

「美少女の前だ。礼儀正しく振る舞ってくれ。今や俺おれではなくお前こそが、忠実なる神の僕しもべの代表なのだから……」

「……あのな」

　一応拒絶の姿勢を示しておいてから、賀か茂もは紗さ智ちという少女のほうへ向き直った。

「あ、えと、初めまして。賀茂是これ雄おと言います。こっちは連つれのアブデル。えっと、今日は…………」

　自分たちが何しに来たのか説明しようとして、賀茂は吉よし野ののほうを見た。

「……依頼の内容って、言っちゃっていいんでしたっけ？　子供相手に除じよ霊れいだの何だの教えてしまうと、人によっては過剰に怖がられて面めん倒どうな事になる場合も……」

　紗智には聞こえないように小さな声で尋ねる。

　だが吉野は安心させるようにうなずいた。

「あ、はい。大丈夫しょう。母親が死んでからずっと家の仕事をやっていたせいか、歳としのわりに変に大人おとなびたところがありますから。そもそも、怪しい人影を最初に目もく撃げきしたのはこの子ですが、その時も別にパニックにはなりませんでしたし」

　そう言うと、吉野は娘のほうを向いた。

「この間から紗智、夜中にお化けを見たって言ってただろう？　このお兄さんたちはね、そのお化けを退治しに来てくれたんだ」

「そうなの」

　紗智はうなずくと、不思議そうな表情でしばしじっと賀茂の顔を見つめた。

　やがて、にっこりと労ねぎらうように笑って会釈する。

「わざわざどうもありがとうございます」

「あ、いえ。仕事ですから」

　慌てて賀茂は手を振る。紗智の落ち着いた口調が妙に大人びて感じられ、年下相手なのに反射的に丁寧語で答えてしまった。だがまあ相手は一応お客様なので、別におかしくはないはずだ。

　吉野がベッド脇わきに歩み寄る。

「今からこのお兄さんたちが、このお部屋の点検をしてくれるから、私たちは邪じや魔まにならないように下で待ってよう」

「はい」

　紗智はうなずくと、賀茂とアブデルに向かって言った。

「それじゃあ私たちは下でお茶でも淹いれてますので、終わったら降りてきてください」

　そう言って、父に手を引かれて部屋を出る。

　紗さ智ちはドアの所で振り向くと、もう一度会釈した。

「頑張ってくださいね。よろしくお願いします」

　そしてにこやかな微笑。

「が、頑張ります」

　賀か茂もは慌てて返事をすると、頭を下げた。

　二人が出ていくと、そのあとを見送りながら呟つぶやく。

「……な、何か妙に落ち着いた子だな。今いま時どきの小学生ってあんなのなのか……？」

　少なくともたまや真ま央およりは、精神的に大人おとなのような気がした。

「まあいいか、そんな事は。それより仕事仕事」

　賀茂は気持ちを切り替えるようにそう言うと、霊れい視しの『眼め』を開いた。そして、まずは床の上を『見て』風ふ呂ろ場から続く水の跡を探す。

「ここだな……」

　ベッドのすぐ脇に濡ぬれた痕こん跡せきを見つけた。

　もう一度、そこから因果の連れん鎖さを辿たどって、床を濡らした者が『見え』ないか探ってみる事にする。紗智に姿を目もく撃げきされているこの部屋なら、かなりはっきり見えると期待できる。ある程度しっかり捉とらえられれば、今度はそいつの因果系列に乗り換えて更に辿る事で、どこから来ているのかとか、どういうものなのかを辿る事も出来るかもしれない。

　精神を集中させて辿っていくと、薄うすぼんやりとした人影が『見え』た。部屋の前よりも、もう少しだけはっきりしている。

「やっぱりこれは人間霊れい……だろうな……。女みたいだけど……」

　少なくとも動物霊の類たぐいではない。人間の形をしている。頭から肩にかけての輪りん郭かくを見るに、髪の長い女性のようだ。

　死し霊りようか生いき霊りようか地じ縛ばく霊か……？　平均的な浮ふ遊ゆう霊などと比べると、かなりどす黒いものを感じる。未練などではなく、怨おん念ねんを残しているタイプだろう。やはり怨霊か。だとすると、紗智の体調が優れないというのも祟たたりの可能性が高くなる。

「まさか、亡くなった奥さんじゃないだろうな……」

　嫌いやな顔を浮かべながら賀茂は呟いた。死んだ妻に祟られる夫というのは、結構よくあるケースだ。しかし、その手の事件はちょっとごめん被こうむりたい。ドロドロした人間関係のもつれは、正直言って苦手である。

　とりあえず、この霊の過去を探れないだろうか。賀茂の能力では目の前にあるものであっても一ヶ月前までしか遡さかのぼれないので、素す性じようまで確かめる事は出来ないが、それでもどこから出てきているのかが分かれば対応しやすくなる。

　しかし。

「ダメだな。ぼんやりしすぎててよく分からない……」

　賀か茂もは眉まゆをしかめた。

　賀茂は過去一ヶ月前まで遡さかのぼって『見る』事が出来るが、それはあくまで今目の前に存在しているものの因果関係だけだ。因果関係を遡る途中で見つけた物の過去を更に辿たどるという事も、やった事はあるがまだ不慣れである。物体なら少しは辿れるが、霊れい体たい、それも人間霊のような微弱な存在を辿る事は到底出来ない。

　部屋の中を『見』回してみた。この部屋に霊気を残していっていれば、それを手掛かりにして探れるはずだ。目の前にあるものから直接辿るなら、この微弱さでも何とかなる自信はある。

　だが、残念ながら残存した霊気などは『見』つからない。

　賀茂はあきらめると、顔を上げた。

「アブデル。アブデルだったらもうちょっと何か『見え』……」

　振り向いて、言葉を切る。

「ちょっと待て！　何やってんだそこ！」

「ん？　何とは？」

　きょとんとした顔で振り返るアブデル。その目の前には引き出しが開け放たれたタンス。手には何か白い布切れを持っている。よく見ると、いや、よく見なくても下着だ。仕事で来ておきながらお客様の下着を漁あさるなんて最低かコイツは。

　賀茂は思わず大声を上げた。

「何とは、じゃないっ！　勝手に人のタンスなんか漁って！」

「何を言う。俺おれはただ、彼女が普ふ段だんから身に着けている物を霊れい視ししてみる事で、何か手掛かりが得られないかとだな……」

「そんなもん、後で直接本人『見て』みたら済む話だろ！」

「馬ば鹿か者が！　この世に存在するものは全すべて、互いに何らかの影えい響きよう関係の中にある。ならば一見無関係に見えるような事でも、どこでどうつながっているか分からんではないか！　些さ細さいに見える事であっても疎おろそかにせず、きちんと調べていく事が大切なのだ！」

「だからって何で真っ先に下着漁る必要があるんだ！」

「確かに下着を最初に『見る』必要はないかもしれん。だが、最初に見てはならんという理由だってないだろう？」

　まるで動じないアブデル。

　賀茂は上手うまい言い返しを思いつけず、一いつ瞬しゆん言葉に詰まる。

「だっ、大体、あの子にはときめかないとか言ってたくせに！　だったらそういう真似まねもするなよな！」

「このド阿あ呆ほう！　純粋に萌もえていなければこそ、こういう真似も罪悪感なく行えるのではないか！　本気で惚ほれた子をズリネタにするのは後ろめたいが、グラビアアイドルなら平気な男子中学生の心理と一緒だ！」

　その時、部屋のドアが開いた。

「あの……、喧けん嘩か中でした？」

　振り向くと紗さ智ちが立っていた。こちらの様よう子すを怪け訝げんそうに見つめている。

「あ……！」

　一いつ瞬しゆん固まる賀か茂も。

　開け放たれたタンスと下着を握り締しめるアブデルを、これでもかとばかりに目もく撃げきされてしまった。ごまかしようがない。

「いやその……」

　賀茂はしばしアブデルを見ながら悩んだが、ここまでしっかり見られている以上は正直に話して謝あやまるほうがいいだろう。

　はぁ、と大きく一つため息をつくと、賀茂は頭を痛そうに押さえながら説明を始めた。

「実は……皆さんがいなくなると同時にこの馬ば鹿かが、タンスの中を漁あさりはじめて……」

　アブデルを親指で示す。

「タンスの中？」

　紗智はきょとんとしたように首を傾かしげてから、初めてアブデルの手に握られているのが自分の下着であると気づいたように赤面した。

　アブデルは動じず、再び自己の正当性を主張する。

「だから先ほども言ったように、この世の全すべてのものは互いに関係し合って存在している以上、どんな些さ細さいな物から重要な手掛かりが得られるか分からんから調べていたのだと言っただろう。それを変にいやらしいように見てしまうのは、見ている者が自分の内面を勝手にこちらに投影しているだけであって、むしろいやらしいのはそっちのほうだと……」

「だったらさっきのズリネタ云うん々ぬんってのは何なんだ！」

「あれはあくまでたとえ話だ！　何の恥じらいもなくタンスの中を事務的に調べられる理由を説明するための！　アナロジーとして語ったものを本来話題にしている事柄とごっちゃにするのは、悪意のある歪わい曲きよくだと言わざるを得んぞ！」

　再び言い争いを始める二人。

　紗智はしばらくそんな二人を困ったように見ていたが、やがてすっと歩み寄った。

　そして賀茂とアブデルの間に入る。

「はいはい、二人ともそこまで。落ち着いてください」

　落ち着いた態度で平然と割り込んできた紗智に、賀茂は動きを止めた。

　そして、仕事先でこんな喧けん嘩かなどしていてはいけないと我に返る。

「す、すいません」

　とりあえず頭を下げる。

　紗さ智ちは、その賀か茂もの正面に立った。

「お名前、賀茂……是これ雄おくん……だっけ？」

「あ、はい」

「あの、そのアブデルくんが私のタンスの中を覗のぞいて下着とかを見てたのは、私もちょっと恥ずかしいなって思ったのは確かだけど、でもそれは別に変な気持ちで見てたわけじゃないんでしょう？」

「え？」

「私たちのために、早くこの家の怪現象を解決してくれようと思って一いつ生しよう懸けん命めいだっただけなんですよね？」

　アブデルのほうに確認を取る。

「そのとおりだ」

　うなずくアブデル。

「いや、本人はそう言い張ってますけど……」

　言い募ろうとした賀茂を、紗智は問いかけるような眼まな差ざしで遮った。

「それで、是雄くんが怒ったのも、余計な事してないで早くここの怪現象を解決しようって思って一生懸命だったからでしょう？」

「まぁ、そう……ですね……」

　曖あい昧まいにうなずく賀茂。

　紗智はその賀茂の手を取ると、優しく両手で包み込んだ。

「だったらどっちも、同じ気持ちで頑張ろうとしてたんだし、その気持ちは私もとっても嬉うれしいから、だから二人とも喧けん嘩かしないで仲良くしましょう。ね？　お願い」

　微笑を浮かべてそう言うと、紗智は言い聞かせるように小さく小首を傾かしげた。言葉遣づかいこそ「ですます」調だが、その口調はまるで子供をあやす保母さんのようだ。小学生のくせに、高校生の賀茂をすっかり子供扱いである。

　だが、それがまた十歳とは思えない自然な調子だったせいで、賀茂はそのまま何の違和感も覚えずうなずいてしまった。

「ご、ごめんなさい……」

　紗智はそれを見てにっこりと微笑ほほえむ。

「いい子ね。はい。じゃあ、二人とも仲直り」

　そう言って賀茂とアブデルの手を取ると、互いに握り合わせた。

　その瞬しゆん間かん、アブデルは手を振り解ほどいて大きく一歩後退した。

「と、年上の賀茂に向かって『いい子ね』、だと……？」

「え？　……あっ、そういえば！」

　きょとんと首を傾げてからハッとして口元を押さえる紗智。

　アブデルは紗さ智ちを見つめながら声を震ふるわせる。

「キサマ、ただの素人女子小学生だと思っていたら、その正体は美少女の皮を被かぶった『お姉さん』だったか！　道理でこの俺おれの萌もえセンサーが反応しないわけだ……っ！」

「あの、彼女一人っ子でしかも年下なのに『お姉さん』って……」

　賀か茂もがボソッとツッコむ。

　だがアブデルはガバッとすごい勢いで振り返った。

「騙だまされるな賀茂！　真のお姉さんというものは、年ねん齢れいや弟妹の存在とは無関係に存在するのだ！　油断は禁物だぞ！」

「は？」

「いいか。確かにお前の言うように世間では、『お姉さん』というのは弟や妹が出来て初めてお姉さんとなるのだと信じ込んでいる。だが考えてみろ。弟や妹という他者の存在に依存しているお姉さんが、果たして真のお姉さんたりうると思うか？」

「いや、よく分からんけど……」

「つまりだ。弟や妹が出来て初めてお姉さんとなるような存在は、もし弟や妹がいなければお姉さんではなかったという事だ。それは分かるな？」

「うん。でも、そりゃ当たり前だろ……？」

「そう。人はそれを当たり前だと思っている。だがな、賀茂よ。そういうお姉さんは、元からお姉さんとして存在していたのではなく、弟や妹といった存在が現れた事によって偶然お姉さんとなっただけでしかない。つまり、本質的にお姉さんであるわけではないのだ。このようなお姉さんは一時的にはお姉さんとして存在しても、いつまたお姉さんでなくなってもおかしくはない。果たしてそんな不安定なお姉さんが、真のお姉さんと呼ぶに値するだろうか！　否！　そんな不安定な存在は真の存在とは呼べん！　こんなものは所しよ詮せん仮のお姉さん、偶然的お姉さんでしかなく、『お姉さんの幻影』にすぎんのだ！」

　アブデルはそこで拳こぶしを突き上げた。

「本当のお姉さんというものは！　弟や妹といった他者には一切干渉されず、絶対的な形で己の『お姉さん性』を有するのでなければならない！　年ねん齢れい、家族構成、その他ほか一切を超越してただ一人お姉さんとして立つ！　それが本物のお姉さんなのだ！」

　高らかに言い切るアブデル。

　だが次の瞬しゆん間かんには一気にテンションが下がると、隅のほうでブツブツと一人愚ぐ痴ちを漏らした。

「……しかし『お姉さん』だったとは。道理でイマイチこの俺の心の琴きん線せんに触れなかったわけだ……。せっかく生の小学生だというのに何たる事……」

　賀茂は少々意外な気持ちで尋ねる。

「いくら外見が少女でも、アブデル的にはお姉さんはダメなのか……」

　アブデルはくわっと目を剝むいた。

「当然だろう！　お姉さんは魔ま物ものだ！　一ひと度たびお姉さんの虜とりことなった者の末路を知っているか？　どんな屈強な男であろうとも、その頭の中は『お姉さんが喜んでくれるかどうか、お姉さんに嫌われはしないか、お姉さんに一人前の男扱いしてもらうためにはどうすればいいか』など、お姉さんで全すべて埋め尽くされ、他ほかの事は考えられなくなってしまう！　そして、お姉さんに褒ほめられれば幼児のように嬉うれしくなり、お姉さんに叱しかられればこの世の終わりのように落ち込んでしまう！　お姉さんに甘える事、ただそれだけが全すべての行動原理となり、それ以外は無価値となるのだ！　本来、神の似姿である幼い美少女こそが萌もえであり、唯一評価に値する至高存在であるにもかかわらず！　そう！　お姉さんとは、民衆を惑まどわす麻薬なのだ！　女イヴが男アダムを堕だ落らくさせるのではない！　お姉さんこそが人類を堕落させるのだ！」

「………アンタ実はお姉さん好きだろ」

　賀か茂もは呆あきれたように呟つぶやいた。お姉さんには絶対逆らえないという主張は、裏を返せばそれだけお姉さんが好きだという告白に他ならない。

　だが賀茂のツッコミは無視して、アブデルは深刻な顔で打ち明ける。

「かつて俺おれは東大法学部政治学科で政治学を学んだ事がある。人が人を支配する仕組み、カラクリを研究し尽くすためにな……」

「と、突然何……？」

「そこで俺が学んだ事は！　この世を支配するのは金でもなければ暴力でもない。お姉さんだという事だ！　優しく清せい楚そな包容力が表のお姉さんなら、裏のお姉さんは危険な大人おとなの魅み力りよくと姐あね御ご肌はだだ！　この二つが組めば、逆らえるものは誰だれもいない。俺はその事に気づき、五百枚にわたる博士論文を書きあげたが、それは世に出る事なく教授会によって握りつぶされてしまった。教授たちは皆すでにお姉さんによって絡め取られてしまっていたとしか思えん。お姉さんの陰の力が如何いかに強大かを思い知らされる出来事だった……！」

「っていうか、頭おかしくなったと思われただけなんじゃ……」

　少なくとも教授会の判断のほうがアブデルよりも正しいと思う。

　そんな事より、アブデルにツッコミを入れているうちにすっかり紗さ智ちを無視してしまっていた。お客様を無視して話し込むのはよろしくない。

　賀茂は慌てて紗智のほうに振り返ると頭を下げた。

「すみません。何か二人で話し込んでしまって……」

「あ、ううん。気にしないでいいですよ」

　にこやかに首を振る紗智。

「何かコイツが色々とまた失礼な事を言いまして、すみません……」

「え？　あ。いいえ。謝あやまらないでください。別に失礼な事言われたとは思ってませんから」

　紗智は慌てて手を振ると、アブデルのほうを見て笑いかけた。

「アブデルくんは、私が二人を子供扱いしちゃったのを庇かばってくれただけですよね」

「はぁ？」

　突然意味不明な事を言われて、賀か茂もは目をぱちくりさせる。

「いや、あの……、何をどう聞いたらそういう感想に……？」

「だって、『本当のお姉さん』は年ねん齢れいとか関係ないって。それってつまり、私が二人を子供扱いしちゃっても気にする事ないよって言ってくれたんでしょう？」

　そして、そっとアブデルに歩み寄ると、にっこりと笑いかけた。

「お話、難しくて全部は分からなかったけど、私もアブデルくんの言う本当のお姉さんになれるように頑張りますね」

「ぬ？」

　警けい戒かいの色を顔に浮かべかけたアブデルを、紗さ智ちは構わずぎゅっと抱っこする。

「庇かばってくれてありがとう。優しい子ね。大好き」

　その瞬しゆん間かん。

「ぬっ、ぬはああぁあぁぁぁぁぁっっっっっっっ!!」

　アブデルは叫び声を上げると、錯さく乱らんしたようにゴロゴロと床を転がった。そのままタンスに思い切り頭をぶつけて、今度は痛みで悶もん絶ぜつする。

　それを見て紗智はあっと口に手を当てる。

「あっ！　ご、ごめんなさい。優しい『子』って、また子供扱いしちゃった……」

　だがアブデルはそんな理由で悶絶したわけではない。やがて気が済むまで悶もだえ終えると、ぶつけた頭を押さえながら起き上がった。

「こっ、これは…………。この、魂の奥底から湧わき上がってくるこの熱い気持ちは一体何だ……!?」

　ゼェゼェと息を切らせながら、驚おどろいた顔で紗智を見つめる。

「お……恐ろしい……。危うく俺おれは今、ナウシカに『いい子』扱いされておとなしくなだめられてしまう王蟲オームの気持ちを理解しそうになってしまった……！」

　顔面蒼そう白はくになるアブデル。

　賀茂は呆あきれた声で言う。

「真顔で戦せん慄りつする事か……。っていうか、別に理解したっていいだろ、それくらい」

　アブデルは賀茂をキッと睨にらみつけた。

「何を軽々しい事を！　全天一神に忠実なこの俺がお姉さんに転ぶなど……！」

「でもさアブデル。確か以前、神は全すべての属性を含むからお姉さんであると同時に妹であったりするのも可能とか言ってなかったか？　その矛盾の統一こそが神の卓越した特性だとか何とかって……」

　うろ覚えではあるが、かつて悪あく魔まの王の一人ベリアルこと菜な間ま尺しやく八はち郎ろうと対たい峙じした時に、アブデル自身がそんな事を主張していたような記き憶おくがある。

　アブデルは賀か茂ものそのツッコミを聞いて、まるで雷に打たれたようにハッとした。

「そ、それは………！」

　そのまま言葉を失って凍りつく。

　やがて、意味もなく己の手のひらを見つめた。

　その唇から、呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきが漏れる。

「……た、確かに賀茂の言うとおりだ。ロリ系美少女以外はＮＧというような、そういう教条主義的な態度はいかん。それでは原理主義的狂信者と何ら変わらんではないか。もっと広い心を持たねば。そもそも神は一にして全であるのだから、美少女であると同時に年上の優しいお姉さんである事も十分可能だと、俺おれ自身の口からこれまでも何度も言ってきたはずだ」

　アブデルは震ふるえる声で、一言一言確認するようにうなずく。

「それに、冷静になって考えてみれば、自分を優しく包み込んでくれるお姉さんに全面的に依存して甘える心情は、神の絶対的な愛の前に全すべてを投げ出そうとする帰き依えの心と本質的に同じ構造のものではないのか。そう！　お姉さんへ憧あこがれる心性を展開していけば、そのまま偉大なる神への信仰心へと発展していくのだ。それは崇すう高こうなる愛の高みへと上ろうとする魂の希求によるのであって、生まれつき魂に備わった自然本性なのだ……！」

　そう言いながら、自らの言葉にハッとするアブデル。

　その表情に、突如として生気が込み上げてきた。

「よ……甦よみがえってきた……！　初めて神びしようじよを見た時のあの気持ちが！　あのほとばしるようなときめきが……っ！」

　畏い敬けいに打ち震えるようにして、よろめきながらアブデルは紗さ智ちに歩み寄った。そしてその手をがっしりと握り締しめる。

「ありがとうお姉さん！　お姉さんのお陰で、俺おれはまた一歩神の理解へ近づいた！」

　突然の事に紗智は目をぱちくりさせた。

「え？　あ、あの、お姉さんって……」

　戸惑った顔で見つめ返すが、それでも優しく受け入れる。

「でも、何だか分からないけど、どういたしまして。何かお役に立てたんだったら嬉うれしいですよ」

「お役に立てたどころではない！　お姉さんはまるで聖母のような人だ」

「まあ。ありがとう。お世せ辞じでも嬉しいな」

「いや、お世辞ではない！　聖母マリアは母性の象徴としての聖母であると同時に、清せい廉れんさの象徴としての聖処女でもある！　この母性と処女性という相反する二つの要素を同時に含む者を探るとすれば、それは無限の包容力を持ちながら未いまだ未婚の『お姉さん』という存在以外にあり得ない！　そう、『お姉さん』こそは聖母にして聖処女であるマリアの似姿そのものであると言っても過言ではあるまい！」

　熱く語るアブデル。

「そうなんですか？　じゃあ私も、その言葉に相応ふさわしい立派なお姉さんになれるように頑張らなくっちゃ。うふふ」

　紗さ智ちはそう言って笑うと、アブデルの過大な賛辞を軽く受け流した。一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを見せたとはいえ、余裕の応対である。どっちが年上だか分からない。

　しかしそう流してから、紗智は小さい声でボソリと呟つぶやいた。

「でも、今の私が年上のアブデルくん……アブデルさんから『お姉さん』って呼ばれるのは、やっぱり変だし恥ずかしいから、やめてくれたほうが嬉うれしいかも……」

　アブデルはそれを聞くと元気な声で答えた。

「そうですか。分かりましたお姉さん。これから気をつけます！」

「……分かってないだろ」

　傍そばでこっそり呟く賀か茂も。

　アブデルは賀茂のほうを振り返った。

「お前にも礼を言わねばなるまいな、賀茂よ。お前の言葉がなければ、俺はこの更なる真理に気づく事はなかっただろう。やはり、真の『神の僕しもべ』の誉ほまれは、今やお前に譲ゆずるべき時かもしれんな」

「悪いけど遠えん慮りよしとく」

　苦笑いでごまかしながら断る賀茂。

　アブデルはそれを見てフッと微笑した。

「そうか。その慎み深さもまた、神の僕たるに相応しい美徳だな」

「いや、あの………」

　賀茂はもう何も返す言葉がない。

　紗智が賀茂に向き直ると苦笑を浮かべた。

「是これ雄おくん……じゃなくて賀茂さんも、さっきは子供扱いしちゃってゴメンなさいね」

「え？　ああいや、別に気にしないでください」

「なんだか是雄くん……じゃなくって、賀茂さんの雰囲気がその、何だかすごく懐なつかしい感じで、喋しやべってるうちに知り合いと話してるような錯さつ覚かくをしてしまって、それでつい……。失礼しました」

「え……？」

　思わず声を上げる賀茂。賀茂が紗智に懐かしさを感じていたように、紗智も賀茂に似た子を知っているとは。

　もちろんただの偶然かもしれないが、やっぱりどこかで会った事があると考えたほうが自然ではないか……？　いや、だが記き憶おくを辿たどっても目の前の紗智の事は思い出せない。別に思い出せなくても問題はないが、思い出せそうで思い出せないというのは実にもどかしくて落ち着かない。

　思い切って尋ねてみる事にした。

「あの、知り合いっていうのは……？」

「え？」

「あ、いやその、自分と似てるって言うからちょっと興きよう味みが湧わいて。実はボクも紗さ智ちさんに見覚えがあるような気がしてたもんですから、もしかしてどこかで会った事でもあるのかな、って……」

　その時、突然アブデルが猛烈な勢いで賀か茂もの肩を引っ張った。

「待てぃ賀茂！　抜け駆けは許さんぞ！」

「なっ、何だ抜け駆けって……？」

「とぼけるな！　どこかで会った事ありませんか、というのはナンパの常じよう套とう手口の一つ！　だが、キサマのようなケツの毛も生え揃そろわんガキんちょがお姉さんを口く説どこうなど、十年早いわ！」

「もぅ。『お姉さん』って呼ぶのはやめてって言ったのに……」

　決まり悪そうにうつむく紗智。

　それから賀茂のほうを見て言った。

「えっと、残念ながら私の記き憶おくの中の子は私よりずっと年下なので、高校生の是これ雄おく……賀茂さんとは別人だと思いますけど」

「あ、そうですか」

「はい。その子、私とは十歳近く離れてるので……」

「十歳下？　って紗智さん今十歳なんじゃ……？」

「え？　あ、ホントだ。あれ？　変ですね」

　紗智は言われて初めて気がついたらしい。わざわざ指を折って確認する。

「やだ。この歳としでもうボケてきてるのかしら……」

　ほっぺたに手を当てて首を傾かしげた。

　その仕し草ぐさは賀茂の母の裕ゆう子こにもどこか似ているが、賀茂が紗智を見て似ていると感じている人は母ではない。

　紗智は申し訳なさそうに言った。

「と、とにかく、ちょっと記憶がぼやけててはっきり思い出せないんですけど、賀茂さんと会うのは今日が初めてだと……。ごめんなさい、曖あい昧まいな答えで」

「あ、いいえ。別にちょっと気になっただけですから……」

「後で思い出したら、その時またちゃんとお話しますね」

　アブデルが同情するように賀茂の肩を叩たたいた。

「要するにお姉さんの言わんとするところはアレだ。お姉さんから見たら、お前など新生児と同レベル。可愛かわいがってはくれるかもしれんが、一人前の異性として見るような相手ではないという事だ。おとなしくあきらめろ」

「あきらめろって何をだ」

　呆あきれた声で手を振り払う賀か茂も。

　紗さ智ちがアブデルの言葉に慌てて説明する。

「あ、違うの。そうじゃないんです。別に子供っぽいっていう意味じゃなくって、ただ仕し草ぐさや雰囲気がどこかで見た事があるなって思って……。もちろん、是これ雄おく……賀茂さんのほうがその子よりずっと大人おとなっぽいし、しっかりしてると思いますよ。だから大丈夫。ね？」

　紗智は賀茂に向かって励ますように笑顔を見せた。

「そっ、そうですか？　どうもありがとうございます」

　賀茂は頭を下げながら、何故なぜか妙に嬉うれしい気分になっている自分に気づいた。小学生の紗智より更に年下の子供と比較してしっかりしてると言われて、素直に喜んでしまうのも正直どうかと思うが。

　賀茂は頑張って平静な表情を作ると、顔を上げた。

　一つ咳せき払いをしてから話を変える。

「と、ところで紗智さんは、何かボクらに用でも？」

「え？　私？」

　紗智は自分を指差して首を傾かしげてから、思い出したように言った。

「あ、そうだ。忘れてた。上着を取りにきたんです。下に降りる時、持ってくの忘れちゃって」

　ベッドの傍らに置いてあったカーディガンを摑つかむと、肩に羽は織おる。そしてドアのほうへ移動してから小首を傾げるようにして謝あやまった。

「長々とお仕事中断させちゃってゴメンなさい。それじゃ、二人とも喧けん嘩かしないでお仕事頑張って！」

　紗智は励ますようにグッと小さくガッツポーズをしてみせると、そのまま部屋を出ていく。

「あ、そうだ。ちょっと待って！」

　賀茂は意識を仕事に戻すと、思い出したように慌てて呼び止めた。

　紗智は直接霊れい障しようを受けている本人だ。彼女を霊視させてもらえば、さっきはよく『見え』なかったものも『見え』るかもしれない。

「あの、悪いんだけど、下に戻る前にちょっとだけ霊視させてもらって構いませんか？　ほんの一、二秒程度でいいんで」

「霊視？」

　紗智はきょとんとした顔で振り向いた。

「どうすればいいのかしら？」

「あ、いえ、そのままそこに立っててもらえば、こっちで勝手に『見』ますから」

「そう？　じゃあ、はい。どうぞ」

　紗さ智ちは賀か茂もの視線にちょっとはにかんだ笑顔を浮かべながら、じっと立ち止まった。

　賀茂は『眼め』を開くと、霊れい視しを開始する。

　恐らく、物質的な因果関係は見ても無む駄だだ。さっき霊視してみた限りでは、祟たたりの主体になっている霊の実体化は弱い。水で床を濡ぬらすのが精一杯で、それ以上肉体に直接的な危害を与える力はないだろう。もともと霊は精神的実体だから、肉体に影えい響きようを及ぼすのは非常に難しいのだ。

　肉体に直接影響を及ぼせないのに紗智の体調が悪化しているという事は、紗智自身の魂を直接蝕むしばんでいると考えたほうがいい。恐らく、魂が肉体と結びついている部分、つまり日本古来の呼び方で「玉たまの緒お」などと呼ばれるところを狙ねらっているのだろう。その辺あたりから『見て』いくのがいい。

　賀茂はそう見当をつけると、紗智の魂そのものに霊視の視線を集中させた。剝むき出しの魂が直接『眼』に映る。

　そして。

「え……？」

　思いがけないものが『見え』た。

　思わず賀茂は驚おどろきの声を漏らし、そのまま硬直した。

「どうかしました？」

　きょとんと小首を傾かしげる紗智。

　その声にハッと我に返ると、賀茂は慌てて首を振る。

「あ、いえ。何でも……。大丈夫ですよ。大丈夫です。はい」

「じゃ、終わったら下に来てくださいね。美味おいしいお茶淹いれて待ってますから。二人とも、喧けん嘩かしないで仲良くね」

　にっこりと笑いかけてから立ち去る紗智。

「むぅ、お姉さんか……。いいものだな……」

　見送りながらアブデルがうっとりとため息を漏らした。

　一方賀茂は呆ぼう然ぜんとした顔で、紗智の立ち去った後を見つめる。

　その様よう子すに気づいてアブデルは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「賀茂？　どうした？」

「え……？」

「え、じゃない。どうしたのだ、ボーっとして」

　アブデルはそう言うと、真剣な表情になった。

「……もしかして、何かマズいものでも『見え』たか？　早晩命に関かかわるような」

「いや、違う。そうじゃないんだけど……」

　賀か茂もはまだ少し心ここにあらずといった体で呟つぶやいた。

「彼女……誰だれかに似てると思ったら……幸さち子こお姉さんだったのか………」

　賀茂の『眼め』に映った紗智の魂は、十年前に死んだ幸子そのままだった。どこからどう『見て』も間違いなく、紗さ智ちは幸子の生まれ変わりだった。
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　従姉いとこの幸さち子こが死んだ時、賀か茂もはまだ小学校の一年生か二年生くらいだった。

　お使いの帰りだった。

　まだ造成されていなかった頃ころの、山と雑木林に囲まれた細い道。いい加減日が傾いてきた時間帯。

　賀茂は幸子の手を握りながら、早くここを抜けてしまいたいと思っていた。最近この道沿いにある沼で、自殺した女の幽ゆう霊れいが出るという噂うわさがあった。

　その頃の賀茂は、まだ自分の意志で霊視の『眼め』を開閉する事が出来なかった。見たくなくても見えてしまうという事がよくあった。そして、幽霊や浮ふ遊ゆう霊といった類たぐいの連中は、『見え』る人間に寄ってくるという性質がある。

　幸子は、裕ゆう子この姪めいにしては意外なほど霊感がなかったので心配ないが、賀茂のほうはそうはいかない。

　まだ夏の六時だというのに、空に雲が立ち込めて辺あたりはすっかり暗くなっていた。沼のある辺りでは木々が明かりを遮さえぎって、いっそう闇やみに近かった。

　奇妙に空気が淀よどんでいるように感じた。

　嫌いやな予感がした。

　沼のほうは見ないようにして通りすぎようと思った。

　幸子の腕にくっつくようにして、賀茂は足元だけを見ながら歩いた。

　その時。

　背後で、水の音が聞こえた。山の中にもかかわらず、その滴しずくの落ちる音はまるで洞どう窟くつ内のように怪しく反はん響きようした。

　賀か茂もは反射的に目を閉じた。『空そら耳みみ』は、低級霊れいたちが自分の存在を認識させるために一番よく使う手法だ。霊視の出来ない人たちにも訴える事が出来る。

　……後ろにいる。

　気け配はいを感じた。

　ぞっと、背筋が粟あわ立だつのを覚えた。

　……大丈夫。

　賀茂は内心自分に言い聞かせた。

　気づかない振りをしていればいいのだ。こちらがその存在を認識してやらなければ、あいつらは何も出来ない。両親からそう教わっている。

　賀茂はひたすら目を閉じたまま、急せかすように幸さち子この手を引っ張った。

　幸い、幸子はさっきの音に気づいていない。

　幸子が気づかないうちに、一刻も早くここを立ち去りたかった。

　その時、再び音がした。

　洞窟内に響ひびき渡るような滴の音が。

　さっきよりもはっきりと。

　明らかに、響きに実在性が増している。最初の音に気づいてしまったせいだ。この音なら、幸子の耳にも聞こえてしまったかもしれない。

　賀茂はその事を恐れながら、再び幸子の手を引っ張った。

　だが、幸子は立ち止まった。

「今、何か変な音がしなかった？」

　賀茂にそう尋ねる。

　賀茂は無言で、千ち切ぎれるほど必死に首を振った。

　幸子は首を傾かしげる。

「そう？　おかしいなぁ。空耳かしら？」

　賀茂は押し黙だまったまま、執しつ拗ように道を急かす。

「もう、そんなに急ぐと転んじゃうよ」

　幸子は、ふふ、と苦笑しながら、一緒に足を速めた。

　そこへ、三度目の水音。

　今度はもう、空耳ではなかった。

　はっきりと空気を伝わって、鼓こ膜まくを震ふるわせた。

「あ、ほら。やっぱり」

　幸さち子こはまた足を止めた。

　そして、後ろを振り返る。

　賀か茂もは慌てた。

　駄だ目めだ！

　見ちゃいけない！

　賀茂が制止しようとした時には、すでに遅かった。

　幸子は後ろを振り返り、そして……。




　……濡ぬれた髪の女が、暗い瞳ひとみでこちらをじっと見つめていた。







「なるほどな。それでせっかくのお姉さんを死なせてしまったというわけか」

　アブデルは賀茂の話を聞き終えると、ため息混じりに呟つぶやいた。

「うん。その後その幽ゆう霊れいは、父さんや母さんが封印したらしい……」

　賀茂はどこか悔しさの混じった表情を浮かべた。あの時、目の前で幸子が襲おそわれていながら何も出来ず、その後の後始末も自分の知らないところで済まされてしまった事は、己の無力さをこれ以上ないほど感じさせた。思えば、賀茂が自発的に霊視や除霊その他ほかの修行をするようになったのは、あの事があってからだ。

「しかしお前に従姉いとこなどがいたとは初耳だが」

「初耳って、そりゃ今まで話題に出てこなかっただけで、ボクだって親しん戚せきくらいいるって」

「そうなのか」

　顎あごに手を当てるアブデル。しばらく何か考えていたようだが、やがて呟いた。

「……まあ、深くはツッコむまい。『何の伏線もなしに突然現れた親族』というのは見るからに後付け設定の最たるものだが、百歩譲ゆずって容認してやれば、そのうち『ずっと海外に留学していた義妹』などといった素す敵てきなキャラも出てくるかもしれんしな」

「やめてくれ。ホントにあり得るから……」

　賀茂は、自分の知らないところで勝手にどんどん家族が増える事態を想像して、ぞっとした表情を浮かべた。

「っていうか今朝けさ来る時、ここの町に昔親しん戚せきが住んでたって言ったろ？　従姉ってのはその家の娘さんだったんだよ」

「ああ、そういえばそんな事を言っていたような気もするな」

　アブデルは関心なさそうにうなずいてから、哀あわれむように嘆息した。

「しかし、せっかくのお姉さんをそんな形で失うとはな……。もったいない。お前もさぞや辛つらかったろう……」

　哀あい憐れんの情に耐えないといった調子で頭を振る。

「うん……。その後すぐに、伯母おばさんの家もここから引っ越してって……」

　元々ここの土地の者というわけではなかったし、大事な娘が死んだ町で生きていくのは辛つらかったのだろう。

「……でも、ああやって生まれ変わってるの見たら、やっぱ何かちょっと嬉うれしいな。性格とかあの頃ころのまんまだったし……」

　遠い目をする賀か茂もの口元に、微かすかに懐なつかしそうな微笑が浮かんだ。

　年下だからすぐには気づかなかったが、幸さち子この生まれ変わりだと分かってしまえば確かにそっくりだ。あの包み込むような笑い方、優しい口調、落ち着いた物腰。何故なぜすぐに気づかなかったのかと不思議に思うくらい、何も変わっていない。

　賀茂の事を、どこかで見覚えがある気がすると言っていた。もしかして幸子、否、紗さ智ちは賀茂の事を微かすかにでも憶おぼえてくれているのだろうか？　大きくなってしまったから分からなかっただけで、言えば思い出してくれるだろうか。賀茂の事を分かった上で、あの頃よりもずっと大人おとなっぽくなってしっかりしたと、もう一度言ってくれるだろうか……。

　感傷に浸る賀茂を、アブデルの声が現実に引き戻した。

「そういえばかなり昔、初めてたまちゃんを見た時に、女悪あく魔まというのはもっと妖よう艶えんなおねいさんだと期待していたのが裏切られてやけにがっかりしていたが……。お前のお姉さん好きもやはりその従姉いとこの思い出が影えい響きようしているわけか。なるほどな。分かる気がする……」

「え？　い、いや、それはまたそれで別の話で……。っていうか別にボクはお姉さん好きってわけじゃあ……」

「照れる事はない。男というものは誰だれしも、幼い頃に抱いた母やお姉さんへの憧あこがれを胸に抱いて生きていくものだ」

「そ、そんな事よりさっさと仕事に戻るぞ！」

　赤くなりながら強引に話を打ち切ると、賀茂は立ち上がった。そして気持ちを切り替えると、ベッド脇わきの床を指差した。

「とりあえず、アブデルもちょっと見てくれないか？　ここに立ってたのははっきり『見え』るし、人間の女の霊れいだってのもほぼ確定だと思うんだけど、コイツの過去を辿たどろうとするとボクの『眼め』じゃちょっと『見え』ないんだよな」

「ん？　ああ、そこは言われずともすでに『見て』みた」

「え？　いつの間に……？」

「入ってきた時にな。一いち瞥べつしておいた。だが、残った霊気の痕こん跡せきもなく、そこから追うのは難しそうだったので、やむなくもっと他ほかの所を調べてみようとしていたら、お前が下げ衆すの勘かん繰ぐりをして……」

　思い出してネチネチと文句を垂たれるアブデル。

　だが他ほかの場所を探さぐってみるのはいいとして、そこで何故なぜ真っ先にタンスの中へと行くのか。賀か茂もとしてはツッコみたいところだったが、また話が逸それても仕事に差し障さわるのでグッと堪こらえた。

「っていうか、入ってきた時に一いち瞥べつしたくらいで、ちゃんと『見れ』るもんなのか？」

「当然だ。受肉して能力に制限があるとはいえ、仮にも俺おれは熾し天使だぞ。たかが人間にすぎんお前と一緒にしてもらっては困る」

「あっそう」

　思い切り尊大な態度を取られてしまったが、しかし事実なので言い返せない。

　賀茂は話を戻した。

「……でも、アブデルの『眼め』で見ても手掛かりになりそうなものが見えなかったのか」

「さすがに、何の痕こん跡せきもない状態で、たかが人間霊れい程度の弱い存在を辿たどるのはちと難しい。この家の中にいる間はまだ、家の人間にも目もく撃げきされているように多少実体性を帯びているから容易に『見え』るが、風ふ呂ろ場辺あたりからはもう周囲の雑霊どもに紛れてしまう」

「そうか。う～ん…」

「まあ、霊体は物体よりも『見え』にくいものだから、仕方あるまい。一度目の前で『見て』いれば話は別だが、それが出来るくらいならその場で退治してしまうほうが早いしな」

「とすると、当面この部屋の中では手掛かりはないな。どうしようか」

「夜まで待って、現れたところを待ち伏せしてやればいいのではないか。無理してこちらから探しにいくより、そのほうが遥はるかに楽だし合理的だろう」

「まあ、それが一番早いかな……。本当は出てくる前に叩たたくほうが安心出来て良かったんだけど」

　賀茂はうなずいた。

「じゃあとりあえず、下に行ってそう伝えてくるか。待ち伏せて現れたところを捕まえたいって。夜だし泊りがけになるから向こうの都合も聞かないと駄目だしな」

　賀茂とアブデルは紗さ智ちの部屋を後にすると、階段を下りた。




　最初に通されたリビングへ入ると、新聞を読んでいた吉よし野のが気づいて立ち上がった。

「や、どうもご苦労様です。どうですか。何か分かりそうですか？」

　期待に満ちた眼まな差ざしを向けてくる。

「あ、いえ、まだ余り……」

　何も手掛かりは摑つかめませんでした、とはさすがに言い辛づらい。賀茂はちょっと目を逸らして口くち籠ごもった。

「まあ、立ってないで座ってください。お茶も淹いれてありますから」

　吉野はそう言うと、テーブルの上に用意された紅茶のサーバーを手で示した。

「あ、すみません」

　ぎこちなく頭を下げると、勧められた椅い子すに腰を下ろす。

　紗さ智ちが皿にクッキーを載せて持ってきてくれた。

「はい。二人ともお疲れ様」

　皿の上には丁てい寧ねいに紙が敷しいてある。

「あ。ありがとうお姉さん」

　賀か茂もは当たり前のように言ってからハッとした。

　しまった。気け配はいだけなら幸さち子こそのものだったから、うっかり間違えた。目の前にいるのは幸子ではなく紗智だ。いくら前世では従姉いとこでも、生まれ変わった今はもう幸子ではない。年ねん齢れいだって自分より遥はるかに下だ。

「お姉さん？」

　吉よし野のが怪け訝げんそうな顔をする。

「いやっ、あの、すみません……」

　げふんげふんと咳せき払ばらいしてごまかす賀茂。

　妙な顔をする吉野に、紗智が代わりに説明する。

「あのね。この賀茂さんがね、何だか私の知ってる子にすごく似てて懐なつかしい気がして、それでさっき上でちょっとお話してた時に、ついうっかり子供扱いした喋しやべり方しちゃって……。それで『お姉さん』って呼ばれてからかわれちゃってるの」

　少し決まり悪そうに顔を赤らめる。

　賀茂は慌てて弁解した。

「あ、いや別にボクはからかうつもりじゃなくて、その……」

　聞いていた吉野が、後頭部に手をやりながら恐きよう縮しゆくそうに頭を下げる。

「いや、どうもすみません。どうもね、この子、誰だれに対しても時々妙にお姉さんぶった態度を取る癖くせがありましてね」

「あ、そ、そうなんですか……？」

「ええ、困ったもので。私もちょくちょく子供扱いされてしまったりしましてね。母親の代わりに家の中の事を取り仕切っているせいかとも思うんですが……」

　吉野は首の後ろに手を回して苦笑してみせてから、紗智に向かってたしなめる。

「紗智。お前のほうが子供なのに、大人おとなの人を子供扱いしてちゃ駄だ目めだろう。仕事で来てもらってるのに、失礼だぞ」

「はい。次から気をつけます」

　おとなしく従う紗智。

　紗智がたしなめられているのを見て、賀茂は慌てて言った。

「あ、あの、違うんです。その、実は紗智さんってボクの従姉のお姉さんに仕し草ぐさや雰囲気がすごく似てて、それでついうっかり間違えて……」

「え？　そうなんですか……？」

　吉よし野のと紗さ智ちは同時に声を出した。

「この子も賀か茂もさんを懐なつかしいと言い、賀茂さんも紗智の事を懐かしい人に似てると言うとは、なかなか不思議な縁えんですね」

　吉野はそう言って社交辞令的な笑いを浮かべた。

　賀茂の言葉を信じてはおらず、単に紗智を庇かばった発言と受け取ったらしい。さすがに高校生の賀茂が、小学生の紗智を従姉いとこのお姉さんと間違えるというのは無理があると思ったのだろう。まあ、それが普通の感覚である。

　吉野は紗智のほうを向くと真ま面じ目めな顔でもう一度だけたしなめた。

「まあ、賀茂さんはいいと言ってくれてるから今回はいいけど、本当は大人おとなに向かってそういう事言っちゃ失礼に当たるからな。いいな」

「うん。今度から気をつけるね」

　紗智は素直にうなずく。そして賀茂のほうを見ると、

「そのお姉さんが素す敵てきな人だといいな」

　と笑った。

　吉野が賀茂に向き直る。

「それで話を戻しますが、どうです？　やはり何か悪あく霊りようというような物なのですか？　それとも我々に何か言いたい事があるだけにすぎないのでしょうか？」

「いや、実はまだはっきりした事は分からないんですが……」

　賀茂はちょっと言葉を濁にごした。

「ただ、今分かった範囲の事から判断した限りでは、ボクらはこの霊れいは怨おん霊りようか悪霊の可能性がかなり高いと見ています」

「やはり怨霊とか悪霊、ですか……」

　吉野は不安そうな表情で顔を上げた。

「はい」

　賀茂は吉野を正面から見み据すえた。

「吉野さんのお話のとおり、あの霊は風ふ呂ろ場から出現して一歩一歩紗智さんの部屋へ向かっていました。わざわざ水の音を立てながら。あの水音は恐らく、吉野さんたちに自分の存在を気づかせようとしていたと思われます」

「存在を気づかせる……？　それはまた何故なぜそんな事を？」

「この世での実在性を高めるためでしょうね。そもそも霊のような存在は実在性が希き薄はくですから、この世に与えられる影えい響きようはものすごく小さいんですね。現世で何かしようと思えばまず、自分の実在性を高める必要があるんです。何かメッセージを伝えるだけなら、夢の中などで告げるという方法もあるんですが」

「実在性を高める……ですか。それと、自分の存在を気づかせようとするのとはどういう関係に？」

「ええっとですね、誰だれかに自分の存在を認識してもらえると、少なくともその人の意識に対してはある程度の影えい響きようを与えた事になりますね？　自分を認識させた、という」

「そうですね。ええ」

「存在するというのは他ほかのものとの影響関係にあるって事なんで、誰かと影響関係が出来ればその分だけ実在性が増すんです。そして霊れいの存在に気づいた人は、気づいた事によって行動や言動にも影響が出てきますよね。怖がったりとか、不安がったりとか、あるいはもっと直接的に、霊を見たって話をするとか。するとそれが更に他の人に影響を与えます」

「集団の中で、恐怖心が伝染したりするような現象ですね」

「はい。これは間接的ではありますが、その霊の与えた影響ですから、霊はまた少し実在性を高めます。更に同じようにして、その人から他の人へ影響が伝わるかもしれない。こんなふうにして、少しずつその霊と取り巻く人の間の影響関係が広がっていきますよね」

「はぁ。でしょうね」

「しかも、噂うわさを聞いただけの人もそのうちその霊の存在に直接気づく事があるかもしれない。あらかじめ『いる』と聞かされてますから、その分だけ気づきやすくなってますし。そして気づいてもらえば、またその人の主観の中にはっきり存在するようになり、更にその人から他の人へ影響が広がって……というように、一人目の場合と同じ事が起こります。こうして、一番最初は気づいた人一人だけの主観の中にしか存在出来なかった霊も、何人もの人たちの主観の間に存在する間主観的な存在になってくるんですね。そうやって徐々に客観的な実在性を高めていく事で、霊はこの世の人間や事物に影響力を振るうようになっていくんですよ。そして、その取っかかりのために、自分の存在を人にアピールする必要があるわけです」

　賀か茂もは長々と語り終えると吉よし野のを見た。

　正直言って我ながら分かりにくい説明だと思う。実際にその過程を『見る』事が出来ればきっと簡単に理解してもらえる事なのだが、言葉だけで解説しようとするとどうしても難しい。

　しかし吉野はさすがインテリらしく、しばらく黙もつ考こうすると納得したようにうなずいた。

「要するにその霊は単にうろついているだけではなく、自分の存在を私たちに認識させる事で更に何かしようとしているわけですね。水の音や人影は、あくまでそのための準備段階だと」

「そういう事です」

　賀茂はうなずいた。

「それでですね。こういうふうに実体化したがる霊というのは、どっちかというと実は凶暴な悪あく霊りようである場合が多いんですよ。実体化した腕で被害者を直接縊くびり殺したりとか。さっきも言いましたけど、伝えたい事があるだけの幽霊なら夢の中などで語りかける事も出来ますから、わざわざそんな事するのは稀まれなんです。実体化し続けるのは霊れいの側にとっても負担が大きいので」

　もっとも昔、以前たまの友人の幽霊がこの世に里帰りしてきた時、「実体化しているほうが生身の人間に近いから怖こわがらせずにすむ」という理由でずっと実体化していたという事例もあったが、あれは極めて特殊な例外である。

「なるほど。それが、悪あく霊りようだと判断なさった理由ですか」

「理由の一つです。他ほかに、霊視して『見え』た限りでの印象も、かなりどす黒いものを感じました。その辺あたりと、後は過去の経験からの勘ですね」

　経験からの勘といっても、賀茂ではまだまだ除霊の経験は少ないが。それでも生まれた時から霊現象は身近だったし、一応当てにはなるだろう。

　吉よし野のが不安げに尋ねた。

「もしかして、私が床の漏ろう水すいの原因を探ろうとした事が、あの霊の実在性を高めてしまったというような事はありますか……？」

「う～ん、そうですね。そういう面はあるかもしれません。徹底的に調べる事で、逆にはっきりと『怪現象』であると認識してしまったわけですからね……」

「そうですか。やはり……」

　吉野は腕を組むと、後悔するように唸うなった。

「しかし……、怨おん霊りようだとしたら私たちに恨みを抱いて死んだ人間なのでしょうが、一体誰だれが……？」

「さあ。逆恨みという場合だってありますし、きちんと正しい生活を送っていても、どんなところでどんな理不尽な恨みを買っているか分かりませんからね。とりあえず、お姉……紗さ智ちさんの部屋で『見た』感じでは女性の人間霊のようでした」

「女……ですか。何者でしょう……？」

「さあ、先ほども言ったようにはっきりとは『見え』なかったので、残念ながら素す性じようまでは……。吉野さんに心当たりは？」

「いや、ちょっと分かりかねますね……」

　腕組みをして考え込む吉野。

「……ただの霊なら死んだ家内の可能性も考えられますが、夏なつ江えが私や娘を恨んでいるとは思えないし……」

　賀か茂もは念のためアブデルのほうを見てみた。アブデルの霊視能力なら、発言に付随した『意図』を『見る』事で、噓うそをついているかどうかを知る事が出来る。

　アブデルは賀茂の視線に気づいて小声で囁ささやく。

「噓はついていないな。少なくとも、吉野本人には妻から恨まれる可能性は思い当たらないという事だ。彼がよっぽど他人の気持ちが分からない人間でもない限り、妻の祟たたりの線は排除していいだろう」

「そうか」

　賀か茂もは内心ホッとしながらうなずいた。もし吉よし野のの妻が悪あく霊りようの正体だったら、成じよう仏ぶつさせるために夫婦喧げん嘩かの仲裁という犬も食わない面めん倒どうな真似まねをしなければならないところだった。

　吉野に顔を向け直すと賀茂は言った。

「とすると、どこかで妙な怨おん霊りようの逆恨みを買ったか何かした可能性のほうが高いですね。新しん興こう住宅地で起きる怨霊騒さわぎと言ったら、宅地造成する時に昔の墓場を潰つぶしたとかそういう事情は結構ありがちですし」

「そうですか。なるほど。ちょっと、そちらの方面も調べてみたほうが良いですかね？」

「ええと、そうですね……。調べていただいてもいいんですけど、ただ、相手は悪霊の類たぐいである事は間違いないですし、すでに一般人である吉野さんたちにさえ見えるほどに実体化が進んできてますから、出来るだけ早く対処してしまいたいので……。何かあるといけませんし」

「それはそうですね。こちらとしても、なるべく早く解決していただけるほうがありがたい」

「それで実はですね、今夜その幽ゆう霊れいを待ち伏せしてみたいと思っているんですが」

　賀茂はそう切り出した。

「待ち伏せ？」

「ええ。本当ならその霊の出所を突き止めて、出てくる前にこちらから除霊に行くという形が望ましかったんですけど、今回の霊ははっきりした姿を取るのがこの家の中だけで、霊視して出所を突き止めるのは難しいので。もしご迷惑でなければ夜まで待たせていただいて、出てきたところを待ち伏せしたいんですけど……」

「待ち伏せ、ですか」

「泊まり込むとなるとそちらの都合もあるでしょうから、都合が悪ければ日を改めて出直しますが……」

「ああ、いや。大丈夫です。お気き遣づかいなく。水道管の点検をしてもらった時も、無理を言ってそのまま泊まってもらったくらいですから」

　吉野はそう言って笑う。

「それでは、よろしくお願いします」

　立ち上がると吉野は、深々と頭を下げた。
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　夜。

　紗さ智ちの用意した夕食を食べ終えると、賀か茂もとアブデルは外に出た。

「よし。これで一応家全体カバー出来たかな」

　賀茂は、昼から急いで作った護ご符ふの最後の一枚を貼はり終えると、アブデルの霊れい力りよくがちゃんと注入されているのを確認してうなずいた。

　要所要所に侵入を禁じる護符と悪あく霊りよう避よけの盛り塩。そして、内と外の境界線を示す糸で建物全体を取り囲んだ形だ。一つ一つの護符にいちいち霊力を込めて回るのに、思ったより時間と体力を要した。

　本当は家全体を囲む魔ま法ほう円えんでも描いて、そこにアブデルの霊力を注入してやれば、手間も一度で済んで早いのだが、そうすると後で消す時に大変だ。それに、こんな普通の一般人の家を囲むように怪しい呪じゆ文もんや文様が書き込まれていたら、近所からどんな噂うわさを立てられるか分からない。今回も、通行人から怪しまれないように塀の内側や庇ひさしの裏などを選んで結界を張っていったので、なかなか大変だった。一般家庭相手の仕事というのは、こういうところで意外と気を遣つかう。

　一仕事終えて賀茂はやれやれと額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「とりあえずこれで、外からの襲しゆう来らいに対する備えは大丈夫だな」

　アブデルも確認してうなずく。

「よし。それではこのまま外で待機しておくとするか」

「え？　でも出るのは大抵十一時過ぎてからだって吉よし野のさんは……。まだ八時過ぎだぞ？」

「馬ば鹿か者。そういう油断は失敗の元だ。日が沈んでしまえば、闇やみの眷けん属ぞくの世界だ。八時も十一時過ぎも何の違いがあろうか」

「ま、まあ一理あるけど……」

「よし！　では、いつも最初の出現場所である風ふ呂ろ場の窓の下で張り込むとするか！　紗さ智ちお姉さんが入浴中に襲おそわれたりせんよう、しっかりと見張らなければ！」

　そう言うと駆け出すアブデル。

「急げ！　彼女は今まさに入浴中だ！　早くしないと上がってしまうぞ！」

「待てぃ！　結局そういう目的かっ！」

　賀か茂もは大急ぎでアブデルの後頭部を殴り飛ばすと、引きずるようにして家の中へ戻った。




「……悪かった」

　リビングの隣となりの、待機用にあてがわれた部屋で、アブデルは頭を下げた。

　賀茂は憮ぶ然ぜんとした顔を崩さない。

「すまん。確かに、風呂を覗のぞこうなどとしたのは俺おれが間違っていた」

　アブデルにしては珍しく、素直に謝あやまる。

「まったく、この俺とした事が……。彼女はお姉さんなのだから、覗いたりするのではなく、子供らしい無邪気さで堂々と『お姉ちゃん、一緒にお風呂入ろう』と持ちかけるべきだったのだな。そして、こちらをまるで異性として見ていないお姉さんに背中を流してもらいながら、時折背中に触れる胸の感触に恥ずかしさと興こう奮ふんと微妙な後ろめたさを感じて悶もだえるべきだった。今回ばかりはお前の言うとおりだ」

　真しん摯しな態度で頭を下げるアブデル。

「ちょっと待て！　お前の言うとおりって、ボクはそんな事言ってないからなっ！　勝手に話作るな！」

　思わず賀茂は大きな声を上げた。だが言葉とは裏腹に、生前の幸さち子こに風呂に入れてもらった時の記き憶おくが甦よみがえって、我知らず赤面する

　その時、戸の外に人の気け配はいがした。そしてコンコンとノックの音。

「はい？」

　賀茂は返事をしながら立ち上がる。

　戸を開けると、風呂上りの紗智がパジャマ姿で髪を拭ふきながら立っていた。

「あ、幸子お姉……げふんげふん！」

　またうっかり言い間違えそうになって、慌てて咳せき払ばらいをする。

「紗智さん、どうかしましたか？」

「ん、ちょっと……」

　紗さ智ちは賀か茂もの顔をじっと窺うかがってから、部屋の中を覗のぞき込んだ。

「あの、何か……？」

　紗智の態度にちょっと戸と惑まどいながら尋ねる賀茂。一体何なのだろうか？

　部屋の様よう子すを見回してから、紗智は賀茂に顔を向け直す。そして、何でもないように笑顔を見せた。

「あのね、是これ雄おくんたち、今日は遅くまで起きてるんでしょう？　だから、何か目覚ましに飲み物淹いれてあげようかなって思ったんだけど」

「え？　わざわざありがとうございます……」

「それでね、紅茶とコーヒーどっちがいいかしら？　それとも日本茶でもいいけど」

「あ、じゃあコーヒーで……」

　言いかけてアブデルのほうにも確認を取る。

「アブデルもコーヒーでいい？」

「ああ。お姉さんが淹れてくれるのであれば何でもいい」

「じゃあ、コーヒーお願いします」

　紗智のほうに向き直ってそう言った。

「コーヒーね。お砂糖とミルクはどうする？」

「あ、それじゃ少しだけ砂糖入れてください。ボクはミルクはいいです。アブデルは砂糖もミルクもたっぷり入れるんだっけ？」

「うむ。うんと甘くしてくれ」

「甘いの好きなのね。分かったわ」

　紗智は、可愛かわいい、とでも言いたげに笑顔を浮かべた。

「それじゃ、ちょっと待っててくださいね。今から淹れてきますから」

　そう言って紗智は行きかけて、ふと振り向いた。

　そして、賀茂の顔に自分の顔を近づけると、優しく言い聞かせるような微笑を浮かべる。

「二人きりになっても、喧けん嘩かしちゃダメよ」

「え？」

　意表を突かれて一いつ瞬しゆんポカンとする賀茂。

　さっき大声を出したのが聞こえていたのだろうか。もしかして、わざわざ言い争いを中断させるために訪れたのかもしれない。大体、風ふ呂ろ上りで髪を拭ふいている状態で、コーヒーと紅茶とどっちがいいか聞きにくるのも不自然だ。

「あの、お姉さ……紗智さん」

「じゃあ、すぐに淹れてくるから二人ともいい子にして待っててくださいね」

　紗智は賀茂の言葉を押さえ込むようにそう言うと、にっこりと笑った。

　そしてハッとする。

「あ、いけない。また『いい子』なんて言っちゃった」

　賀か茂もと目が合うと、紗さ智ちはおかしそうに照れ笑いを浮かべた。そのまま紗智は笑顔を残して台所へと消える。

　賀茂は奇妙な気持ちでその後を見送ってから、部屋へ戻った。

　やっぱり、幸さち子こだ。賀茂は改めてそう感じた。

　昨日駅前のバイトから帰宅する時、今の賀茂が生前の幸子を同い年として見たら果たして大人おとなと思うだろうか、などとふと考えた事を思い出す。だが、同い年どころか、わずか十歳でも、賀茂より年下でも、やっぱり幸子はお姉さんだと思った。何だか嬉うれしいような、その一方で相変わらず自分が全然成長していないような、複雑な気分だ。

「どうした賀茂よ。変な顔をして」

　アブデルが戻ってきた賀茂の様よう子すに気づいて尋ねる。

「ん。いや……何て言うか……、生まれ変わっても、ボクより年下になっても、やっぱり幸子お姉さんはお姉さんだな、って……」

　振り返りながら呟つぶやく賀茂。

　アブデルはそれを聞くと、大きくうなずいた。

「そのとおり。本当のお姉さんというものは、生まれながらにしてお姉さんだからな。美少女については抵抗があるお前も、お姉さんについてなら話が合うようだ」

「は……？　いっ、いやっ、違うぞっ！　別にボクはそういうアブデルのわけ分からん屁へ理屈に同意したわけじゃ……っ！」

　必死で否定する賀茂。

　アブデルと同じ事を考えていた事にされるわけにはいかない。賀茂は常識人なのだ。アブデルに同好の士として認定される事だけは何としても避さけねばならない。

　賀茂はごまかすように咳せき払ばらいをすると、わざとらしく話を逸そらした。

「そ、それより、あの女の霊れいの事だけどさ、捕まえたらどういうふうに処理しよう？　一応人間霊なんだし、ただ調ちよう伏ぶくするだけじゃなくて出来ればちゃんと成じよう仏ぶつさせてやるようにしてやらないと駄だ目めだよな？」

「ん？　そいつが仏教徒とは限らんが」

「あ、いや、そりゃ厳げん密みつには成仏ってのは仏教用語だけど、一般の日本語では死んであの世へちゃんと渡る事を指して使ってるんだし……」

「分かっている。からかってみただけだ」

　アブデルは軽く流してから、真ま面じ目めな顔になった。

「しかし、力ずくで押さえつけ排除するだけなら簡単だが、きちんとあの世へ旅立たせるとなると難しいぞ。あの世へ渡る事を霊本人に納得させねばならんからな。これは霊力の強さだけではどうにもならん」

「うん。でも日本の幽ゆう霊れいたちって、実体化させてしまってから積もってる恨みを語らせてやれば、結けつ構こう素直に成じよう仏ぶつしてくれる事も多いらしいけど」

「能の世界などではそうかもしれんが、あれはあくまでフィクションだからな」

「う、それはまあ……。そういや累かさねなんかも、祐ゆう天てん上人から力ずくで念仏唱えさせられて無理やり成仏させられてるしな……。その後に出てきた助すけは比較的素直に自分から成仏してるけど」

「まあ、その女の霊が一体どういう理由で出現しているのか分からんうちは、対策も練りようがない。今のところは、抵抗されてもすぐ取り押さえられるように準備をしておくくらいだな。話し合う気のない奴やつを話し合いのテーブルに着かせようと思ったら、どのみち最低限の力の行使はやむをえん」

　そんな話をしていると、再び戸がノックされた。

　そして紗さ智ちが顔を出す。

「お待たせ～。コーヒー持ってきましたよ」

　お盆にサーバーとカップ二つを載せて、中へ入ってくる。

「わざわざ持ってきてくれたんですか。すみません。言ってくれたらこっちから行ったのに」

　賀か茂もは慌てて立ち上がるとお盆を受け取った。

　賀茂がお盆を床に置くと、紗智はそのまま座ってコーヒーを注ついでくれる。

「はい、どうぞ」

「ああ、いやその、そこまでしてもらわなくても……」

　気の小さい賀茂はすっかり恐きよう縮しゆうしてしまう。

「いいんですよ。賀茂くんたちはお客さんなんですから、ちゃんとおもてなししなくっちゃ。それに二人とも、家うちのために頑張ってくれてるんですし」

「でもそれはあくまで仕事だし、お金ももらうわけだから……」

「もちろんお金は払うけど、でも二人が私たちのために頑張ってくれる事に変わりはないし、私もお父さんもその事すごく嬉うれしいって思ってるんです。お金を払ったら感かん謝しやしちゃいけないなんて事はないし、嬉しいって思った時は素直に相手に伝えたほうが、お互いに幸せだと思います」

　紗智は例の包み込むような笑顔でそう言う。

「そ、そうですね……」

　賀茂は何も言えなくなって、おとなしくコーヒーを注いでもらったが、どうにも落ち着かない。人からもてなされるのは苦手だ。肩身を狭くしてぺこぺこしながら一口啜すすった。

　紗智はアブデルの分もカップに注いで渡す。

「はい、アブデルくんもどうぞ」

　アブデルは賀か茂もとは対照的に、堂々と落ち着き払った態度で受け取る。

「うむ。ありがとうお姉さん」

「どういたしまして」

　にこやかにそう答えてから、紗さ智ちはハッとしたように口を噤つぐんだ。

「っていうか、私はまだ小学生なんですから、お姉さんって呼ぶのはやめてくださいって……」

　恥ずかしそうに小さくなる。

「いや、謙けん遜そんする事はない。小学生とはいえ、すでにお姉さんと呼ばれるだけの人徳は充分備えている。実際、お姉さん評論が専門である賀茂も、自分の従姉いとこのお姉さんそっくりだと評しているし……」

「誰だれがお姉さん評論家だっ！　勝手に変な肩書きつけるな！」

　賀茂が慌ててツッコむと、紗智のほうへ振り返る。

「っていうか、コイツの言う事は聞かなくていいですから」

　紗智はそんな二人を眺めて、楽しげに苦笑した。

　それからふと思い出したように賀茂に尋ねた。

「そういえば昼に言ってましたけど、是これ雄おく……賀茂さんも、私によく似た雰囲気の従姉がいるんでしたっけ」

「え？　あ、はい」

　賀茂はうなずいた。

「実はその従姉も、この町に住んでたんですよ」

「え？　そうなの？」

「はい。坂を下りて道路を越えた向こう側の並びに家があって」

「へー。わりと近くなのね。もしかして、私もどこかで会った事あるかも……？」

「あ、それはないと思います。その人がいたのはもう十年も前の話ですから」

「そうなんだ」

「はい。この家のある辺あたりはまだ開発されてない山で……」

「お引っ越ししたのかしら？」

「いえ。実はその……」

　反射的に口くち籠ごもる賀茂。

　言おうか言うまいかちょっと迷ったが、やがて思い切って言ってみた。

「実はその従姉、死んじゃったんで……」

　紗智はそれを聞いてハッと口を押さえる。

「ゴメンなさい。余計な事聞いちゃったかしら……」

「ああ、いえ。気にしなくても大丈夫ですよ別に」

　賀か茂もは慌てて手を振る。

「そう？　ありがとう。ゴメンなさい」

　紗さ智ちは首を傾かしげるようにして頭を下げると、立ち上がった。

「じゃあ、あんまり長居しても邪じや魔まだし、私はそろそろ戻りますね」

　部屋を出ていく。

「二人とも、頑張ってくださいね」

　立ち去り際に振り返って、励ますようににっこりと笑いかけた。

　アブデルがそれに応こたえて拳こぶしを固めてみせる。

「お姉さんの事は俺おれが守ります！　安心して熟睡してください！」

「うん。ありがとう。信頼してますからね」

　楽しそうな笑顔で紗智はそう言うと、小さく手を振って部屋を後にした。お姉さんと呼ばれた事については、気づかなかったのか慣れたのかあきらめたのか、何も言わなかった。




　紗智が出ていくと、賀茂は呟つぶやいた。

「……やっぱ前世の事は覚えてないっぽいな」

「ん？」

　アブデルが賀茂のほうを見る。
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「いや、幸さち子こお姉さんもここに住んでた事とか、あと十年前に死んだとか、その辺へんの話に少しは反応あるかと思ったんだけど、全然だったし……。ボクの事見て懐なつかしいって言ってくれたから、もう少し何か覚えててくれてるかもって期待してたんだけど……」

　賀か茂もはがっかりとため息を漏らした。

「………」

　アブデルはしばし無言で賀茂を見つめていたが、やがて重そうに口を開いた。

「賀茂。一つだけ念を押しておく」

　真剣な顔だ。

　賀茂も思わず姿勢を正す。

「何……？」

「確かに彼女の前世はお前の従姉いとこだったかもしれん。今の彼女にその面影を見て慕う気持ちも分かる。だがな」

　アブデルはズイと膝ひざを詰めた。

「すでにああして生まれ変わっている以上、彼女はもはや別人だ。お前の従姉の幸子お姉さんではなく、この吉よし野の家の一人娘の紗智なのだ」

「……うん。分かってる」

　呟つぶやいて目を逸そらす賀茂。

　アブデルは厳きびしい視線で賀茂を睨にらんだ。

「分かっているなら、彼女に前世の記き憶おくを思い出させようなどと考えるんじゃない」

「え……？」

「ウチは転生は御ご法はつ度とだから関係ないが、転生を許可している文化圏では、生まれ変わらせる際には生前の記憶は全すべて抹消するのが通例だ。そうでなければ、新しい家族のもとで新たな生活をスムーズに始められんからな。前世の記憶など、新たな人生を送る上では邪じや魔まにしかならん」

「邪魔にしかならないって事は……」

　抗弁しかける賀茂を、アブデルは厳しい口調で遮る。

「では、もしお前の言葉に刺激されて、彼女が前世の事を思い出してしまったらどうなっていたと思うのだ？」

「どうって……？」

「たとえばお前の事を思い出せば、当然ながらお前との関係、つまり従姉だった事も思い出す。そうすれば当然その記憶に引きずられて、お前の両親と彼女の前世における両親との関係も連れん鎖さ的に思い出してしまうだろう。だが、前世の家族との記憶が甦よみがえってしまえば、今の家族との関係はもう今までどおりではいられまい。下手へたをすれば今の家族との関係を破は壊かいしかねん危険を伴うのだぞ」

「それは……」

　反射的に言い返そうとしたが、賀か茂もは思い返した。

　言われてみれば賀茂も狐きつねに生まれ変わった時、人間の頃ころの記き憶おくをそのまま持っていたせいで色々と苦労した記憶がある。食べ物や生活習慣にもなかなか馴な染じめなかったし、何よりも母狐の事を自分の本当の母親として見る事が出来なかった。賀茂にとって親は人間の頃の両親だったし、帰るべき家も前世の家だった。狐の巣穴は、あくまで偶然迷い込んだ場所でしかなかった。結局母狐との生活は上手うまくいかず、賀茂は人間に化ける術を教わって、こうして生前の暮らしに戻ってきている。残された母狐にとってみれば腹を痛めて産んだ子に一方的に捨てられたようなものだ。前世の人間関係など憶おぼえていても今の生活を搔かき乱すだけというのは、確かに当たっている。

　それに、賀茂の場合はまだ以前の暮らしに戻れたからマシだったが、紗さ智ちの場合はそうはいかない。外見や年ねん齢れいだって変えようがないし、戸こ籍せきだってもう別人だ。今更前世の記憶が甦よみがえったところで、どうしようもない。余計な悩みが増えるだけだろう。

　しばらく悩んだが、やがて賀茂は迷いを断ち切るように言った。

「……分かった」

　一つ息をしてアブデルの顔を見上げる。

「あくまで彼女はこの家の一人娘の紗智さんで、ボクとは今日が初対面。懐なつかしい感じがするのは、ただの他人の空似。それで通せばいいんだろ」

「そうだ」

　アブデルは大きくうなずく。

「前世での関係を利用して一気に親密になろうなどというのは、やはり反則だからな。別人に生まれ変わっている以上、スタートラインは同じでなくてはならん。お前一人だけ抜け駆けは断じて許さんぞ」

「は……？」

　一いつ瞬しゆんキョトンと瞬まばたきしてから、ハッとする賀茂。

「結局やっぱりそういう事かっ！　人がせっかく、真剣に話聞いてたってのに……！」

　アブデルに対してというより、真ま面じ目めに話を聞いた自分に対して頭を抱えた賀茂だった。
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「……一時か」

　賀か茂もは腕時計を見てあくびを漏らした。

　午前一時を数分過ぎたところ。今朝けさは起きたのが六時頃ごろだったので、さすがにそろそろ眠くなってくる。

　家の中で明かりがついているのは、吉よし野のの寝室と賀茂たちのいる部屋だけだ。

「確か昼間『見た』限りじゃ、昨日の晩はこれくらいの時間に出てたよな」

　眠気を追い払おうと、賀茂はアブデルに話しかけた。

「うむ。そろそろ結界に引っかかる頃かもしれん。見逃さんよう、神経を集中させておけ」

「うん」

　賀茂は腕時計から目を上げると、結界に沿って『眼め』を走らせる。結界を張るのに使った糸の一端を室内へ引き込んであるので、目の前にあるものでないと辿たどりにくい賀茂でも結界の様よう子すは手に取るように分かる。

「来るとしたらやっぱり風ふ呂ろ場の窓とか換気扇辺あたりからなのかな。いつも風呂場から出現してるみたいだし」

　風呂場の外に渡した結界の辺りを集中して『見』ながら賀茂は呟つぶやいた。

　今のところ、異常はない。

　その時、部屋の外で物音がした。足音だ。

　足音はトイレに向かいドアの閉まる音が響ひびく。そしてしばらくすると、水を流す音が聞こえてきた。

　やがてドアが開閉される音が聞こえ、足音はそのまま洗面所へ移動した。そこで再び蛇じや口ぐちから水が出る音がして、それから足音は元来た部屋へと戻っていった。

　吉よし野のだろうか。

　足音が帰っていった後も、水道管を通る水の音が聞こえる。トイレの貯水槽に流れ込む音だろう。こんな一戸建てでこんなに水道管の音が響くのも珍しい気がした。地じ盤ばんや建物の構造の関係なのだろうか。

　やがて水の音は勢いが衰え、ポタリポタリと水滴が滴したたるだけになった。

　賀か茂もは結界に神経を集中させながら、その水音を聞くともなしに聞く。

　家の中も周辺の住民も寝静まった夜中だけに、その音はやけに響いた。

　一滴。……また一滴。

　音の間隔が広がるにつれ、響きそのものは大きくなっていくような気がする。恐らく実際は、音と音の間に静寂が挟まるせいで、そのコントラストからいっそう大きな音に感じているだけなのだろうが。

　また一滴落ちる音がする。

　十秒ほどおいて、また一滴。

　随分続くな、と賀茂は思った。栓が緩ゆるんでいるのだろうか。

　水の音はやむ気け配はいもなく、相変わらず十秒ほどの間をおいて続く。

　五分……。十分……。

　耳が研ぎ澄すまされてきたのか、音はいっそう響いて聞こえる。賀茂は結界に意識を集中させながらも、気になってしようがない。

　やがて、ギシッと廊下の床板を踏む音が聞こえた。

　それに伴って、水の零こぼれる音。

　おや、と思った。

　足音は廊下を渡ってゆっくりと階段を上っていく。だが、吉野の寝室は一階にある。二階で寝ているのは紗さ智ちだけだ。

　紗智がトイレに起きたのだろうか？

　だが、それにしてはどこか変だ。足音に伴って、滴の滴る音が聞こえている。手を洗った後、濡ぬれた手を拭ふかずにそのままにしているのだろうか。いや、寝ぼけているならともかく、あの紗智がそんなだらしない真似まねをするとも思えない。第一、濡れた手から零れた水滴がこんなに大きな音を立てるか？

　賀茂がそれに気づいてハッとする前に、アブデルがガバッと身を起こした。

「賀茂！　やられたっ！　上だっ！」

　それと前後するように、二階から悲鳴が上がった。紗さ智ちの声だ！

　賀か茂もは握っていた糸を放り捨てると立ち上がる。

「馬ば鹿かな？　結界に異常はなかったぞ！　一体どうやって？」

「知るか！　そんな事は後回しだ！　急げっ！」

　大急ぎで部屋を飛び出す。

　廊下が転々と水で濡ぬれている。奴やつだ。

　二人は全速力で二階へ駆け上がると、紗智の部屋へ飛び込んだ。

　ベッドの上では、紗智が身を仰のけ反ぞらせて悶もだえていた。全身が高熱を発し、苦しそうな汗を浮かべた顔は真っ赤に火ほ照てっている。取り憑つこうとしている悪あく霊りように対する拒絶反応だ。

　紗智は痙けい攣れんしてのたうち回りながら、喘あえぐように喉のどを搔かき毟むしった。飛び出すほど大きく見開かれた目には、賀茂たちの姿は映っていない。

　賀茂の『眼』に、紗智に覆おおい被かぶさるように取り憑く霊れい気きが見えた。今朝けさ霊視した女の霊だろう。その霊体から周囲に振りまかれるどす黒い怨おん念ねんが、まるで黒い炎のように『見え』た。

「くそっ！」

　賀茂は舌打ちしながら、アブデルの霊力で吹き飛ばしてしまおうと構える。本当は安全に捕ほ獲かくした上で成じよう仏ぶつさせてやりたかったが、そんな悠長な事を言っている場合じゃない。

「熾し天使アブデルの名のもとに命じる！　吉よし野の実みのるの一人娘紗智に取り憑きし悪霊よ……！」

「待て賀茂！」

　アブデルが慌てたように引き止めた。

「何だ？　どうした？」

「落ち着いてよく『見て』みろ！　あの悪霊と彼女の魂の絡み具合を！　下手へたに吹き飛ばせば、彼女の魂まで消し飛ぶぞ！」

「な……！」

　アブデルに言われて落ち着いて見てみると、悪霊の邪じや悪あくな霊気が紗智の魂を絡めとるように覆おおっていた。この悪霊は紗智の魂そのものを取り込むつもりらしい。確かにこの状態でアブデルの力を直接ぶつければ、紗智のほうまで被害が及ぶ事は避さけられない。今の賀茂の力量では、悪霊だけを狙ねらい撃うち出来るほどにアブデルの霊力を制御出来ない。

「って事は、あの霊を彼女から離れさせるのが先か！」

　それも、無理やり引き離そうとしては彼女の魂までダメージを負いかねない。自分から離れさせるようにする必要がある。

　焦る二人の脇わきで、紗智の体が再び大きく痙攣した。それと同時に、あのおっとりした紗智からは想像もつかないような叫び声が上がる。全身が緊きん張ちようして弓反りになり、頭と足の先がくっつきそうになった。

「急げ！　このままでは彼女の体が保もたん！」

　アブデルが急せかす。

「分かった！」

　この場合は、祈き禱とう文の類たぐいを唱えてじわじわと苦しめ、取り憑ついているどころではない状態に追い込んでやるのが一番だろう。

　賀か茂もは紗さ智ちに背を向けて座った。更に霊れい視しの『眼め』も閉じる。術の途中で悪あく霊りようの姿を『見て』しまわないためだ。

『見る』事は確実に相手に術をかけるために必要な事だが、それは同時に相手の実在性を高める事であり、霊は人から『見』られる事でより大きな影えい響きよう力を及ぼせるようになる。特に、『見た』本人に対する力は激増する。

　普ふ段だんなら、多少相手の力が増大しようともアブデルの霊力に物を言わせて除霊してしまえば済む話なのだが、今は相手が紗智から完全に分離するまで手が出せない。手が出せない状態で、悪霊がこちらに対して振るえる力を増大させるのは避さけたほうが賢明だ。たかが人間霊とはいえ油断は禁物。直接『見る』のは、仕留める一いつ瞬しゆんのみに絞ったほうがいい。

　もっとも、後ろを向きっぱなしでは、悪霊が紗智から十分離れたかどうかを知る手立てはなくなるから、そこは勘に頼る事になる。経験の浅い賀茂では、やや不安なところだ。

　そんな不安を読み取ったらしく、アブデルが賀茂に目配せした。

「安心しろ。奴が充分に分離した頃ころ合あいを見計らって、俺おれが合図してやる」

「え？」

「人の姿に受肉しているとはいえ、俺はこれでも熾し天使だ。人間霊ごときでは、この俺に手出しは出来んからな。任せろ」

「それもそうだな。じゃあ、頼んだ」

「うむ。合図したら振り向きざまに一気に押さえつけろ。いいな」

「うん」

　賀茂はうなずくと、大きく一つ息をした。

　そして、精神を統一すると祈念文を唱え始める。

「若にやく不ふ順じゆん我が咒しゆ、悩のう乱らん説せつ法ぽう者しや、頭ず破は作さ七しち分ぶん、如によ阿あ梨り樹じゆ枝し、令りよう百ひやく由ゆ旬じゆん内ない、無む諸しよ衰すい患げん、若にやく於お夢む中ちゆう、亦やく復ぶ莫まく悩のう」

　背後で紗智の体が激しく動く物音がした。取り憑いた霊が暴れているのだ。

　だが、まだまだ振り向くのは早い。アブデルも無言で首を振る。完全に紗智から離れてしまうまでは、後ろを『見』ないでひたすら祈念文を暗誦する事に集中だ。

「毎まい自じ作さ是ぜ念ねん、為い何が令りよう衆しゆ生じよう、得とく入にゆう無む上じよう道どう、速そく成じよう就じゆ仏ぶつ身しん、於お我が滅めつ度ど後ご、応おう受じゆ持じ斯し経きよう、是ぜ人にん於お仏ぶつ道どう、決けつ定じよう無む有う疑ぎ……」

　背後の物音が止まった。そして、何か禍まが々まがしい気け配はいが強まるのを感じた。

　どうやら、悪あく霊りようが紗さ智ちの体から離れはじめたらしい。

　効いている。もう少しだ。

　賀か茂もは更に声に力を込めた。

「漸ぜん漸ぜん修しゆう学がく、悉しつ当とう成じよう仏ぶつ、願がん以い此し功く徳どく、普ふ以ぎゆう於お一いつ切さい、我が等とう与よ衆しゆ生じよう、皆かい共ぐ成じよう仏ぶつ道どう、毎まい自じ作さ是ぜ念ねん、為い何が令りよう衆しゆ生じよう、得とく入にゆう無む上じよう道どう……」

　背後で、ぴちゃんと水の音がした。

　そして、何かが立ち上がってこちらを見下ろす圧迫感。

　出た……！

　そう思ったのとほぼ同時にアブデルも合図をする。

「出たぞ賀茂！　やれ！」

「よし！」

　賀茂は勢いよく立ち上がると、紗さ智ちのほうを振り向いた。

「熾し天使アブデルの名において命ずる……」

　だが、悪あく霊りようの姿を真正面からはっきりと『見た』瞬しゆん間かん、賀茂はその場に凍りついた。

　……体に纏まとわりつく濡ぬれた髪。

　……泥と藻もが絡まったボロボロのワンピース。

　……怨おん念ねんで満たされた暗い瞳ひとみ。

「お前は……！」

　張りついた喉のどから、乾いた声が漏れた。

　忘れようがなかった。

　十年前、幸さち子この命を奪った、あの自殺者の霊だった。

　当時の記き憶おくが脳裏をよぎる。暗い山の道。沼の上に立ち上がる水柱。突然倒れた幸子を前にして、助ける事も逃げる事も出来ない幼い賀茂……。

　服の裾すそから滴しずくが一滴床に落ちた。




　…………ぴちょん。




　十年前のあの山道同様、その音はまるで洞どう窟くつ内のように不気味に反はん響きようした。

　その音でハッと我に返る。

　だが、一いつ瞬しゆん遅かった。

　賀茂が態勢を整えるより早く、女の霊れいは賀茂に襲おそいかかっていた。

「しまっ……！」

　茫ぼう然ぜん自失して無防備な状態を曝さらけ出していた賀茂は、一瞬にして精神の奥深くまで悪霊の侵入を許した。悪霊の霊気が絡みついてくるのが分かった。まるで、あの長い髪が脳みその皺しわ一本一本に入り込んでくるような感覚を覚えた。

　何も出来なかった十年前の恐怖が甦よみがえった。その心の隙すきに乗じて、一気に力を強める悪あく霊りよう。

　賀か茂もの頭を、割れるような痛みが襲おそった。

　思わず頭を抱えて床に倒れ込む。

「くぁ……っ！」

　脳のう幹かんを貫く苦痛に意識が遠のいた。

　だが、ここで気を失ったら完全にこの悪霊に取り込まれてしまう。

　賀茂は必死で堪こらえる。

　全身を悪お寒かんが襲った。脊せき椎ついの中を冷たい水が流れ落ちるような不快感。毛穴という毛穴から汗が噴ふき出す。悪霊に対して、賀茂の体が拒絶反応を起こしはじめた。

　……除霊のための祈念文を。

　唱えようとしたが、舌がひきつって言葉にならない。更に、激しい痛みが意識を搔かき乱して言葉が思い出せない。

　アブデルが隣となりで何か叫んでいる。だが頭の中はガンガンする痛みでいっぱいで、何を言っているのか聞き取る余裕などない。アブデルの霊れい力りよくを借りて追い出そうにも、とても精神を集中出来る状態ではない。

　塩だ……。

　朦もう朧ろうとした意識の中で、賀茂は必死に頭を働かせた。

　下の部屋の鞄かばんに、いつも携帯している清めの塩が入っている。結界を張る時に盛り塩として使った奴やつだ。確かまだ一摑つかみくらい残っている。人間霊が相手なら、ただ振りかけるだけでも充分効くはずだ。とにかく、この悪霊の力を少しでも弱めないといけない。怯ひるませればその隙すきに何とか追い出せるはず。鞄のある所まで戻らないと……。

　賀茂は気力を振るうと、壁かべに手をついて立ち上がった。

　頭は相変わらず何も考えられないくらい熱くて痛い。痛みで視界が霞かすみ、ほとんど何も見えない。自分の周囲に慌しい気け配はいを感じたが、何が起こっているのか把握する余裕さえない。

　壁へき面めんにもたれるようにして、部屋の外へ体を引きずっていく賀茂。

　部屋を出てしばらく進むうち、体を支える手が窓ガラスに触れた。そのまま体重がかかって突き破る。ガラスの割れる音が、意識の隅で微かすかに聞こえた。

　そのまま一気にバランスを崩す。危うく窓から落ちかけた。

　手の先を何か生温いものが伝う感触があったが、それが何なのか考える事さえ出来ないほど頭痛は激しい。

　とにかく窓まど際ぎわは危険だ。そう考えて、反対側の壁かべへよろめくようにもたれる。

　気がつくと、足元はもうすでに階段だった。足を踏み外し、一気に下まで転がり落ちた。

　全身を強打したが、頭の痛みが激しくて打撲の痛みはほとんど感じられない。意識の遠くで漠然と痺しびれたような感覚を覚えるだけだ。

　賀か茂もは何とか体を起こすと、転がるようにして廊下を這はった。

　方向はこっちで合ってるか……？

　一いつ瞬しゆん不安がよぎる。

　確かめたかったが、その気力がない。頭を上げる余裕がない。目を開ける余裕もない。目に映ったものを認識する余裕すらない。

　間違っていたらその時はその時だ。いちいちそんな場合の事まで頭が働かない。激しい頭痛を堪こらえるだけで、意識と気力の容量は使い尽くしている。

　手探りで先を探りながら進んでいくと、突然何もない空間があった。伸ばした手が空を切って、体のバランスが崩れる。

　玄関だ……。

　やはり進行方向を間違っていた。

　そう気づいたが、もはや舌打ちする気力さえない。

　頭の中はもう激痛と疲労で一杯だ。他ほかの事が入り込む余地はすでにない。何かを考える体力がない。もう、何もかもどうでもいいような気がしてきた。このままでも朝まで我慢すればきっと悪あく霊りようは帰っていくだろう。それまで我慢比べだ。こっちが耐えられなかったら、その時はそれでもういい。方向転換をする気力などとっくに尽きている。どっちみちもう動けない……。

　賀茂が痛みに負けて半ば投げやりな気分になった時、頭上に何者かの気け配はいを感じた。

　そして、何かが自分の体に大量にぶちまけられる。

　賀茂の皮ひ膚ふを焼けるような感覚が襲おそった。

「うあああぁぁっっ!?」

　これまでの頭の激痛とはまるで別種の痛みに、賀茂は大声を上げた。

　口の端に、ぶちまけられた何かが付着していた。

　しょっぱい。

　塩だ。

　それもただの食卓塩ではない。結界を張る時に盛り塩として使った、特製の清めの塩だ。この熱さは、実際に熱を持っているのではなく、賀茂に取り憑ついた悪霊に反応して熱く感じているだけだろう。

　だが、賀茂はあまりの熱さに思わず振り払って逃げようとした。

　それを大きな手ががっしりと押さえつける。

「動くな！　堪こらえろ賀茂！」

　アブデルの声だ。

　どうやらこの塩はアブデルが運んできてくれたらしい。

　アブデルはしっかりと賀茂を組み伏せたまま、ぶちまけた塩に押し付ける。まるで焼けた鉄を押し付けられたような熱さだ。実際に塩が熱を発しているわけではないが、魂に直接熱さとして伝わる分だけ苦痛は大きい。

「っあああああっっっ！」

　再び賀か茂もは声を上げた。

　アブデルが叱しかりつける。

「静かにしろ！　近所迷惑だろうが！　今何時だと思っている！」

　こんな時にそう言う叱り方もどうかと思うが、そんなツッコミを入れている余裕は当然ない。

　それでも賀茂はこれ以上声を上げないように歯を食いしばった。

　皮ひ膚ふの焼けるような熱さは、次第に体の中へと浸透しはじめた。それに伴って、賀茂の中で悪あく霊りようが暴れるのが分かる。暴れるたびに賀茂の全身に激痛が走るが、しかしこれは効いている証拠だ。

　あと少し。あと少しだけ我慢すれば、追い出す事が出来る。

　とにかく早く出ていってほしい。

　賀茂は必死の思いで熱さを堪こらえた。

　熱はどんどんと体の奥深くまで染み込んでくる。

　もう少しだ。

　これが体の芯しんまで届けば……。

　体中の肉が焼肉になるような錯さつ覚かくを覚えながらも、賀茂はひたすらじっと待った。

　やがて、ビクンと賀茂の体が痙けい攣れんした。

　それと同時に、腸に鮮せん烈れつな痛みが走る。

　続いて腎じん臓ぞう、胃、肺、心臓の順に、内側から引きちぎられるような痛みが襲おそった。

「いががががあっっっ!!」

　食いしばった歯の間から絶叫が漏れた。そのまま意識が遠のいていく。

「出たぞ！　賀茂！」

　アブデルの声が微かすかに意識の隅で聞こえた気がした。

「しっかりしろ！　逃げるぞ！　追え！」

　ガクガクと揺さぶられる自分の体を、どこか他人の物みたいに感じながら、賀茂はそのまま気を失った。
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　ずっと、霊れい視し能力なんてなくなればいいと思ってた。

　霊が『見え』てしまうのは怖かった。

　見える人間に寄ってくるのが怖かった。

　身を守るために、祖父からもらったお守りが手放せなかった。

　才能があるなんて褒ほめられても嬉うれしくなかった。それより『見え』ないようになりたかった。

　友達も先生も分かってくれなかった。怖がりの臆おく病びよう者だと笑われた。今いま時どき幽霊を信じてるなんて馬ば鹿かじゃないかと言われた。そもそも『見え』ない人たちに、理解してもらいようがなかった。

『見え』ない人で、ちゃんと理解してくれたのは幸さち子こ一人だけだった。

　──霊れい媒ばい師さんの『媒』ってね、『仲立ち』って意味なのよ。

　何かの折に、そんな事を話してくれたのが記き憶おくに残っている。

　──生きてる人の世界と死んじゃった人の世界って全然違うものだから、死んじゃった幽霊さんたちが生きてる人に何か訴えようとすると病気にさせたり困った事が起こっちゃうけど、そういう時に問題が起きないように上手に仲立ちしてあげるのが、霊媒師さんなんだと思うの。

　──それはきっと是これ雄おくんみたいに『見え』る人にしか出来ないお仕事だから、その力は嫌ったりしないで大事にしてくれたらお姉さん嬉うれしいな。自分の力が誰だれかの役に立つのって、きっとすごく幸せな事だから……。

　幸さち子こはそう言って、優しく頭を撫なでてくれた。幼い賀か茂もは拗すねてほっぺたを膨ふくらませたまま、何も答えなかった。

　そしてあの日。

　夕暮れ時の山道。

　全部、『見え』ていた。

『見え』ていたのは自分だけだった。

　自分が何とかしなくちゃいけなかった。

　何とかする責任があった。

　でも。

　………何も出来なかった。

　力をつけたい。

　生まれて初めて、そう思った……。







　目が覚めると、賀茂は布団に一人寝かされていた。

　昨夜、待機用にあてがわれた部屋だ。

　右腕に包帯が巻かれていた。赤く血が滲にじんでいる。怪け我がをしたらしい。はっきりとは覚えていないが、窓ガラスを突き破ってしまった記き憶おくがある。

　……後で弁べん償しようしなくちゃな。

　痛みの残る頭でそう考えた。

　頭にも、やはり包帯が巻かれていた。階段から転げ落ちた時に切ったのだろうか。

　腕時計は手首から外されて枕元に置かれていた。時間を確かめると、午前十時。あれからずっと意識を失っていたらしい。

「くそ……っ」

　昨夜の事を思い出して、賀茂は顔をしかめた。

　どうやって結界を破られたのかは分からない。

　紗さ智ちが襲おそわれてしまったのも手痛いミスだ。

　しかし。

「確実に捕まえられたはずだったのに……」

　悔しさで呟つぶやき声が漏れた。

　完全に自分の失態だった。

　あの時、悪あく霊りようの正体を見た瞬しゆん間かん。

　まさか、幸子の命を奪ったあの霊れいだとは思わなかった。驚おどろきのあまり、動揺して隙すきを見せてしまった。

　思い出してため息をつく。

　いくら過去の因いん縁ねんのある相手だろうと、いくら意外な事であろうと、あの程度で隙すきを見せてしまった自分が情けない。これでは到底プロの仕事とは言えない。

　そういえばあの後、不覚にも気を失ってしまったが、紗さ智ちたちは大丈夫だっただろうか。

　不安になって賀か茂もは立ち上がった。

　その途と端たん。

「……っ！」

　めまいに襲おそわれて、布団の上に尻しり餅もちをつく。まだ後遺症が残っているようだ。頭だけでなく、体の中全体に重く冷たい痛みが疼うずいている。

　その時、物音を聞きつけたようにスッと戸が開いた。

「どうかした？」

　慌てて入ってきたのは紗智だ。

　昨晩あれだけ苦しめられていたのが噓うそみたいに、元気そうな顔をしている。

　賀茂はホッと全身で安あん堵どした。あの後で再び襲われていたらどうしようかと思ったが、大丈夫だったようだ。

　一方紗智も、賀茂が起き上がっているのを見て安心した表情を浮かべた。

「目が覚めたのね。大丈夫ですか？」

「あ、大丈夫です……」

「よかった。すごい怪け我がだったから心配したんですよ」

「すみません……」

「朝ごはん食べたら、ちゃんとお医者さんに行こうね」

「あ、いや、医者は帰ってから行きますから」

「ダメ。ちゃんと手当てしたっていっても、応急手当でしかないんだから。傷口ちゃんと洗ったつもりだけど、ガラスの破片とかが残ってたら大変よ」

「でも保険証とか持ってきてないし……」

「お医者さん、行きたくないの？」

「え？　いや、そういうわけじゃ……」

「お医者さん嫌いなの？　怖がらなくても大丈夫。ちゃんとお姉さんが一緒についていってあげるから」

「いや、怖がってるんじゃなくて、仕事に来ていてそんなに世話になるわけにも……。っていうか、『お姉さんが』って……」

「え？」

　目をぱちくりさせてから、あっと口を塞ふさぐ紗智。

「ごっ、ゴメンなさいっ。今のなしっ。その、知り合いの子が病院がすごく苦手で、それでその、うっかり……。聞かなかった事にしてください」

　慌ててそう言うと顔をそむけて呟つぶやく。

「また勘違いしちゃった……。何でかなぁ……」

　首を傾かしげる紗さ智ちを見ながら、賀か茂もは昔を思い出した。

　小さい頃ころの賀茂は病院が嫌いだった。特に大きな病院や、救急病院をやっているような所は駄だ目めだった。理由は簡単。そこかしこに死んだ人たちの霊れいがうろついているのが見えてしまったからだ。幼い頃の賀茂はまだ霊たちに対抗出来る能力はなかったし、生きている世界とは完全に別の世界の存在である霊は、それだけで単純に怖かった。

　そんな賀茂を、幸さち子こはよく「一緒についていってあげるから」となだめて連れていってくれた。幸子には怖がっているところを見せたくなかったし、それに幸子がいてくれると安心できた。

　やっぱり、憶おぼえているんじゃないのか……。

　勘違いじゃないんだと言ってしまいたい。紗智がおぼろげに覚えているその男の子は自分なんだと言ってしまいたい。ふと、そんな欲求に駆られる。

　だが、駄目だ。父一人子一人で支え合って暮らしている吉よし野のと紗智の間に、余計な雑音を入れるような真似まねはしてはいけない。それはアブデルの言うとおりだ。たとえアブデルの真意がどこにあったとしても。

　賀茂は手元を見つめながら、自分に言い聞かせた。

　それからふと、腕に巻かれた包帯を見て尋ねる。

「そういえば、手当てはしたつもりって、この包帯は幸……紗智さんが？」

「え？　あ、うん。ガラスで切っちゃったんですね、その腕。ものすごい血だったからびっくりしちゃった」

「そうですか。すみません……」

　うなだれるように頭を下げる。

　紗智もあの悪あく霊りように取り憑つかれかけていたのだから、賀茂と同様の苦痛を受けていたはずだ。なのにこうして元気に振る舞って、賀茂の怪け我がの手当てまでしてくれている。もっとも、取り憑き方では賀茂のほうが激しかったわけだが、それでも十歳の少女の体では負担は大きいはずなのに。

　賀茂は再び激しい自己嫌悪に襲おそわれた。

　一体何をやっているんだろう。紗智を守りに来たはずなのに、何も守ってやれないで、それどころか逆に気き遣づかわれてしまっている。まるで立場が逆だ。これじゃ、何も出来ずにただ震ふるえていた十年前と、何も変わらないじゃないか……。

　情けなくて思わず唇を嚙かむ。

　賀茂の表情に気づいた紗智が心配そうに尋ねる。

「大丈夫ですか？　どこか痛む？」

「え？　あ、違います。そういうんじゃなくて。大丈夫ですから」

　慌てて賀か茂もは首を振ると、安心させようと笑顔を作って見せた。

　紗さ智ちは少し首を傾かしげて、心の内を見透かすような視線で賀茂を見つめた。

　だがやがて笑顔を浮かべると立ち上がる。

「じゃあ、とりあえず朝ごはん持ってきますね。ちょっと待ってて」

　そう言って部屋を出ていった。

　しばらくして入れ違いのようにアブデルが入ってくる。

「目が覚めたか」

「うん」

　うなずく賀茂。

　その隣となりにアブデルはどかっと腰こしをおろした。

「全く、昨夜はこれまでになく無ぶ様ざまだったな。あんな人間霊れいごときを相手に情けない」

「ゴメン……」

「たまに見せ場が来た時くらい、ちゃんと活かつ躍やくしたらどうだ」

「………」

　賀茂は言い返す言葉もなくうなだれる。

　アブデルはそんな賀茂を見てため息を漏らした。

「まあいい。終わった事をごちゃごちゃ言ってもしようがない。それより、今後の対策だ」

「うん」

　うなずいてから、ふと気づいて尋ねる。

「……そういえば吉よし野のさんは？」

「さっき職場から電話があって出かけた。どうしても自分が行かなければならない用事が出来たと言ってな。本当は今日は休むつもりだったみたいだが、宮仕えは大変だな」

「そうか……」

　正直な話、少しホッとする。昨日のような大きなミスをした後で、どんな顔をして会えばいいのか分からない。

「……何か言ってた？」

「ん？　何かというと？」

「いや、その、苦情とか文句みたいな事は……」

「ああ、そういう事か。確かに仕事を切られてもしようがないミスだったからな、あれは」

　意地悪くため息をつくアブデル。

　賀茂は再びうなだれる。

　落ち込みが激しいのを見て取ったのか、アブデルはやれやれといった表情を浮かべると、少し口調を和やわらげた。

「だがまあ大丈夫みたいだぞ。吉よし野ののほうは、お前のミスというより悪あく霊りようの力が強大だったと思っているようだ」

「そっか」

「むしろ俺おれたちが悪霊を怖がって手を引きはしないかと、そっちを心配していたな。まあ、まるで霊れい感のない素人の依頼人で助かったというところか」

「そうだな……」

　皮肉な笑みを浮かべるアブデルに、賀か茂もはつられるようにして力なく笑った。

　アブデルは真ま面じ目めな顔に戻ると、話を戻す。

「で、お前の体のほうはどうなのだ？　今夜奴やつが現れたら、ちゃんと除霊出来そうか？」

「え？　ああ、大丈夫」

「本当だろうな？　やせ我慢は禁物だぞ」

「本当に大丈夫だって」

「とりあえず、立ってみろ」

「え？」

「いいから立て」

　アブデルは賀茂を抱えると、無理やり立たせる。

　だが、その途と端たんに賀茂はめまいがして目の前が真っ暗になった。

　アブデルの支えがなくなると同時に布団の上にしゃがみ込む。

「ほら見ろ。どこが大丈夫だ」

　アブデルは顔をしかめた。

　賀茂は少々むきになる。

「ちょっと立ちくらみがしただけだろ。座ってる状態だったら大丈夫だって！」

「そうか。じゃあ座ったままでいいから、どの程度俺の力が引き出せるか試してみろ」

「分かった。何をする？」

「何でもいいが。そうだな。では、こいつに俺の霊力を込めて、悪霊除よけの下着を作ってみろ」

　アブデルはポケットから星型の模様の付いたパンツを取り出した。紗さ智ちの物だ。

「な？　またこういう……」

「何だ？　下着なら常に身に着けていられるし、人に見られる事もないから変な目で見られる心配もない。まさに理想的ではないか」

「それはそうかもしれないけど、何で今アンタがここにこんなモン持ってんだ！」

　呆あきれたように賀茂は言ったが、無む駄だに気力を消費したくないのであまり追及しない事にした。

「まあいいや。とにかくやってみる」

　人の物に勝手に図形だの何だのを書き込むのは気が引けるので、柄がらの星型を護ご符ふに見立てる。そして精神を集中すると、アブデルの霊れい力りよくを引き出すべく口の中で唱えた。

「熾し天使アブデルの名において命じる……」

　だが。

「……!?」

　異変を感じて慌てて取りやめる。

「どうした」

「な、何か……上手うまく制御出来ない。暴発しそうになった……」

　呆ぼう然ぜんとして自分の手を見つめる賀か茂も。

　こんな事は初めてだ。もっとも初めてアブデルの力を引き出してみた時にも、もう少しで暴発しそうな危うさがあったが、あれはあくまで慣れていなかったからである。今では充分に慣れているし、制御のコツだって分かっている。それなのに何故なぜだ……。

　アブデルが分かっていたように首を振る。

「やっぱりな」

「一体何で……？」

「俺おれの霊力を制御出来るだけの力が、今のお前にはないという事だ。お前は自覚していないかもしれんが、それだけ昨夜のダメージが残っている」

「そんな……」

　賀茂は自分の手に視線を落とした。確かにアブデルの霊力は巨大すぎるので、安全に制御するには自分自身も全力に近い霊力が必要だ。強力な砲ほうには頑丈な砲身が必要なのと同じ理屈である。

　アブデルは仕方なさそうに呟つぶやいた。

「……やはり、一いつ旦たん帰って出直したほうがいいか」

「駄だ目めだ！　ボクらがいない間に襲おそわれたらどうする？」

「だからといって、俺の力が扱えん今のお前では、またやられてしまうのがオチだろう。それにだ。分かっているだろうが、お前は奴やつに完全に負けた。それは恐怖と敗北感をお前の心の奥底に植え付け、そして奴のお前に対する影えい響きよう力を実際より遥はるかに大きなものに増幅してしまう。次に対たい峙じした時は、昨夜よりもっと手て強ごわくなっているのだぞ」

「う……」

「そもそも昨夜の事だって、ただのミスだとでも思っているのか？」

「え……？」

　意外な事を言われて賀茂は驚おどろいた顔になる。

　アブデルは、そんな事も気づいていなかったのかと言いたそうな目で賀茂を見た。

「よく思い出してみろ。いいか？　あの時のお前はすでに、俺の力を引き出しかけている状態にあった。いくら隙すきがあったとはいえ、俺おれの霊れい力りよくで満たされているお前にただの人間霊が取り憑つけるはずがない。普通なら絶対にな。だが、幼い頃ころのお前に刷り込まれた恐怖心が奴やつの力を増幅し、それを可能にしてしまった。そして今回の敗北によって、お前に対する奴の影えい響きよう力は更に増大する事になる。奴は本来ただの低級な怨おん霊りようにすぎんが、しかし、お前に対してだけは俺の霊力と同等以上の力を振るう事が可能になってしまったのだ」

　アブデルはそう言うと、真剣な目で賀か茂もを見み据すえた。

「それでも昨夜死なずに済んだのは、引き出しかけていた俺の霊力がお前を守ったからだ。だが今のお前には俺の力を制御出来ない。確実に死ぬぞ」

「………」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰まって、賀茂は悔しそうに奥歯を嚙かんだ。

「だからってボクらが引き上げたら紗さ智ちさんどうするんだよ？　昨日の夜ボクらがはっきり『見て』しまったせいで、彼女にとっての実在性だって増してるんだぞ！　昨日だって取り憑かれかけてた！　もし今夜襲おそわれたら、もう駄だ目めかもしれない！　見殺しにしろってのか？」

「落ち着け。誰だれもそんな事は言ってない」

「じゃあどうするって言うんだ？　ボクらがここを離れたら、彼女を守る人は誰もいなくなるんだぞ？　それにさっきの様よう子すじゃ、今のボクに効果のある魔ま除よけなんて作れない。無防備なまま置いてけって事じゃないか」

「阿あ呆ほう。魔除けの護ご符ふ一つ作れん状態の今のお前が彼女を守れると思うのか？　お前がいようといまいと、無防備な事には変わりない。むしろ無駄な死人が増えるだけだ」

「そっ、そりゃ……！」

「言っておくがな。仮にもプロとして仕事に来ている以上は、結果が全すべてだ。今の場合大事なのは、紗智お姉さんをあの悪あく霊りようから守れるか守れないか、それだけだ。『守れなかったけど命を犠ぎ牲せいにしてまで頑張りました』などというのは何の意味も持たんのだぞ。片づける死体が増えて迷惑するだけだ」

「う……」

　情の欠片かけらもない言い方だが、言うとおりなので反論出来ない。

「でも、それじゃ結局どうしようもないって事じゃないか……」

「だから最後まで聞け。お前も昨日あの幽霊を直接『見た』のなら、あれが地じ縛ばく霊である事くらい分かっているだろう？」

「え？」

　実は慌てていたので、相手の素す性じようを確かめている余裕などなかった。

　だが、確かに十年前に『見た』時には、あれは沼で自殺した女の地縛霊だった。

　それを思い出してうなずく。

　アブデルは言った。

「あの後、霊れいの奴やつがどこへ帰っていくか注意して『眼め』で追ってみたが、奴が消えたのはこの家の真下だった」

「ここの真下？　でもあの霊は沼に……」

「うむ。どうやら例の沼とやらは造成時に完全に埋め立てられて、ちょうどその上にこの家が建てられたようだな」

「そうか。どうやってあの結界を潜くぐり抜けてきたのか疑問だったけど、初めっから結界の内側にいたわけだ」

　賀か茂もは納得したように呟つぶやいた。十年前に賀茂の両親があの悪あく霊りように施ほどこした封印も、埋め立ての際に壊こわされてしまったのだろう。

「ともかく、相手が地じ縛ばく霊であるのなら、ここから他ほかの場所へ移してしまえば当面危険は少なくなる。だろう？」

「あ、そうか」

「その上でお前が回復するのを待って、改めて除霊に来ればいい。それが一番安全で確実だと思うが」

「そうだな」

　賀茂はうなずいた。

　もちろん、地縛霊といっても人に憑ついて移動する事もあるから百パーセント安全とは言い切れない。だが、少なくともこの家にいるより遥はるかに危険は減少する。少しの間、親しん戚せきかどこかのもとへ避ひ難なんしていてもらうのが一番だ。

　賀茂が納得したのを見て、アブデルは唐突に告げた。

「というわけで、今日からしばらく紗さ智ちお姉さんは俺おれたちの家で預かる事にした」

「え？　ウチで？」

「うむ。お前の両親はちょうど海外へ行っていて不在だし、泊めるスペースはあるだろう。ここから遠いのがちと難点だが、安全性という点からすればこれ以上の避難場所はあるまい。何かあっても俺たちがすぐ側そばについているし、いざとなればみきに手伝ってもらう事も出来る」

「いや、まあそれはそのとおりだけど……吉よし野のさんの了解は……」

「心配いらん。お前が意識を失っている間に上手うまく言い包くるめて……………ではなくて、きちんと説明して、納得してもらってある」

「それならいいか……」

　言い包めて、と言いかけたところに本音が覗のぞいて少し引っかかったが、しかしアブデルの案が一番安全なのも事実である。そこは敢あえて流しておく事にした。

「それじゃ、吉野さんが帰ってきたらみんなで移動か」

「いや、実はそれがだな」

　アブデルが目を輝かがやかせた。

「なんと都合のいい事に、吉よし野の氏は通勤の関係から近くのホテルを借りるという話だ。会社は学校と違ってそう簡単には休めんからな。従って、来るのは紗さ智ちお姉さんただ一人！　父親からの監かん視しの目を気にする事なく、終日甘えたい放題だ！」

　心底から嬉うれしそうにガッツポーズを決めるアブデル。

　そこへ紗智がお盆を手に入ってきた。

　アブデルの姿を見て、笑いながら尋ねる。

「あら？　どうしたんですか？　何か嬉しい事でもあった？」

「何か、紗智さんが家に来るという話をしているうちに、急に興こう奮ふんしだして……」

　賀か茂もは困ったように言う。

　紗智はそれを聞いて、再び苦笑した。

「そうなの？　そんなに喜んでもらえたら、私も嬉しいな」

　賀茂の布団の脇わきに座ると、朝食を載せたお盆を置いた。

「はい、朝ご飯」

　トーストとベーコンエッグとレタス。そしてミルクティーだ。

　皿に手を伸ばしかけて、賀茂はしばし躊ちゆう躇ちよした。

　今の賀茂にこのメニューは、少し重たい気がした。昨夜、あの悪あく霊りようが離れる時の後遺症で、実はまだ内ない臓ぞうに鈍い痛みを感じる。せっかく作ってくれたのに悪いが、紅茶とパンを半切れくらいしか食べられそうにない。

　とりあえず一口紅茶を飲むと、パンを小さく千ち切ぎって口の中に放り込んだ。

「それで、何時くらいにここを出ましょうか？」

　予定を聞いてみる。

　紗智は屈託の無い調子で答えた。

「私は何時でもいいですよ。学校も今日からしばらくお休みするってお父さんが連絡してくれてますから」

「そうですか」

「うん。是これ雄おくんたちの都合のいい時間はいつくらい？」

「そうですね……。まあ、早いほうがいいだろうとは思いますが……」

　そう答えてアブデルのほうを見る。

　アブデルはうなずいた。

「そうだな。昨日の一件で更に実体化は進んでいるから、そろそろ昼の間でも薄うす暗ぐらい所なら現れるかもしれん。急いだほうが安全ではあるな」

「じゃあ、是雄くんが起きれるようになったら行きましょう。それでいいかしら？」

「いやいや、そんなにのんびりしている暇はないぞ。こんな奴やつは置いていって構わんから、俺おれと二人きりで今すぐ出発しよう」

　そう言うと紗さ智ちの手を握って立ち上がるアブデル。

「え？」

　戸惑う顔の紗智を引っ張って玄関へ向かう。本気で置いていくつもりらしい。アブデルは、やると言ったら本当にやってしまう奴やつだ。

　だが、賀か茂もが何か言う前に、紗智が立ち止まった。

　そしてアブデルの両腕を摑つかむようにしてたしなめる。

「もう。駄だ目めよ。是これ雄おくんは怪け我がして体調悪いんだから、ちゃんと気を配ってあげなきゃ」

　そう言って眉まゆをしかめて見せると、人差し指でアブデルのおでこをチョンと突いた。

「めっ」

「ぐぐはあああああぁぁぁぁっっっ！」

　アブデルは思わず額ひたいを押さえて仰のけ反ぞる。

「あ、あれ？　ゴメンなさい。痛かった？　大丈夫？」

　紗智は慌ててアブデルの側に屈かがみ込む。

「……爪つめでも刺さっちゃったかな………？」

　アブデルはしばらくの間額を押さえたままうずくまっていたが、やがてガバッと起き上がった。

「もう一回『めっ』ってお願いしますっ!!」

　ものすごい勢いで拝み倒すように土下座するアブデル。

「え？　何？」

　紗智は目をぱちくりさせる。

「もう一回って、『めっ』てやってほしいの？」

「ええもう！　是ぜ非ひ！」

「……何で叱しかられるのが嬉うれしいんだろ…………？」

　紗智はしばらくきょとんとしていたが、やがて何か考えついたようにいたずらっぽく笑った。

「よし。じゃあね、ちゃんと是雄くんが動けるようになるまで待ってあげられたら、ご褒ほう美びにもう一回やってあげる。だから、いい子にして待っててあげよう。ね？」

　小首を傾かしげて同意を促す。

「分かりました！　待ちます！　お姉さんが待てと言うのなら！」

　怒ど濤とうの勢いでうなずくアブデル。

「だからお姉さんって呼ぶのはやめてって言ってるのにもぅ………」

　紗智は困った顔で赤面した。




　賀茂は昼前になってようやくアブデルの肩を借りて立てるようになり、半ば担がれるような格好で自分の町の駅に到着したのはもう日も暮れかかった頃ころだった。







[image: 第７章　年下のお姉さんは好きですか？]







　賀か茂もの住む町の夕方の駅前である。

　賀茂の家の居い候そうろうであるたまは、律りつ子こと一緒に帰宅中だった。

「……なるほどね。二人揃そろって学校休んだから何してんのかと思ったら、親の代理で除じよ霊れいの仕事行ってんのか」

「はい。夜中に幽霊さんを待ち伏せするから泊まりになるって、昨日の晩電話があって」

「それであぶでる様も一緒に行ってるから今日は休みってわけね。まったく、賀茂くんもいい加減ガキじゃあないんだから、仕事の代理くらい一人で行けっつーのよね。いつも私のあぶでる様にベタベタしやがって、あのホモ野郎……！」

　悪態をつく律子。いつもアブデルのために貢みつぎ物として作っている弁当が、休まれたせいで無む駄だになってしまったので機き嫌げんが悪いのだ。

「でもまあとにかく、もうそろそろ帰ってる時間よね？」

　律子に聞かれてたまは首を傾かしげる。

「そうですねぇ……。昨日の晩にお仕事が終わったんだったら、多た分ぶんもう帰ってきてると思いますけど」

「よし。んじゃ、今から私も賀茂くん家ち行こ」

「え？」

「いいでしょ？　せっかく極秘に入手したオオサンショウウオ、ちゃんとたらふく食ってもらわなきゃ。このまま無む駄だにしたらもったいない」

「お……オオサンショウウオ………ですか……？」

「そうよ。天然記念物よ。棲せい息そく地ちの地元じゃ時々捕まえて食べてる不届き者がいるらしいけど、私らみたいな都会人にはまず味わえない幻の珍味！　超貴重品よ！　手に入れるの苦労したんだから」

「っていうか、捕まえていいんですか……？」

「ダメに決まってんじゃん。バレたら犯罪者よ当然！」

「え？　じゃあ……」

　ダメじゃないですか、と言おうとしたたまを遮さえぎるように、律りつ子こはものすごい勢いで言い切った。

「だからこそ希少価値があるんでしょうが！」

「はぁ……」

　ダメに決まってると分かっていてなおこの堂々っぷり。何を言っても無駄だと一いつ瞬しゆんにして聞く者に悟らせるだけのパワーがあった。たまは困ったように曖あい昧まいな笑いを浮かべた。

「……と、ところでオオサンショウウオってあの、大きくてぬるぬるしたイモリみたいな奴やつですよね？　食べられるんですか、あんなの……？」

「味見したけどそこそこ美味おいしかったわよ。香りは山さん椒しようで味は鰻うなぎに近いかな？　っていうか、鰻の蒲かば焼やきに山椒の粉かけるのは、貧乏人がオオサンショウウオの味を再現しようとしてるのねきっと。キュウリに蜂はち蜜みつかけてメロンの味、みたいなノリで」

「そうなんですか。あ、じゃあオオサンショウウオっていう名前は、山椒の香りがするから付けられたんですね」

「多た分ぶんね。よく知らないけど」

　律子はそう言って鞄かばんを担ぎ直した。

「まあ、そんなわけでちょっくら寄らせてもらうわね。ついでに昨日の幽ゆう霊れい退治の話でも聞かせてもらうかな」

　わくわくした口ぶりで、律子は少し足を速めた。

　たまは慌てて小走りになると律子の後を追った。




「ただいまー」

　たまが声をかけながら玄関の戸を開ける。

　奥から巫女みこ装束の勘解由かでの小こう路じみきが出迎えた。

「あ、たま様。お帰りなさいませ」

　後ろに律子がいるのは見えていたが、敢あえてたまの名前しか呼ばないみき。

　だが、そんな事は律子にとっては知ったこっちゃない。

「やっほー、みきちゃん。お邪じや魔まするわよ。あぶでる様帰ってる？」

　敢あえて無視した事の無言のメッセージがまるで通じていない。みきは律りつ子こをギッと睨にらむと、素っ気なく答えた。

「お兄様は昨日是これ雄お様と出かけたまま、まだ帰宅しておりません。お引き取りください」

　それを聞いてたまが少し驚おどろく。

「え？　まだ帰ってないんですか？」

「はい……。昨夜はお兄様が居おられず寂しい夜を過ごしましたので、今日は精一杯おもてなしをして仕事の苦労を労ねぎらおうと急いで帰宅したのですが……」

　律子が言う。

「受け取った代金で、二人してどこかで遊んでるんじゃない？　除じよ霊れいの仕事っつったら最低でも万単位でしょ？」

「お兄様は、仕事で得た報ほう酬しゆうをそのまま使い込むような事をする人間ではありません。それにどこかへ寄るなら何か一言連絡があるはずです。お兄様はあなたのようないい加減な人間とは違いますので」

　ぴしゃりと言うみき。

　だが律子はみきの言葉など右の耳から左の耳へ素通りさせて、さっさと靴を脱ぎはじめる。

「まあいいか。んじゃ、帰ってくるまで上がって待たせてもらうわね」

「上がって待つと言われましても、私はあくまで居い候そうろうの身分ですので、家の人の居られぬ時に勝手に他人を上げるわけには参りません。大変申し訳ありませんが、出直していただけますか？」

「他人だなんてやーねー。『お義姉ねえ様』って呼んでくれていいって初対面の時から言ってるのに」

　馴なれ馴なれしくみきの肩を叩たたくと、さっさと上がってしまう律子。

「だっ、誰だれがお義姉様ですか……っ！」

「私が。みきちゃんにとってあぶでる様が『お兄様』なら、将来そのお兄様を自分のものにする予定の私はみきちゃんからすれば『お義姉様』でしょ」

「お兄様がが将来自分とくっつく事はすでに確定事項のつもりですか！　お兄様ご本人には、そんな意志は全くないというのに！　自分勝手な妄もう想そうもほどほどになさってください！」

　律子のような、すでに美少女というより美女の仲間入りをしつつある女は、アブデルからすれば興きよう味みの範はん疇ちゆう外なのだ。

　しかし律子は動じず、諭さとすような口調でみきに言った。

「みきちゃん。人ってね、変われるものなのよ」

「は………？」

　唐突な台詞せりふに目をぱちくりさせるみき。

　律りつ子こは優しい口調で続ける。

「たとえばたまちゃんだって、昔は妖よう気き垂たれ流しで害を振りまく存在でしかなかったけど、今はそんな事もなくなって、これから過去を償つぐなうためにやれる事は何かって考えるようになってるし、みきちゃんだって昔は自分の実のお兄さんを死なせたたまちゃんを恨んでたけど、そんなたまちゃんを見て赦ゆるしてあげられるようになろうって頑張って変わったでしょ？　人は変わっていけるものなのよ。今がそうだからって、永久にそうだなんて事は誰だれにも言えないの。私はその可能性を信じてる」

「そ、それが一体何の関係が……」

「だから、現時点であぶでる様に私とくっつく意志があるかどうかなんて、そんなの取るに足らない問題なのよ。いずれ私の魅み力りよくを理解してくれるようになってくれればいいだけなんだから。私はその日が来るまでつきまとうだけよ。そうでしょ？」

「な……っ」

　返す言葉に詰まってしまうみき。

「なんと執念深い性格……。まさに毒どく蛇じやのよう……」

　後ろでは、たまが素直に騙だまされて、

「律子さん、いいお話するなぁ……」

　と感動していた。




　奥へ上がって一服すると、たまが呟つぶやく。

「でも、賀か茂もさんたち遅いですね。昨日の晩からかかって、まだお仕事終わってないんでしょうか」

　みきが湯飲みを持つ手を止めて答えた。

「昨夜の電話では、除じよ霊れいすべき相手はただの人間霊だと伺っています。そんなに時間がかかるという事はないのでは……」

「でももう五時半よ。昨日の夜から仕事始めたとして、ちょっと遅すぎない？　やっぱ何かあったんじゃ……」

　律子が、むしろ何かあったほうが面おも白しろいとでも言いたそうな口調で言った。

　それを聞いて、表情に不安の翳かげりが浮かぶたま。

「り、律子さんもそう思いますか……？　ちょ、ちょっと電話して聞いてみたほうが……」

　みきが即座に打ち消しにかかる。

「大丈夫です。是これ雄お様一人ならともかく、お兄様がついております。滅めつ多たな事はありません。それにもし仕事中だとしたら、電話などかけたらかえって邪じや魔まになります。焦らず落ち着いて帰りを待ちましょう」

　そう言って、安心させようと笑顔を作ってみせる。

　律りつ子こが同意した。

「ま、何かあったらそれこそ向こうから連絡してくるでしょ。ここで騒さわいだってどうなるもんでもないし、連絡来るまでのんびり待ってたらいいんじゃないの？　『果報は寝て待て』って言うし」

　ちなみに野や次じ馬うまスピリット溢あふれる律子にとっては何かあったほうが嬉うれしいので、ことわざの用法は間違っていない。

　その時、玄関のほうでガタガタと音がした。

「帰ってきた？」

　三人の顔が揃そろって玄関に向く。

　玄関先から声が聞こえた。

「ただいまー」

　賀か茂もの声だ。遅くなったが、無事だったらしい。

　たまはホッと安あん堵どの色を浮かべると、いち早く駆け出していった。律子とみきもその後に続く。

「おかえりなさい！　あんまり遅いから心配しましたよ～」

　たまは飛びつきそうな勢いで迎えに出た。

　しかし、アブデルに支えられてようやく立っている賀茂の姿を見た途と端たん、ぴたっと固まった。

「その怪け我が、ど、どうしたんですか……？」

　頭と右腕に痛々しく巻かれた包帯。かなり大怪我をしている。

　顔の表情からも、消耗している事がはっきり分かる。

　賀茂は弱った顔に苦笑を浮かべた。

「いや、心配かけてゴメン。ちょっと病院に寄ってたから」

「その怪我ってやっぱ除じよ霊れいしようとして失敗したの？」

　律子が顔を輝かがやかせる。

　賀茂は顔を曇くもらせた。

「何でそんな嬉しそうに聞くんだ………」

　みきがアブデルの後ろに立っている子供に気づいた。

「あら？　そちらのお子さんは……？」

「あ、この子は……」

　賀茂が説明しようとしたのを遮さえぎってアブデルが答えた。

「うむ。紹介しよう。今日から新しくみんなのお姉さんになる、紗さ智ちさんだ。仲良く甘えさせてもらってくれ」

「もっ、もう！　お姉さんはやめてって言ったのに……」

　小さくなる紗智。

　一方三人は意味が分からずポカンとした。どう見たって小学生にしか思えない子供を連れてきて『みんなのお姉さん』とはどういう事？　百歩譲ゆずって極端に小柄で童顔だとしても、精せい々ぜいでたまと同い年だろう。年上にはどうしたって思えない。

　最初に口を開いたのはみきだった。

「あの、お姉様とはもしや……」

　震ふるえる目でアブデルを見る。

「まさかつまりそれは、お、お兄様とその娘が………け、けけ結婚すると………？」

　確かに、妹にとっての兄嫁は続柄上『義姉』となる。年ねん齢れいの上下は関係ない。明らかに自分より年下の娘が『お姉さん』になるなど、普通はそれしか考えられない。

　みきは唐突に悲痛な金切り声を上げた。

「嫌いやっ！　嫌ですっ！　お兄様が他ほかの女のものになってしまうなんて、そんなの私は絶対に嫌────────っっっっ！」

　泣き叫びながら身を翻ひるがえして駆け去るみき。その瞳ひとみから涙がスローモーションのように零こぼれ、蛍光灯の冷たい光を反射してきらめいた。そのまま少女漫画ふうの陳腐な演出を残して自分の部屋へと駆け戻る。

　一同は呆ぼう然ぜんとして見送った。

「相変わらずみきさん、アブデルの事になると理性飛ぶなぁ……」

　賀か茂もがポツリと呟つぶやく。

　紗さ智ちはちょっと驚おどろいた顔をしていたが、やがてアブデルのほうを見て聞いた。

「あの子、アブデルくんの妹さん？」

「いや、本来は妹というわけではないのだが、俺おれが死んだ兄にそっくりだとか言うので、特別に『兄妹』という設定にしてやったのです。そうする事で少しでも彼女の寂しさが薄うすらぐのならと」

「そうなんだ。優しいね」

　にっこりしながら褒ほめる紗智。それから、みきの走り去ったほうへ目をやって苦笑する。

「私がお姉さんになるなんて紹介するから、あの子勘違いしちゃったのね。後でちゃんと説明して、安心させてあげないと……」

「分かったお姉さん。後でなどと言わず、今からちゃんと説明してこよう」

　アブデルは素直かつ元気にそう言うと、肩を貸していた賀茂を上がり口に座らせて、みきの後を追った。

「だからお姉さんって呼び方は……」

　アブデルの去った後で紗智は恥ずかしそうにうつむいた。

　アブデルが紗智をお姉さんと呼んで素直に従う様よう子すを、たまと律りつ子こは不思議そうに眺めていた。




「えっと、この紗さ智ちさんは今回の依頼人の娘さんで、悪あく霊りように狙ねらわれてるからちょっとうちに避ひ難なんしてきてもらったんだ。地じ縛ばく霊れいだから離れたほうが安全だろうって事で」

　奥へ上がって一服すると、賀か茂もが大おお雑ざつ把ぱに説明した。部屋に閉じ籠こもったみきも、アブデルに説得されて戻ってきている。

　紗智が改めて頭を下げた。

「是これ雄おくんとアブデルくんのご厚意でちょっとの間こちらのお家に避難させてもらう事になりました。吉よし野の紗智と申します。いきなりで驚おどろいたと思うけど、少しだけご厄やつ介かいになりますね。よろしくお願いします」

　子供とは思えない落ち着いた態度で挨あい拶さつする紗智。

　その歳とし不相応に大人おとなびた雰囲気を見て、みきと律りつ子こはちょっと驚いた表情を浮かべる。

　たま一人だけはそんな事は気にせず、ぺこりと人ひと懐なつっこい調子でお辞じ儀ぎを返した。

「初めまして。たまっていいます。こちらこそ、仲良くしてください」

　紗智はたまの人懐っこい様よう子すに、微笑ほほえましそうに目を細めた。

「ありがとう。よろしくお願いしますね。たまちゃんは是雄くんの妹さんかしら？」

「あ。違います。えっと、私はただこの家に居い候そうろうさせてもらってるだけで」

「あ、そうなんだ。私も今日からここに居候だから、じゃあたまちゃんは同じ居候仲間の先せん輩ぱいさんだね」

「そうですね。分からない事があったら何でも聞いてくださいね」

　えへへー、と嬉うれしそうに言うたま。

「ありがとう」

　紗智は包み込むような微笑でうなずくと、たまの頭を優しく撫なでた。まるで子供扱いである。

　そこで律子が割り込むように尋ねた。

「っていうか紗智ちゃんって今いくつ？」

「私ですか？　十歳ですけど」

「十歳？　マジで？　何でその歳でそんなにしっかりしてんの？」

「え……？」

　紗智はきょとんとした顔を浮かべた。

「そんなにしっかりして見えますか？　嬉しいな。ありがとうございます」

　にっこり笑って、小さくお辞じ儀ぎする。

「よ、余裕で流された……」

　驚く律子に、アブデルが言った。

「だから最初に言っただろう。彼女は『お姉さん』だと。全すべての人類は彼女の前に等しく年下の子供なのだ」

「そういえばそんな事おっしゃってましたけど、十歳の子がお姉さんっていうのは……」

　腑ふに落ちない顔の律りつ子こ。

　紗さ智ちが割って入った。

「あ。えっとね、是これ雄おくんが私の知ってる男の子にとっても雰囲気が似てて、それで喋しやべってるうちにうっかりその子と話してるような気になっちゃって、すごく子供扱いした態度を取っちゃったんです。初対面の時に。そしたらアブデルくんがそれを面おも白しろがって、それ以来ずっと私の事『お姉さん』って……。何度かやめてくれるように頼んだんですけど、きっと困らせるのが楽しいんでしょうね」

　頰ほおに手を当てると、困ったように苦笑を漏らす。

「やんちゃなのも元気があっていいんだけど、やんちゃすぎると色々大変です」

「……お、お姉さんだわ、確かに」

　律子は紗智の言動を見てごくりと唾つばを飲んだ。

　その隣となりでみきがバンとテーブルを叩たたいた。そして勢いよく立ち上がる。

「ちょっとお待ちなさい！　たかだか十歳の小娘が、私のお兄様を捕まえてやんちゃ坊主扱いとはどういうおつもりなのです！　無礼ではありませんか！」

　アブデルが間に入る。

「待て、みきよ。そもそもお姉さんの事をお姉さんと呼んだのは俺おれのほうからだ。何もお姉さんがいきなり俺をやんちゃ坊主扱いしてきたわけではない。お姉さんを責めるのは筋違いというものだ」

「その小娘を庇かばうのですか？　そもそも何故なぜお兄様はその子を『お姉さん』と呼ぶのです？　先ほどのその小娘がした説明では単にからかっているだけとの事ですが、到底そうは見えません！　私は、お兄様が他ほかの女にへつらっている姿など見たくありません！」

「落ち着けみき。兄は何もお姉さんにへつらっているのではない。ただ単純に、幼児退行を起こして甘えているにすぎんのだ。だから安心してくれ」

「そっちのほうが余計に心配ですっ！」

　激しい勢いでツッコむみき。

「そりゃそうだわな……」

　傍そばで聞いていた賀か茂もは呆あきれる。

　アブデルが困ったような顔をした。

「ではみきよ。お前はこの俺に、一体どうしろと言うのだ？」

「お姉さんなどと呼ばず、普通に人と接する時のように、自然に見下してくださればいいのです。お兄様が誰だれかの下に立たされるなど、私には我慢がなりません……！」

　みきは悔し涙を流しながら袖そでをギリギリと嚙かんだ。

「自然に見下してって……」

「その要求もさりげに無む茶ちや入ってるわね……」

　今度はみきに対して賀か茂もと律りつ子こでツッコむ。

　アブデルは困った顔で紗さ智ちにすがった。

「お姉さん。妹の奴やつがあんな事言うんです。俺おれはどうしたらいいんですか？」

「またお兄様はそうやってお姉さん扱いして！　やめてください！　誰だれかに助けを求めるなど、高貴なお兄様らしくありません！」

　紗智は目の前で揉もめる二人を苦笑しながら見つめた。

「アブデルくんも、妹さんに厳きびしい事言われて大変ね」

「ええ。しっかり者のいい妹なんですが、どうも頭が固いところがあるというか……」

　アブデルの言葉に紗智はうんうんとうなずいてから言った。

「でもね、アブデルくんはお兄さんなんだから、妹さんの気持ちにもちょっとだけ気を配ってあげてほしいな」

「妹の気持ち……ですか？」

「妹さんにとってアブデルくんは大好きなお兄さんで、自分にとっては一番の存在なんだよね。それが他ほかの人に子供扱いされるのは、やっぱり面おも白しろくないしショックだと思うの。アブデルくんだって、もし自分の尊敬してる人が他の人に子供みたいに甘えてたら、何だか横取りされちゃったみたいで面白くないでしょう？」

「それは当然です！　お姉さんを奪うような奴やつは死んでしまえばいいと思います！」

「死んでしまえなんてそういう事は、大きな声で言っちゃ駄だ目めよ」

　紗智はやんわりたしなめてから続けた。

「でもね、妹さんもきっと同じ事思ってるんじゃないかしら？　だからね、妹さんの前では子供に戻って甘えたりしないで、ちゃんと大人おとならしく振る舞ってあげてくれたら嬉うれしいな。ね？」

「む。それは……。ですがお姉さん……」

「もちろん、いつもしっかり振る舞ってなきゃって張り詰めた気持ちでいたら、疲れちゃうし、時には息抜きも必要だから、妹さんのいないところだったらたっぷり甘えさせてあげる。でもその代わり、妹さんの前ではちゃんとお兄さんとしてしっかりと振る舞ってあげて。そうしてあげられたらきっと私、今よりもっとアブデルくんの事好きになると思うよ」

「分かりましたお姉さん！　お姉さんがそう言うのなら！」

「いいお返事ね。頑張って」

　紗智は柔らかく微笑すると、アブデルの頭をなでなでした。

　アブデルはみきのほうを向くと、堂々たる態度で言い放つ。

「聞いてのとおりだ、みきよ。もうお前の前では子供じみた振る舞いは見せん。甘えたくなった時は、お前の目の届かない所でお姉さんと二人っきりでよろしくやる事にするから、安心してくれ！」

「そっちのほうが余計安心出来ませんっ！」

　みきはさっきと全く同じ勢いでツッコんだ。

　それからキッと紗さ智ちを睨にらむ。

「あなたもあなたです！　お姉さんと呼ばれるのが嫌いやなら、そもそもそのお姉さんじみた態度から改めたらどうなのです！　そんな性格をしておきながら『お姉さん』と呼ばないでくれなどと、そんな無む茶ちやな理屈はここでは通用しません！　お兄様一人に一方的に罪をなすりつけて、この卑ひ怯きよう者！」

　賀か茂もと律りつ子こが脇わきでボソリと呟つぶやく。

「どっちが無茶な理屈だ……」

「みきちゃん的には、あぶでる様を一方的に被害者にしておきたいんでしょーね……」

　みきに睨まれた紗さ智ちはちょっと困った表情で考え込んでいたが、やがて何事か納得したようにすっきりした表情を見せた。

「そっか。みきさんは、私が嫌がってるのに『お姉さん』って呼ぶお兄さんを、諫いさめようとしてくれてたんですね」

「え……？」

　強引な力技で好意的解釈を施ほどこす紗智に、調子を狂わされてポカンとするみき。

　紗智は畳みかけるように、優しくお礼を言う。

「ありがとう。アブデルくんの言うとおり、しっかり者なのね」

「い、いえ……その………」

　真正面から直球で褒ほめられて、みきは狼ろう狽ばいした。

　毒気を抜かれた様よう子すで赤面しながら、ともかくも慌てて謙けん遜そんする。

「わ、私はそんなお褒めいただくほどのものでは……。常にお兄様の妹として恥ずかしくない人間であろうと日々精進してはおりますけれど、己の未熟さを思い知らされる事のほうがまだまだずっと多く……」

「あ、えらい。すごく謙けん虚きよ。そういうところがしっかり者の秘ひ訣けつなんですね。私も見習わなくっちゃ」

　感心したように微笑ほほえむ紗智。

「そ、そんな、人から手本にされるような人間では……。おだてられては困ります」

　紗智の包み込むような笑顔に、みきは完全にペースを狂わされてしまった。

　律子がそれを見てからかうように笑う。

「なーにみきちゃん。あんなに反発してたくせに、ちょっと褒めてもらったらコロッと手のひら返しちゃって。情けない」

「なっ、違いますっ！　私はただお兄様に忠実な妹として、お兄様が紗智様を『お姉様』として慕っている以上、私もお慕いせねばならないと、そう考えたから……っ！」

　慌てて言い訳をするみき。

「ちゅ、忠ちゆう臣しんは二に君くんに事つかえずと申します！　妹の鑑かがみたる私が慕うのは、この世でお兄様ただ一人！　私はお兄様だけの妹なのです！　ですが、そのお兄様にとって彼女が『お姉さん』であるのなら……」

　そこでみきは一いつ旦たん言葉を切った。そして、適度に溜ためを取りながら目元に涙を滲にじませる。

「私にとって、お兄様の言葉は絶対……！　ならば、彼女をお姉様として受け入れる以外に、私の取る道はないではありませんか！　敢あえて二君に事える不義の徒との汚名に甘んじる以外にないではありませんか……！」

　そこで涙を一筋頰ほおに伝わせると、みきは悲劇的な調子で天を仰いだ。

「嗚呼ああ！　ただお兄様に忠実でありたいと願っているだけなのに、それがためにお兄様とお姉様の二人に仕えるような不実な真似まねをせねばならないとは…………」

　そのまま自己陶酔に任せて、よよよ……と泣き崩れるみき。

「そういやみきさんってわりと悲ひ劇げきに酔うタイプだったっけ………」

　初めて出会った頃ころのみきは、ツッコまれると悲劇のヒロインを装ってごまかしていたものだった。そんな事を思い出しながら、賀か茂もは疲れたように呟つぶやいた。

「ところで是これ雄お様」

　みきがけろっと素に戻って尋ねる。

「避ひ難なんという事は、まだ今回の仕事は片がついていないのですか？」

「あ、うん。ミスしちゃって、まだちょっと……」

「その怪け我がも除じよ霊れいの失敗によるものと先ほどおっしゃっておりましたが、しかしお兄様がいながらそこまで……。一体相手は何者だったのです？」

　そう尋ねる目に少し怯おびえの色が浮かぶ。

　アブデルが答えた。

「いや、電話で話したとおり、ただの人間霊れいに違いはなかったのだがな……」

「まさか！　あり得ません。是これ雄お様はお兄様の力を自由に使う事が出来るのでしょう？　それがどうして人間霊如ごときに遅れを取るのです？」

「一般的に見ればただの人間霊だったのだが、賀茂にとっては少々事情が異なったのだ」

「是雄様にとっては？　それは一体どういう……？」

「うん。実は小さい頃ころに見た事がある奴やつでね……」

　賀茂は少し言い淀んだ。あの悪あく霊りようとの因いん縁ねんを語ったら、紗智の前世の記き憶おくを徒いたずらに刺激してしまわないだろうか。一いつ瞬しゆん紗智のほうを窺うかがう。

　紗智は賀茂が言いづらそうにしているのを感じ取ったのか、アブデルのほうを向くと言った。

「あ、是雄くんが事情を説明してくれてる間に、お家の中案内してくれる？」

「分かりました。ではご案内しましょう」

　アブデルはさっと立ち上がる。そして二人で部屋を出ていった。

　それを見送って、賀か茂もはざっとあらましを語った。

　十年前に同じ町で、従姉いとこを悪あく霊りようによって殺された事。

　今回紗さ智ちを襲おそった悪霊が、従姉を襲ったのと同じ霊れいだった事。

　その事に対する驚おどろきと、幼い頃ころに刻み込まれた恐怖心のせいで、本来なら何でもない人間霊であるはずの悪霊が賀茂に対しては強大な力を持ってしまった事。

　悪霊に負わされたダメージが大きくて、アブデルの力を上手うまくコントロール出来そうにないため、回復するまで一時的に避ひ難なんしてきた事。

　紗智が殺された従姉の生まれ変わりである事は、特に話す必要もないので言わなかった。

「なるほど」

　律りつ子こがうなずいて賀茂の話を要約した。

「ちょっと驚いた隙すきを突かれて取り憑つかれかけて、依頼人の家の窓は割るわ、夜中に大騒さわぎして近所迷惑になるわ、結局除霊は失敗するわと、いいとこなしで尻尾しつぽ巻いて逃げてきたわけね」

　みきも納得したように呟つぶやく。

「要するに、いくらお兄様が最高位の熾し天使で無敵で美形で知的で最強で格好よくて完かん璧ぺきでも、その力を実際に使うのはあくまで是これ雄お様……という事ですか………」

　憐あわれみと蔑さげすみを交えた視線を投げると、フッと息を漏らすみき。とりあえずみきとしては、全面的に賀茂の落ち度であるならアブデルの名に傷はつかないから満足である。

　大好きな賀茂がボロクソに言われているのを見て、たまが必死で庇かばい立てる。

「でっ、でも、相手は幽霊さんですし、誰だれだって怖くて竦すくんじゃってもしようがないですよ。私もきっとそんなとこにいたら怖くて動けないと思いますし……」

「いや、仮にもプロが幽霊怖がってちゃ駄だ目めだってば……」

　他ほかの二人にツッコまれる前に、賀茂が先回りしてツッコんだ。せっかく庇ってもらったのに悪いが、怖がりのたまを基準に擁よう護ごされても全然フォローになっていなかった。







[image: 第８章　追いかけて]







　さて、何やかんやありながらも、時間は過ぎて夜である。

　みきとたま、それに紗さ智ちも加わって、賀か茂も家の台所は夕食の準備中。

　一方アブデルは、律りつ子この持ってきたオオサンショウウオの弁当を食っていた。

「うむ。なかなか美味なるものだな」

　満足そうに頰ほお張ばるアブデル。

「そう言っていただけると、わざわざ苦労して入手した甲か斐いがありましたわ。お気に召したようで光栄です」

　律子が嬉うれしそうに言う。

　賀茂が呆あきれた顔で呟つぶやいた。

「言っとくけどそれ、天然記念物だからな……」

「うむ。確かにこれは絶滅させるには惜しい。やはり天然記念物として国に保ほ護ごされてしかるべきだろうな」

　アブデルはちっとも動じず、モシャモシャとかっ喰くらいながらうなずいた。

「どうだ賀茂。お前も食うか？」

「いや、遠えん慮りよしとく……」

　賀茂は首を振った。

「何だ？　まだ食欲は回復しておらんのか？」

「それもあるけど、こんな時間から食べたら晩御飯食べられなくなるだろ」

　賀か茂もの胃袋はアブデルと違って通常の容量しかないのだ。

　その時、台所からたまが顔を出した。

「あの～、すみません」

「ん？　どうしたの？」

　賀茂が振り向く。

「実は、紗さ智ちお姉さんがグラタンを作ってくれるって言ってたんですけど、牛乳が切れちゃってて……。すみませんけど、誰だれかちょっと買いに行ってもらえますか？」

「ん。分かった」

　賀茂はうなずくと立ち上がった。こういう時に使われるのはいつも自分と決まっているので、ほとんど条件反射である。体調はまだ優れないが、さすがに歩けるくらいには回復している。

　だが、アブデルが箸はしを置くと賀茂を引き止めた。

「待て、賀茂。俺おれが行こう」

「え？」

「本来なら守しゆ護ご天使たるこの俺がやるべき雑用ではないが、今のお前は療りよう養よう中だからな。それに、一応避ひ難なんしてきたとはいえ、何が起こるか分からん。お前は今は安静にして、霊れい力りよくを充分に回復させる事に専念してろ」

「わ、分かった」

　珍しく気き遣づかってくれているアブデルに、賀茂はちょっと驚おどろいた表情を浮かべる。もちろん賀茂を気遣うというよりは紗智を守るためなのだろうが、そうだとしてもありがたい。

「じゃあ頼んだ」

「うむ。ではちょっと行ってくる」

　アブデルは手早く外出の用意をすると、さっさと出ていった。




「……で、何な故ぜ律りつ子こがついてくるのだ」

　お使いの帰り道。

　スーパーの袋をぶら下げながら隣となりを歩く律子に向かって、アブデルは不ふ機き嫌げんそうに言った。

「何故って、だってあぶでる様にこんな重い物を持たせるわけにはいかないじゃありませんか」

「阿あ呆ほう！　一体俺が何故率先して買いに出たと思っている！」

「賀茂くんパシらせるのは可哀かわい想そうだからという建前だったかと」

「賀茂の事などどうでもいい！　自発的にお使いに行ってきた『いい子』な俺を、紗智お姉さんに褒ほめてもらうためだぞ！　なのにお前が袋を持っていては、せっかく出てきた意味がなくなるではないか！」

「もちろんあぶでる様のお気持ちは充分分かった上の事ですわ。あぶでる様こそ、私が何のためについてきたと思ってらっしゃるの？」

「な、何のためだと……？」

　アブデルは意表を突かれたように立ち止まった。その目が疑惑に大きく見開かれる。

「はっ！　ま、まさかキサマ……！　この俺おれが褒ほめてもらえないようにするどころか、女の子に荷物持ちをさせたと怒られるよう仕向けようと……！」

「あらやだ。あぶでる様ったら、私の気持ちは全すべてお見通しですのね。もしかして私たち、心で通じ合ってるのかも？」

「ふざけるなキサマ！　そんな事をしてお姉さんに嫌われたらどうしてくれる！」

「それこそ私の思う壺つぼですわ！　好きな人に嫌われて孤独に陥おちいったところを慰なぐさめに入るのは、最も有効な落とし方の一つ！　あぶでる様が『お姉さん』タイプもオッケーになったと知った以上、これからの私は攻めに出ますわよ！」

　そう言うと、いきなり駆け出す律りつ子こ。

「くっ！　待たんか！」

「ほほほほほ！　捕まえて御ご覧らんなさい！」

　戯たわむれる恋人のような台詞せりふを吐きながら、律子は土煙を上げて爆ばく走そうした。

　アブデルも一いつ瞬しゆん遅れて全力で追いかけるが、律子の運動性能は通常の人間のレベルを遥はるかに凌りよう駕がしている。アブデルも受肉するにあたっておよそこの世で可能な限り優れた肉体を纏まとってはいるが、一秒遅れれば簡単に十メートル以上の差をつけられてしまうような相手では、出遅れた分を取り返すのは容易ではない。
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　結局、途中で信号などに阻はばまれてしまった事もあり、アブデルが律りつ子こに追いついたのは賀か茂もの家の玄関先だった。




　アブデルが到着すると、律子は玄関の前で待っていた。

　少し妙な顔をして、辺あたりを見回している。

　アブデルは近寄ると声をかけた。

「どうした、変な顔をして？」

「あ。あぶでる様」

　アブデルに気づいて顔を上げる律子。

「いえ、何か変な人に会ったものですから」

「変な人？　変質者か？」

「うう～ん、どうなのかな……？　一応女の人だったけど、あの目はちょっと逝いっちゃってたし、変質者の可能性もあるかも……」

「女？」

　アブデルはピクリと反応した。

「どんな奴やつだ？」

「あ、女っていっても少女じゃないですわよ。髪が長くて、そろそろ三み十そ路じ間近の行かず後ご家け、って感じの人。『座ざ敷しき女』みたいって言ったら分かります？」

　アブデルは律子の答えを聞きながら、地面が何故なぜか濡ぬれているのに気づいた。即座に『眼め』を開いて周囲の様よう子すを一いち瞥べつする。そして、チッと舌打ちした。

「それで、どうした？」

「今日この辺で十歳くらいの女の子を見かけなかったかって聞かれたんで、知らないって答えときました。もしかしたら紗さ智ちちゃんの事かとも思ったんですけど、何か雰囲気ヤバげで、相手して絡まれたら面おも白しろいっていうよりウザそうな予感がしたんで」

「そうか。それは正しい判断だ。とにかく、中に入って戸を閉めろ」

　真顔になると、真剣な調子で急せかすアブデル。

「し、シリアスな顔した時のあぶでる様って、なんてセクシーな男っっ！」

　律子はミーハーにときめきつつ、おとなしく指示に従った。




　たまや紗智たちは台所、アブデルと律子は買い物に行ってしまい、賀か茂もはやる事もなくうとうとしていた。喋しやべる相手がいる時はともかく、一人きりになると起きているのが辛つらい。気力、体力共に思ったよりずっと消耗している事を、改めて実感する。

　とにかく、今は休んで少しでも霊れい力りよくの回復に努めるのが第一だ。寝れそうな時には寝ておこう。

　そんな事を考えながら、壁かべにもたれて目を閉じていると、玄関先で戸の開く音がした。

「……早いな。もう帰ってきたのか」

　賀か茂もが目を開けるとほぼ同時にドスドスと足音がして、勢いよく部屋の戸が開け放たれた。

「賀茂！　緊きん急きゆう事態だ！」

　アブデルが大きな声で入ってくる。

　顔つきが険しい。何かあったようだ。

「緊急事態？」

　賀茂は体を起こす。

　台所のほうからみきたちも集まってきた。

「お兄様。緊急事態とは？」

「外で何かあったのか？」

　賀茂が尋ねると、アブデルは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で答えた。

「奴やつが追ってきた」

「奴って…………もしかしてあの悪あく霊りよう？」

「そうだ」

　律りつ子こが口を挟む。

「え？　でもその悪霊って地じ縛ばく霊なんじゃないの？」

「地縛霊でも人に憑ついて移動する事はある。幽霊が出ると噂うわさの場所へ肝きも試だめしに行って、帰りに霊についてこられたなんて話はいくらでもゴロゴロしているだろう」

　アブデルが説明した。

　予想していなかった事態ではない。場所を変えたからといって百パーセント安全ではない事は初めから分かっていた。

　だが、あの悪霊は紗さ智ちに個人的な恨みがあるわけではないし、わざわざこんなところまで追ってくるまいと、どこかで油断していたのも事実だ。

　賀茂は焦りを浮かべた顔で言った。

「とにかく、守る準備しなくちゃ……」

「うむ。お前のほうは調子はどうだ？」

「まだ完全じゃないけど、自分の霊力使うだけならほぼ問題ないかと……。一回くらいならアブデルの霊力でも制御出来そうかな」

　賀茂は無理に前向きな表現をしたが、正確には「一回しか制御できる自信がない」だ。昨夜失った血や内ない臓ぞうに受けたダメージのせいで、気力を支えるための体力がどうしようもなく不足している。精神力にしろ体力にしろ、一いつ旦たん限界を超えて使ってしまうと簡単には元に戻らない。

「そうか……」

　アブデルは賀か茂もの強がりなど全すべてお見通しらしく、困ったように顔をしかめた。

　みきを見る。

「みき」

「はい、お兄様」

「お前、悪あく霊りよう祓ばらいの経験はあるか？」

「実の兄がまだ存命の頃ころ、一緒に執り行った事は何度かございますが……」

　歯切れ悪く視線を逸そらす。

「が、何だ？」

「ただ、術式は一切兄任せで、私は霊れい力りよくの補ほ塡てん係にすぎませんでしたので、独力で祓うのはちょっと自信が……」

「……そうか。まあ確かに霊視力の低いお前では、除霊には向かんかもしれんな」

　アブデルは舌打ちしながら腕を組んだ。

「申し訳ございません、お力になれず……。結界を張って侵入を防ぐくらいならば私にも出来ましょうが……」

「では頼もう。裏口やトイレの窓なども忘れずに全て塞ふさいでくれ」

「かしこまりました」

　一礼すると、すぐ準備に立つみき。

　それを見送ってからアブデルは難しい顔で唸うなった。

「結界はみきに任せるとして、最終的な除霊はやはり賀茂にやらせるしかないのか。うーむ……」

　考え込むように視線を落とす。

「あの、そんな心配しなくたって大丈夫だって。今朝けさよりは大分回復してきてるし……」

　賀茂が安心させようと口を開いたが、アブデルは厳きびしく遮さえぎった。

「強がりはよせ。幼少時のトラウマがある限り、お前に対する奴やつの力はどこまでも増大する。一回だけなら俺おれの霊力を引き出せそうだと言ったが、もしそれをミスしたらどうする？　今朝も言ったが、間違いなく死ぬぞ」

「だけど、じゃあ他ほかに誰だれがいるって言うんだ？　みきさんは除霊の経験ないって言うし、ボクがやるしかないじゃないか」

「それはそうなのだが……。賀茂が完全に回復するまで、みきの結界が保もってくれると信じるしかないか」

　アブデルは困ったように唸うなる。

　その時、紗さ智ちが割って入った。

「あの、ちょっといいかしら……？」

「何ですか？」

　賀か茂もとアブデルは言い合いをやめて振り返る。

　紗さ智ちは、言おうか言うまいか少し悩む素振りを見せてから、思い切ったように口を開いた。

「あの、そんなに危険な状況なんだったら、無理をしないほうがいいんじゃないかと……。是これ雄おくんだって怪け我がして万全じゃないわけですし……」

「いや、でも無理するなって言ったって、じゃあどうしろと？　何かいい方法が？」

　真意を問い質ただすように紗智のほうを見る賀茂。

　紗智は目を伏せがちにして言う。

「いい方法っていうわけじゃないけど……。ただ、命の危険を冒してまで無理しなくても、是雄くんたちの立場なら、たとえば、今回の私たちの依頼からは手を引くっていう選択もあると思うんです」

「え？」

　賀茂は驚おどろいた声を出した。

「あの、手を引くって……」

　思わず問い返す賀茂に、紗智は心配そうな視線を向けた。

「だって、下手へたしたら是雄くん、死んじゃうかもしれないんでしょう？」

「だ、だからって、ボクらが手を引いたら紗智さんはどうするんですか？」

「う～ん。実は、それはそれでまた別に考えないと駄だ目めなんだけど……。でも、そんな大怪我してる是雄くんに、これ以上無理させて命まで危険に晒さらすのは……」

　顎あごに指先を当ててうつむく紗智。

「駄目です！　絶対に手は引きません！」

　賀茂は反射的に大きな声を出すと立ち上がった。

　こんなところで手を引かされてはたまらない。十年前に幸さち子こをむざむざと殺され、今またここで紗智を守れなかったら、この十年自分は一体何を修行してきたというのだ。

「アイツはボクが退治する！　紗智さんもボクが守る！　一いつ旦たん引き受けた以上、仕事に命を張るのは当然です！」

　それだけは絶対に譲ゆずれない事だった。

　突然の大声に、紗智はちょっとびっくりした目で賀茂を見つめる。

　賀茂は憤ふん然ぜんとした態度で紗智を見つめ返した。この件に関しては、たとえ紗智がどう言おうと断じて引くつもりはない。もし紗智や吉よし野のが依頼を取り下げたとしても、その時は自分の意志で勝手に守るだけだ。仕事など関係ない。紗智が幸子の生まれ変わりであると知り、あの悪あく霊りようが十年前の奴やつだと知った以上、これはもう自分自身の問題でもあるのだ。

　紗智はしばらく無言で賀茂を見ていたが、決意の固さを見て取ったのか、やがて小さく息をついた。

「……そっか。そうだね。一度受けたお仕事は最後まで責任持つのがホントのプロだよね」

　そううなずくと、小さく頭を下げる。

「ゴメンなさい。失礼な提案しちゃった」

「あ。いや、別に失礼なんて事は………」

　賀か茂もは我に返ると、慌てて手を振った。つい興こう奮ふんしてしまった自分に赤面する。恥ずかしさを紛らわすように咳せき払ばらいをした。

　アブデルが口を挟む。

「まあ、とにかくまずは紗さ智ちお姉さんの安全の確保が最優先課題だ。賀茂の両親の部屋を漁あさって、何か魔ま除よけになるお守りや呪じゆ符ふの類たぐいを探してこよう」

「そうだな」

　賀茂はうなずくと、アブデルと共に使えそうなものを探しに行った。律りつ子こも一緒についてくる。

　残された紗智とたまは、台所へ戻って夕食の支度を続けた。




「……やっぱり、止めちゃ駄だ目めなんだよね」

　鍋の中にバターを溶かして小麦粉と混ぜ合わせながら、紗智は小さく吐息を漏らした。

「不安ですか……？」

　牛乳を持ってきたたまが尋ねる。

「そうね。ちょっと……」

　紗智は目を伏せがちにしてうなずいた。

「ホントはお仕事なんかより、自分の体を大事にしてほしいんだけど……」

　たまはうなずき返す。

「分かります。賀茂さん、人のためなら自分の事なんて二の次になっちゃうところがありますから……」

　実際賀茂には以前、たまを助けるために自分の命を落とした前例がある。あの時は、運良く前世の記き憶おくを留とどめたまま狐きつねに転生させられたため、人間の姿に化ける事で元の賀茂として帰ってきてくれたが、そんな都合のいい事が二度も三度も起こるわけはない。

　だがたまは顔を上げると、不安を振り払うように言った。

「でも大丈夫ですよ。ホントなら賀茂さん、人間の幽ゆう霊れいなんかにやられちゃうような人じゃないですから」

「うん」

　紗智は無理やり笑顔を作って見せるとうなずいた。

「たまちゃんがそう言うなら、きっとそうなのね」

　しかしその顔はすぐ不安に翳かげる。

「でも昨日の夜の様よう子すだと、相手の悪あく霊りようさんはすごく手て強ごわそうだったし……」

「あ、それはえっと、今回の悪霊さんって賀か茂もさんが小さい頃ころに従姉いとこのお姉さんを殺した悪霊と同じ人で、それでびっくりして隙すきが出来ちゃっただけなんで、きっと大丈夫です」

　元気づけるように言うたま。

　紗さ智ちはちょっと驚おどろいた目でたまを見つめ返した。

「是これ雄おくんの従姉のお姉さんも、あの悪霊さんに……？」

　そう呟つぶやくと、何か考え込むように目線を落とす。

「はい。それで小さい頃に刷り込まれた恐怖心のせいで、悪霊さんは賀茂さんに対しては力が強くなっちゃうんだそうです。でも、私なんかと違って賀茂さんは、すごく勇気もあるししっかりしてるし、そんな小さい頃の恐怖心なんかに負ける人じゃないです。だから心配ないです」

　断言するたま。

　紗智は上の空で沈ちん黙もくしたままだ。

　不安が拭ぬぐえていないのかと、たまは更に言葉を継いだ。

「あの、それに、もし万が一どうしても危ないって状況になったら、私が賀茂さんを守ります！」

　その言葉にはっと我に返って、紗智は顔を上げた。

「えっ？　何？　ごめんなさい。聞いてなかった……」

「あ、だからえっと、もし賀茂さんが危険になったら、その時は私が守るから安心してください、って……」

　たまは少し赤面しながら言い直した。

　一度目は勢いで言ってしまえたが、冷静になって繰くり返すと何だか恥ずかしい。

「たまちゃんが？」

「はい」

　たまはこくりとうなずく。

「たまちゃんも何か出来るの？」

「あ、はい。えっと、除じよ霊れいとかそういうのは全然分からないんですけど、実はちょっと秘密の作戦が……」

「秘密の作戦？　なぁに？」

「賀茂さんとかに言ったらきっと止められちゃうんで内ない緒しよですよ」

　たまは紗智の耳に口を近づけると言った。

「……えっとですね、実は私は結けつ構こう強い妖よう気きを帯びてて、そのままでもちょっとした呪のろいとかと同じくらいの強さなんです」

「ようき？」

「『妖あやしい』に『気』です」

「ああ、はい。妖よう気きね。分かったわ」

　紗さ智ちはうなずいてから問う。

「そうなんだ。そんなの体に帯びてるの？　どうして？」

「あ、それはえっと、その、内緒です……。ゴメンなさい」

　妖気を帯びている理由はたまの正体がＳ級の悪あく魔まだからだが、一応正体は無む闇やみに明かさないほうがいいと言われている。

　紗智は別にこだわらず、いたわるように言った。

「でもそんなの身に帯びてたら、何かと大変そう」

「あ、はい。普ふ段だんは外に漏らさないように頑張って抑えてるんですけど、寝てる時も気が抜けないから結けつ構こう大変です……」

　たまはそう答えてから話を戻した。

「それであの、私の妖気を幽ゆう霊れいさんに向けて浴びせたら、多た分ぶん幽霊さんやっつけちゃえると思うんです。私にとってはその幽霊さんはただの幽霊さんでしかないはずですから。私は術とか全然知らないし使えないですけど、上手に自分の妖気を利用すればきっとなんとか……」

　たまの妖気に直接晒さらされれば、ただの人間霊では無事でいられるはずがない。恐らく、存在自体が搔かき乱されて消えてしまうだろう。

　もっとも、悪あく霊りようといえども元は人間なのだから、出来ればちゃんと成じよう仏ぶつさせてあげたい。それに制御を離れた妖気が予想以上に広がって他ほかの人にまで害を及ぼしてしまう危険性もある。妖気を浴びせるのは、最後の手段である。だが、賀か茂もの命が危ないとなったら、その時は迷ってなどいられない。

「だから、紗さ智ちお姉さんも安心してください」

「うん……。そうだね。ありがとう」

　紗智は静かにうなずくと、微笑した。

「普通なら厄やつ介かいなだけの妖気も、ちゃんと上手に利用する事考えてるんだ。たまちゃんは偉いね」

「そ、そうですか……？」

「うん。是これ雄おくんも、たまちゃんみたいなしっかりした子が側そばについててくれたら安心だね」

「そっ……そんな事ないですよ……。いつも私のほうがお世話になってばっかりですし……」

　たまは赤面しつつも、その表情は嬉うれしそうだった。




　ちなみにその後、一緒に夕食の支度をした過程において、たまが「しっかりした子」という評価がどの程度変動したかについては定かではない。
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　やがて寝る時間になった。

　戸口や窓は、みきが注連しめ縄なわを張って封印してある。アブデルの霊れい力りよくを用いた結界とは比べ物にならない代しろ物ものだが、人間霊なら足止めには充分だ。紗さ智ちに対する執着がどれほどのものか知らないが、この程度の妨害でもあきらめて引き返してくれる可能性は高い。

　また紗智には親の部屋から見つけてきたお守りの類たぐいを身につけさせてある。あそこまで実体化した霊が相手では効果は弱いかもしれないが、ないよりはマシだろう。

　更に念のため、紗智には仏間に寝てもらう事にした。霊能一家賀か茂も家の聖域として、雑霊が入れぬようきちんと結界が張られているからだ。中から招き入れでもしない限り、あの悪あく霊りよう程度が入り込める余地はない。普ふ段だんなら人を泊めたりするのに使っていい部屋ではないし、親が帰ってきてこの事を知ったら怒られるかもしれないが、今だけは特別だ。きちんと結界の張ってある場所といえば、家の裏手に賀茂家の管理するお堂もあるのだが、あっちのほうがこの仏間より更に特別な場所なので部外者を入れるわけにはいかない。それにあそこは布団もないし客を寝泊まりさせられる場所ではない。

　紗智の隣となりには、賀茂が護ご衛えいとしてつく。もちろん賀茂には布団などなく、壁かべにもたれて座っている。

　時計の針が十二時を指した。

　賀茂は紗智の布団のすぐ脇わきに控えながら、じっと瞑めい想そうに耽ふけっていた。

　外では雨が降り出したらしい。屋根を叩たたく雨だれの音が響ひびく。心なし空気が湿ってきた。

　目の前では紗さ智ちがとっくに眠りに入っている。軽い寝息を立てる紗智の寝顔には、幸さち子この面影はほとんどない。十歳の子供そのものだ。

　……悪あく霊りようは来るだろうか。

　来たとして、アブデルの霊れい力りよくの後ろ盾がない今の賀か茂もに追い払えるだろうか。

　そう考えてから、いつの間にかアブデルに依存しすぎている自分に気づいて、賀茂は自じ嘲ちよう気味な苦笑を漏らした。

　幸子が死んだ時、賀茂は「自分の力」で大切な人を守れるようになりたいと思ったはずだ。そして、そのために十年間ひたすら真ま面じ目めに修行を積んできた。なのにアブデルの霊力が使えないというだけで、こんなに動揺してどうするというのだ。

　しっかりしなくちゃ……。

　自分に言い聞かせる。

　確かにアブデルの霊力は強力無比だ。アブデルを召喚して以来、せっかく覚えた術の大半が不要になってしまった感すらある。だが、賀茂にだってその気になれば、自分の実力だけでも人間霊くらい祓はらえる力は充分あるのだ。幼い頃ころに植え付けられた恐怖心さえ克服できれば、あんな悪霊に後れを取る事はあり得ない。そして、冷静に考えてこちらのほうが力が上である以上、あの悪霊に恐怖を覚える理由はない。そうだ。自分の中の恐怖心は、幼い頃の記き憶おくが作り出した幻想にすぎない……。

　その時、紗智の声がした。

「是これ雄おくん、起きてるの？」

　紗智は寝ていると思っていた賀茂は、驚おどろいて顔を上げる。

「紗智……さん、寝てたんじゃないんですか？」

「何だか緊きん張ちようして目が醒さめちゃった」

　紗智は半分笑いながらそう言った。

「それより是雄くんは寝ないで大丈夫なの？　体調、良くないんでしょう？」

「あ、いえ。だってボクは一応護ご衛えい役だから起きてないと」

「そっか……。そうだったね」

　紗智は思い出したようにうなずいてから、ちょっと申し訳なさそうに呟つぶやいた。

「……ゴメンね。そんな体なのに無理させちゃって」

「いえ、ボクはこれが仕事ですから。依頼を受けた以上は当然の義務です。気にしないでください」

　賀茂は首を振った。

　それから、少し口調を改める。

「……それに、紗智さんだけの問題じゃないですし。放っといたらまた他ほかに犠ぎ牲せい者が出るかもしれないし、そうすればあの悪あく霊りようだって更に業ごうを深めて結局苦しむ事になる。このままじゃ、生きてる側にとっても、あの悪霊自身にとっても、お互い不幸なままですから」

　賀か茂もは視線を下げ、自分に言い聞かせるように続けた。

「恨みがあるならそれを伝えさせてやって、そしてすっきり成じよう仏ぶつさせてやらないと。生きてる人と死んだ霊れいとの間を仲立ちしてやるってのは、霊能のある人間の義務みたいなもんですからね」

　そう言うと、少し照れくさそうに笑った。

　紗さ智ちは無言で賀茂の顔を見つめる。

「………」

　やがて紗智は、ふっと笑みを漏らした。

「自分のお仕事に、すごく誇り持ってるんだね」

「え？　あ、いや、まぁ別に、誇りっていうか……」

　赤面して慌てる賀茂。

　紗智はくすっと笑った。

「照れなくてもいいよ。ちゃんと自分の仕事に誇り持ってるって、立派な事だと思う」

「ありがとうございます……」

　賀茂は気恥ずかしそうに視線を逸そらした。

　紗智は照れる賀茂を見ながら小さく微笑ほほえむ。そして、ふと思い出したように呟つぶやいた。

「あの子も、是これ雄おくんみたいになってくれたら安心なんだけどな……」

「あの子……？」

「あ、えっとね。知り合いの子で、是雄くんによく似た雰囲気の子がいるって言ってたでしょ？　その子の事」

　紗智はそう言って小さく笑うと、遠くを見つめた。

「その子もね、多た分ぶん是雄くんと同じで、普通の人には見えないものが見えるみたいなの。でも、そんなのが見えても怖いだけだし、見えないほうがいい、見えなくなりたいっていつも言ってて……。私はそれを聞くたびにいつも、せっかく持って生まれた才能なんだから、頑張って生かせるようになってほしいな、って思ってて。自分の能力なのに嫌いって、何だか悲しいなって……。でも、そういうのって本人が思わなきゃどうしようもないから……」

　少し表情を曇くもらせて、小さく吐息を漏らした。

　賀茂は聞いていて、複雑な気持ちに駆られた。今紗智が言ったのは、間違いなく小さい頃ころの賀茂の事だった。幸さち子こにそんな心配をかけていたなんて、今聞くまで知らなかった。

　心配する必要はないと伝えたい。激しくそう思った。紗智が心配しているその子は、そんなふうになってくれたら安心だと紗智が言った当の本人なのだと。そう言って安心させてやりたい。

　だが、それは言えない。言うわけにはいかない。今目の前にいるのは紗さ智ちであって、幸さち子こではないのだ。幸子としての前世の記き憶おくを呼び覚ましてしまえば、紗智の人生を狂わせかねない。

　賀か茂もはちょっと悩んだ末、口を開いた。

「……でも、ボクも小さい頃ころは大っ嫌いだったんですよ。幽ゆう霊れいとかって。あと、『見え』てしまう自分の能力も」

　その言葉に、紗智はちょっと意外そうに首を傾かしげた。

「そうなの？　どうして？」

「だって……、幽霊なんて見るからに怖いじゃないですか。それにあいつらって、とにかく『見え』る人間に寄ってくるし。子供の頃ころは追い払う方法も力もなかったから、本当に怖かったです。友達や先生は、幽霊なんて迷信だって言って相手にしてくれないし、それでも怖がってると今度は弱虫のレッテルを貼はられるし。霊視なんて出来なくなればいいって、ずっと思ってました。その頃はまだ、自分の意志で霊視したりやめたり出来なかったから余計に……」

　紗智は静かにうなずく。

「そっか。そうだよね。見えない人にはなかなか分かってもらえないもんね」

　そして、少し表情を曇くもらせた。

「じゃあやっぱり私も、そういう辛つらさを理解出来ないままに、自分の独りよがりであの子に無理な事押し付けてたのかな……」

「そんな事ないです！」

　後悔した顔の紗智を見て、思わず大きな声を出す賀茂。

　紗智はちょっと驚おどろいた目で賀茂を見る。

　賀茂は恥ずかしそうに視線を逸そらした。

「あ、いえ、その……つまりその、幸子お姉さんも紗智さんと同じ事言ってました。せっかく生まれ持った自分の能力なんだから、なくなってほしいなんて思わないで大切にしてほしいって。言われた時は素直にうなずけなかったけど、でも今はよく分かります。さっき紗智さんは、その子にボクみたいになってほしいって言ってましたけど、ボクは幸子お姉さんに言われた言葉があったから、今みたいになれたんだって思ってます。だから、紗智さんの知り合いの子もきっと………ボクと同じくらいの年ねん齢れいになれば、紗智さんの気持ちも分かってくれるはずだと……」

「そうかな……。そうだといいな」

　紗智は祈るように遠くを見てから、賀茂に向かって小さく微笑ほほえんだ。

「ありがとう」

「いえ……」

　照れたように目を逸らす賀茂。

　その賀茂を見ながら、紗智はさっきの話を思い出すように言った。

「是これ雄おくんは、そのお姉さんの事がホントに好きだったんだね……」

「はい。そうですね。大好きでした……」

　視線を落としてうなずく。

「幸さち子こお姉さんも、霊れい視しとか全く出来なかったんですよ。だから、ボクの気持ちなんて分からないだろうと思ってた。だけど、幸子お姉さんはそうじゃなかった。いつでも真ま面じ目めに話を聞いてくれて、分からないのに分かる振りするような事もなくて、ホントにただ優しく受け入れてくれて、それで……最後にはいつも、ぎゅって抱っこしてくれて。小さい頃ころのボクはそれだけですごく救われましたし、感かん謝しやしてます」

「素す敵てきな人だったんだろうな……。私もそんなふうに思ってもらえる人になれたらいいな」

「紗さ智ちさんなら大丈夫です！　ボクが保証します」

　つい言葉に熱が籠こもる賀か茂も。

「そう？　ありがとう」

　紗智は礼を言うと、優しく笑った。

　多た分ぶん、お世せ辞じか社交辞令と思われているのだろう。お世辞なんかじゃないのに。今賀茂が感かん謝しやしてると語った幸子の話は、目の前の紗智自身の事なのに。

　もどかしさに、喉のどを搔かき毟むしりたいような気分に襲おそわれた。だが、どうしようもない。幸子の話は、紗智とは無関係な他人の事として話す以外にないのだ。

　賀茂は、ふと思い出して申し訳なさそうに呟つぶやいた。

「……でも実は、そんなに大好きだったはずなのに、そんなに大事な人だったはずなのに、亡くなってから一度も墓参りに行ってないんです。それどころか、昨日紗智さんに会うまで、思い出す事さえ滅めつ多たになかった。今までずっと忘れてたんです……」

「亡くなった？」

　紗智はちょっと意外そうな声を上げてから、思い出すように尋ねた。

「そういえば、そのお姉さんって私の家に出たのと同じ幽霊さんに殺されたって……」

「え？　どうしてそれを？」

　思わず反射的に聞き返す賀茂。

「晩御飯作ってる時にたまちゃんから聞いちゃったんだけど……。何かマズかった……？」

　心配そうに言う紗智。

「あ、いえ。マズい事は別に……」

　賀茂は首を振る。

「……そうです。同じ悪あく霊りように殺されたんです」

　そう認めた。すでにたまから聞かされても、前世の事をまるで思い出さずにいる以上、賀茂が隠す必要はないだろう。

「今、紗智さんの家があるあの辺って昔は山だったんですけど、その山の中の沼で自殺があったんです。そして、日が暮れてから沼の近くを通ると、自殺した女の霊れいが現れるっていう噂うわさがあって……。ボクと幸さち子こお姉さんはちょっとしたお使いで、そこの山道を通って向こう側まで出かけてたんです。その帰りに……」

「………」

「さっきも言ったけど、幸子お姉さんはまるで霊感とは無む縁えんの人でした。だからその霊も、幸子お姉さん一人だったらきっと簡単には手出しできなかったはずなんです。でも、ボクがいたせいで……。ボクがそいつを『見て』しまった事で、お姉さんにまでそいつの存在を認識させてしまったんです……」

　紗さ智ちは黙だまって賀か茂もの話を見守る。

　賀茂はうつむきながら続けた。

「お姉さんはその幽霊からボクを庇かばうように抱きかかえて……、気がつくとその幽霊はお姉さんに取り憑ついてました」

　賀茂は無意識のうちにぎゅっと拳こぶしを握り締しめた。

「ボクはその時、目の前で襲おそわれてるお姉さんを見て、何も出来なかった。塩をかけるとか念仏を唱えるとか、そんなのでいいからとにかく何かやってれば、親が駆けつけるまで何とかなったかもしれなかったのに。だけど、ボクはずっと霊能関係の修行を避さけてたから、そんな事すら出来なかった。幸子お姉さんが襲われたのは自分のせいなのに、ただ泣きながら震ふるえて『見て』るだけしか出来なかったんです……」

　込み上げてくる感情に、賀茂は言葉を詰まらせた。当時の記き憶おくが鮮せん明めいに甦よみがえった。

　薄うす暗ぐらい木立。

　水面に立つ暗い人影。

　頭を抱えて倒れ臥ふす幸子。

「幸子お姉さんは襲われながらもずっとボクの事を心配して……。霊は『見え』る人に寄って来やすい事は知ってたから、とにかくこの場から逃げなさいって……。だけどお姉さん一人置いて逃げるのは怖かったし、それ以前に腰が抜けて走れなかった……」

　賀茂は自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいて、視線を落とした。

「その時からです。ボクが自分から積極的に修行するようになったのは……」

　賀茂は一いつ瞬しゆん紗智のほうを見た。

　紗智は相変わらずじっと黙だまって聞いている。その様よう子すに、生前の幸子の姿が重なった。

　紗智と視線が合うと、賀茂は再び目を伏せた。

「……さっき、お姉さんの事は滅めつ多たに思い出さなかったって言ったけど、多た分ぶんそれって無意識のうちに逃げてたんですね。幸子お姉さんの思い出から。思い出せばあの時の恐怖が甦るから。そして、何も出来なかった無力な自分の事も……。だから、それに向き合うのが怖くて、そこから逃げるために必死で修行して、だけど肝かん心じんの記憶そのものは、ずっと無意識のうちに抑え込んでたんです……」

　賀か茂もはそう言うと、気持ちを振り切るように顔を上げた。

「だけど、今回の相手があの時の悪あく霊りようだと分かった以上、もう逃げていられないし、逃げちゃ駄だ目めなんです。今ここで打ち勝たないと、あの時の自分を乗り越える事も、幸さち子こお姉さんの事をちゃんと思い出す事も、きっと出来なくなる……」

　そして、正面から紗さ智ちを見つめた。今度は目が合っても逸そらさなかった。

「あんな惨めな経験はもう二度としたくない。それだけを思って修行してきたんです。あの時守れなかったお姉さんの代わりに、って言ったら何か変ですけど、だけど今度こそは、自分の力で守りたいんです……！」

「………」

　紗智は賀茂を見つめ返して、しばらく無言だった。

　心配そうな、何事か迷っているような表情だった。

「……是これ雄おくんにとっては、すごく大事な事なんだね」

　目線を落として胸に手を当てると、独り言のように呟つぶやく。

「……やっぱり、止めちゃ駄だ目めなのね」

　しばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて紗智は迷いを吹っ切るように、いつもの笑顔を浮かべた。

「じゃあ私は、お姉さんの代わりに是雄くんに守ってもらう事にするね。信頼してるよ。頑張って」

　賀茂は力強くうなずいた。

「はい。任せてください」

　賀茂の返事に、紗智はいつもの優しく包み込むような微笑を見せる。

　だが、その笑顔がフッと真顔になった。

「……是雄くん。私、一つだけわがまま言ってもいい？」

「わがまま、ですか……？」

　賀茂は意表を突かれたように聞き返す。

「何ですか？　言ってみてください。大抵の事なら……」

「うん。あのね……」

　紗智は真剣な眼まな差ざしで賀茂を見つめた。

「もし危ないと思ったら、自分の安全を第一に考えて。お願い」

「え？　いや、それは……」

　反射的に口くち籠ごもる賀茂。いくら危険だと思っても、紗智を放って逃げるなんて出来ない。

　だが、紗智は有無を言わせぬ口調で賀茂の言葉を遮さえぎった。

「お願い。約束」

　そう言って小指を差し出す。

　賀か茂もは無言でその指先を見つめた。

　その賀茂の目を、紗さ智ちの瞳ひとみがまっすぐに見上げる。

　本気で賀茂の事を心配しているのが、その瞳から分かった。再び、幸さち子この面影が重なった。

「……分かりました」

　賀茂は少し躊ちゆう躇ちよしたが、やがて自分も小指を差し出すと、小さく指きりを交わした。




　気がつくと、外の雨はやんでいた。

　代わりに風が出てきていた。

　家のすぐ裏にあるお宮の森の木々が、風に煽あおられてザァっと鳴った。

　軒先から垂たれた雨だれが、水たまりに落ちる音が響ひびいた。

　ハッと賀茂は身構える。

　水音は、あの悪あく霊りようが現れる前兆だ。

　来ている。

　注意して聞いていると、家の外を歩き回るように水の音が移動している。決して雨だれの音ではない。

　音は玄関へ行っては裏口へ回り、また玄関へ戻ってくるといった事を何度も繰くり返している。窓ガラスを叩たたく音も数回聞こえた。みきの結界が破れず、侵入出来ないらしい。

　賀茂はいつでも飛び出せる体勢を取ったまま、その音に注意を払っていた。背中がじっとりと汗ばんだ。

　音は苛いら立だったようにせわしなく動き回っていたが、やがてあきらめて帰ったのか静かになった。

　風もやんだらしく、静寂が辺あたりを包む。

　……今日はもう来ないか。

　ホッと全身の緊きん張ちようを緩ゆるめて、壁かべにもたれる。

　その時、襖ふすまの向こうで足音が聞こえた。誰だれかが悪霊の襲しゆう来らいに気づいて起きてきたのだろうか。

　足音はしばらく家の中をうろついていたが、ぴたりと賀茂たちの部屋の前で止まった。

「あの、すみません……」

　女の声。みきだと思った。

「少し、お話したい事が……」

　やはり悪霊に気づいて目を覚ましたのだろう。

「何か異常でもあった？」

　賀茂はそう声をかけながら襖ふすまを開けた。

　そして、固まった。

　みきではなかった。

　女の幽ゆう霊れいが、濡ぬれた髪から水滴を滴したたらせ、ボロボロの裾すそを引きずって立っていた。

　しまったと思った時にはすでに室内へ侵入されていた。そのまままっすぐ紗さ智ちへ向かっていく。

「くそっ！」

　賀か茂もは素早く両手を内うち縛ばく印いんに握り合わせる。

「のうまくさまんだばさらだんせんだまかろしゃたそわたやうんたらたかんまん！」

　息もつかず一気に唱えた。

　それと同時に、霊れい気きの網あみが悪あく霊りようを取り囲む。

　動きが止まった。

　捕らえた！

　ぎりぎりで紗智へは触れさせていない。

　このまま一気に押さえ込む。成じよう仏ぶつさせるのはその後だ。まずは危害が加えられないように、完全に動きを封じるのが先だ。

　そう考えて、印を組み換えようとしたその時。

　悪霊が賀茂を振り返った。

　暗い目。小さい賀茂が竦すくんで動けなくなったあの目だ。

　賀茂は威圧されたように言葉を切った。

　……どくん。

　心しん臓ぞうの音が聞こえた気がした。

　体中の骨がくすぐられたかのように力が抜ける。印を結んだ手のひらが、汗でぐっしょりと濡ぬれた。

　突然、悪霊の力が強まるのを感じた。押さえつけている霊気の網を破ろうと暴れる霊。

　ここまで確実に縛しばっているのに、何故なぜまだそんなに動ける？　自分の術は効いてないのか？

　暴れた反動が直接賀茂の握り合わせた両手に跳ね返り、危うく印が解けそうになる。

「……っ！」

　必死で握り合わせるが、汗で滑る。

　まずい。せっかく捕らえたのに、逃がしてしまったら……。

　昨夜の出来事が脳裏に甦よみがえった。再び取り憑つかれたら、確実に死ぬ。

　心の奥底で恐怖心が膨ふくらむのを感じた。背筋を冷たい汗が伝った。

　落ち着け……！

　そう自分に言い聞かせる。恐怖に吞のまれたらおしまいだ。

　その時、どたどたと足音が聞こえた。

「賀茂さんっ！」

「大丈夫かっ!?」

　たまとアブデルの声がした。続いて何かが倒れてゴンと音を立てる。たまが悪あく霊りようを見て気絶でもしたのだろう。だが、そちらを振り返ってみる余裕はない。

　悪霊のほうへ目を釘くぎ付づけにしたまま、賀か茂もはアブデルに答えた。

「何とか捕らえた……けど……！」

　その間にも悪霊は激しく暴れる。霊れい気きの網あみを伝って、悪霊の力が逆流してきた。

「っ！　こいつ……っ！」

　賀茂の両手に激痛が走る。次の瞬しゆん間かん、血管が異常に膨ふくれ上がる感覚があった。爪つめの間から血が噴ふき出す。

「……くそっ！」

　賀茂は歯を食いしばりながら、それでも両手を離さない。

　痛みが腕を伝って首まで上がってくるのを感じた。このままじゃ、昨夜の二の舞だ。

　その時、アブデルが叫ぶ声が聞こえた。

「落ち着け賀茂！　ここまで確実に捕まえておきながら、何をビビっている！　敵に力を与えてどうするのだ馬ば鹿か者！」

　その声にハッと我に返る賀茂。

「だっ、誰だれもビビってなんかないっ！」

　賀茂は意い固こ地じな調子で言い返した。

　そして悪霊をキッと見み据すえる。

　負けてたまるか。

　恐怖の本質は想像力だ。一度刷り込まれた恐ろしい経験から、想像が際限なく膨ふくらんでいって、その想像に縛しばられ動けなくなる。それが恐怖だ。それを食い止めるためには、とにかく動く事だ。休む事なく常に動き、仕掛けて、それが実際にどんな結果を出すかだけに集中する。そうして、くだらない想像力を意識の外に押し出してしまうしかない。

　そもそもこんな奴やつ、所しよ詮せんは人間霊にすぎない。まともにやり合えば、賀茂の力だけで簡単にあしらえる相手なのだ。こんなに強大に見えるのは、自分の中の恐れがこいつの力を水増ししているからにすぎない。それさえなければ、本体はただのチンケな地じ縛ばく霊なのだ。

　賀茂は、激痛に痺しびれる手を根性で組み変え、剣けん印いんを結んだ。

「おんきりきり！」

　悪霊の力を無理やり押し戻すように真言を唱える。

　悪霊を捕らえていた霊気の網が刃やいばと化して、悪霊に突き刺さった。

　悪霊は、賀茂の術に一いち瞬しゆん身を仰のけ反ぞらせた。

　効いている……！

　悪霊がのたうった反動で、取り憑つかれかけた両腕から首に激痛が走った。直接神経を触られたような痛みに一いつ瞬しゆん気が遠くなりかけたが、歯を食いしばって堪こらえる。汗と血で滑る指も、結んだ印を崩さない。

　大丈夫だ。必死で自分に言い聞かせる。普通より効果は弱いが、それでもちゃんと効いている。奴やつがのたうったのがその証拠だ。賀か茂もの力は充分通用する。怖おじ気けづく必要などどこにもない。

　血に塗まみれた指先を今度は刀とう印いんに結び直して、再び同じ真言を唱える。

「おんきりきり！」

　悪あく霊りようは再びのたうった。

　再び賀茂の体にも激しい痛みが来たが、賀茂は休まず更に次々と印を結んでいく。こっちの手が使えなくなるのが先か、悪霊がおとなしくなるのが先か、我慢比べだ。

　転てん法ぽう輪りん印いん、外げ五ご鈷こ印いん、諸しよ天てん救ぐ勅ちよく印いん……。

「おんきりうんきやくうん！」

　賀茂の何度目かの真言に、目の前で悪霊がのたうちながら吼ほえた。

　神経を逆さか撫なでするような、吐き気を催す声。全身が総そう毛け立だった。

　そして、次の瞬しゆん間かん。

　あれほど激しかった悪霊の力が、一気に激減した。

　いや、違う。相手の力が弱まったのではない。

　のたうつ悪霊の姿を目まの当たりに見て、自分の術に対する自信が確かなものとなった。その事で、賀茂の中で悪霊の力を増幅させていた恐怖心が薄うすらいだのだ。

　同時に、首まで侵入しかけていた悪霊の霊れい気きが、賀茂の霊力に負けて押し戻されていく。あれほど激しかった痛みが噓うそのように消え去った。

　勝った。

　賀茂は確信した。とどめの外げ縛ばく印いんを結び、確実に動きを止める。これでもう、抵抗されて逃がす恐れはない。

　悪霊は乱れた髪の間から、恨めしそうな目で賀茂を睨にらんだ。

　だがもはや、その視線に精神が動揺する事はない。所しよ詮せんただの人間霊にすぎない事を、今や実感として知ってしまっているからだ。

「……よし。それじゃ、後は成じよう仏ぶつさせるだけか。とりあえず何の恨みで襲おそったのか言い訳でも聞いてやるかな」

　賀茂はそう呟つぶやくと、悪霊が口を聞ける程度に縛しばりを緩ゆるめた。ついでに、少し自分の霊力を使って悪霊を更に実体化させ、言葉が話しやすいようにしてやる。

　正直なところを言えば、成仏などさせてやらずにこのまま一気に消し去ってやりたい。アブデルの力を使えばそれくらい簡単だ。こいつは幸さち子この仇かたきだ。それ以外にも、無関係な人間をたくさん襲おそっている。そんな悪霊を、わざわざ成仏させてやる必要があるのかと言いたい気分は山々である。

　だが、復ふく讐しゆう心に任せて完全に滅してしまっても、幸さち子こは喜ばない。賀か茂もの霊れい能力者としての力は、霊たちのためにも役に立ててやってほしいと幸子は言っていたはずだ。

　悪あく霊りようの向こうにいる紗さ智ちの顔をちらりと見た。

　幸子の言葉を思い出す。

　──霊れい媒ばい師さんっていうのは幽霊さんたちと生きてる人を仲立ちしてあげる人だと思うの。

　霊になって地上を彷徨さまようのは、何か思い残した事があるからだ。それを伝えたくて、でも伝える術がなくて、いつまでも成じよう仏ぶつ出来ずに残っているのだ。

　ちゃんと遺のこした思いを聞いてやり、成仏させてやって初めて一人前だ。

　それに、襲おそわれたほうだって何故なぜ襲われたのか理由を聞かなくては気持ちが納得出来ないだろう。

　霊媒師は霊と生きている人とを仲立ちする者。

　消滅させてしまって解決なんて、きっとそれは本来のあり方じゃない。それに、私情に流されて消し去ってしまうなんて、プロのする事じゃない。そんな賀茂を見ても、幸子お姉さんは褒ほめてくれないだろう……。

　賀茂は悪霊をまっすぐ見み据すえた。

「喋しやべれるか……？」

「………」

　悪霊は無言で暗い情念に満ちた瞳ひとみを向けた。

　賀茂は構わず問いかける。

「何故、紗智さんを襲った？　理由は？」

「………」

　悪霊はやはり無言で、じっと賀茂の顔を睨にらみつけた。

　賀茂はまっすぐ睨み返す。

　しばし睨み合いが続いた後、悪霊は観念したように目を伏せ、低い声で呟つぶやいた。

「……憎いからよ………」

「憎い？」

「そうよ。憎い。憎いのよ……！　その女が……！」

　悪霊はそう言うとキッと顔を上げた。

　一方賀茂は、悪霊が紗智を特定して憎んでいるらしい事に戸惑う。

「な、何で？　だってアンタが死んだのってもう十年も前だろ？」

「そうよ！　それが何よ！」

「だったら紗智さんとは面識ないはずなんじゃ……」

「そんな事関係ないわよ！」

　激しい口調で遮さえぎる悪あく霊りよう。

「じゃあ、何がそんなに憎いんだ？」

　わけが分からないながらも、賀か茂もは辛抱強く尋ねる。

　悪霊はものすごい形相で紗さ智ちのほうを睨にらんだ。

　そして、思いっ切り絶叫した。

「私より若くて可愛かわいいのがムカつくのよおおぉぉぉぉぅぅぅぅぅっっっ！」

「は………？」

　思わず目をぱちくりさせる賀茂。

　悪霊女は、ヒステリーを起こしたように喚わめく。

「私より若くて可愛い女なんてっ！　この世から絶滅してしまえばいいんだわッッ!!　ムカつく！　ムカつく！　ムカつく！」

　さっきまでのいかにも怪談じみた雰囲気から一転してヒス女に豹ひよう変へんした悪霊に、賀茂は思わずポカーンと固まった。

「……って事は何？　今回紗智さん襲おそったのも、あの時幸さち子こお姉さんが殺されたのも、全部その八つ当たり？」

　まさかと思いながら問う賀茂に、悪霊は思いっ切り開き直った。

「そうよ！　何か文句ある？」

「も、文句あるって、当たり前だろっ！　そんなわけ分からん八つ当たりで殺されて納得いくかっ！」

　賀茂は思わず怒鳴り返した。そんな年とし増まの嫉しつ妬とみたいな馬ば鹿か馬ば鹿かしい理由で殺されたとあっては収まらない。幸子の死は、仮にも今の賀茂を作った原体験なのだ。もっとシリアスな事情であってくれないと困る。

　思わず摑つかみかかりそうになるのをすんでのところで思い留とどまると、賀茂は大きく一つ深呼吸をした。そして自分に言い聞かせる。

　……落ち着け。表面上だけ見ればくだらない事でも、もう少し掘り下げて聞けば、うなずけるような事情があるかもしれない。そうだ。この霊れいは自殺した女の霊。という事は、自殺に追い込まれるほどの深刻な理由があったという事だ。あるいは自殺したというのは噓うそで、本当は殺されたとか。若い女を恨むのも、きっと死んだ理由と関係があるに違いない。

　賀茂はそうやって何とか自分を抑えると、一つ咳せき払ばらいをしてから悪霊に問い質ただした。

「……つまりその、何だ、自殺って聞いてたけど、本当は年下の若い女に殺されたとか、そんな話があったりするのか？」

「殺された……？」

　悪霊は賀茂を見つめ返してから、その目を遠くへ泳がせた。

「そうね……。殺されたも同然だわ…………！」

　憎悪を押し殺すように、低い声を震ふるわせる。

　そして下を向いたまま、暗い調子で語りはじめた。

「……私はね、ずっと学生時代は真ま面じ目めで通してきて、浪人もせずに国立のわりといい大学にストレートで合格して、卒業後もそこそこ中堅の某メーカーでバリバリのキャリアウーマンやってた才女だったのよ。だけど仕事が出来るのが裏目って、『係長補佐』とかいう残業手当が消えて休みが潰つぶれるだけの有名無実な役職押し付けられて、オトコ作る暇もなくひたすら社畜のように働いて、気がつけば早はや入社七年目。課内でも一、二を争う古株のお局つぼね様さまよ。実家に帰れば必ず親が『いい相手はいないのか』とかって鬱うつ陶とうしいし、学生時代の友達はみんなもう結婚して子供まで作ってやがるし、いつまでも独身なんて私くらいのモンよ……！」

　次第に口調が激しくなってくる悪あく霊りよう女。顔を上げると賀か茂もに向かって訴えるように大声で迫る。

「私だってねぇ。別に恋人欲しくなくて作らなかったわけじゃないのよ？　モテなかったわけでもないのよ！　ただ純粋に、時間がなかっただけなの！　なのに勝手にオトコ嫌いだとか噂うわさされて、新人の若い男の子をつまみ食いしようにも、怖がられて誰だれも近寄りやしない！　こんな仕事も出来て見た目だっていい女なのに！　世の中絶対間違ってるわ！　どういう事よ！　ええ？」

「ど、どういうって、こっちに聞かれても……」

「それでも必死こいて大学時代の友人のつてとか頼ってコンパとか顔出しまくって、そしてついに、外資系に勤める三十前半で年収千五百万という超掘り出し物を捕まえたのよ！　三み十そ路じに手が届いてしまう半年前！　ギリギリ滑り込みセーフで行き遅れにならずに済んだのよ！　これで女友達の間でも惨めな思いをせずに済んだと、私は心から喜んだわ！　なのに！」

　悪霊女はギリギリと歯を食いしばった。

　そして悔しそうに天を仰ぐ。

「なのにその男！　私を捨てて、同じ課の新卒の女の子とくっつきやがったのよぉぉぉぉぉぉっっっっっ！」

　悪霊女はこの世のものと思えない表情で絶叫した。

「ちょ、ちょっと待て！　もしかしてそれで自殺したとか言うんじゃ……？」

「そうよ！　それで自殺したのよ！　文句ある？」

「さ、さっき、殺されたも同然って言ったのは……？」

「殺されたも同然でしょ！　三十路前のお局様が新卒の若い子に男取られて、それでも生きていけるほどＯＬ社会は甘くないのよ！」

　激しく食ってかかる悪霊。

「そんなもん、ただの逆恨みだろうがっ！」

　思わず賀茂は怒鳴り返す。

　賀か茂もは、一度は抑えた怒りが再びふつふつと頭をもたげるのを感じた。

　そんなくだらない理由で幸さち子こが殺されたという事も、こんな幽ゆう霊れいに恐怖を覚えた自分も、何もかもが腹立たしい。いや、この悪あく霊りよう女はそれで自殺までしてるわけだから、彼女にとっちゃ真剣な話なのかもしれないが、それにしたってあんまりだ。

　だが悪霊も譲ゆずらない。

「ええ、そうよ！　逆恨みでしょうよ！　でもそれが何だっていうの？」

「それが何って、逆恨みだって自分でも分かってるんなら、さっさと成じよう仏ぶつしろよ！　自分のやってる事が間違ってるって分かってんだろうが！」

「嫌いやよ！　間違ってようと矛盾してようと、私はまだ恨み足りないし殺し足りないの！　悪い事して何が悪いのよっ！」

「わ、悪い事して何が悪いって……。いや、だから、悪い事しても悪くないっていうのは明らかに矛盾してるだろ……！」

　理屈無視で開き直る悪霊女に、賀茂はギリギリと奥歯を嚙かんだ。いい加減、忍耐も限界である。

「じゃあ、どうすりゃ成仏してくれるんだ」

「そうね。世界中の若い女と、若い子が好きなロリコン男を殺したら、考えてもあげてもいいわね」

「な？　こ、こっちが下した手てに出てたら……！」

「そっちが下手に出るのは当然でしょう？　成仏してほしがってるのはそっちなんだから、人に物を頼む時の当然の態度よ。私は別に成仏なんてしなくても、今のままで全然構わないもの」

「ぐ……っ。こ、コイツ……！」

　どっちかというと温和な性格の賀茂も、さすがにキレた。

　何とか話し合って成仏させてやりたかったが、そもそも相手に聞くつもりがない以上どうしようもない。

「……分かった！　もういい。そっちに話し合う気がないんなら、こっちもそのつもりで対処させてもらう。このままこの世からもあの世からも完全に消え去ってもらうからな！」

　賀茂はそう言い捨てると、アブデルの霊れい力りよくを引き出しにかかった。一回しか使えないといっても、これだけ確実に捕まえていれば失敗のしようがない。それに、悪霊の力を増幅させていた恐怖心はとっくに消えている。百パーセント、跡形もなく消し去ってしまえるだろう。

「熾し天使アブデルの名において命ず……」

　莫大な量の霊力が賀茂の中に流れ込んでくる。

　悪霊女はその様よう子すを見て少しビビった。

「何？　言葉に詰まったら暴力？　それだからアンタみたいな未熟な男は……」

「先にそっちが暴力っつーか祟たたってきてんだろうがっ！　それも無関係な人たち相手に！」

　賀か茂もは怒鳴り返す。

「お前みたいな悪あく霊りようは、存在そのものが消滅してしまえ……っ！」

　だが、賀茂がアブデルの霊れい力りよくを放出しようとしたその時、賀茂の服を引っ張る者があった。

「待って」

「え……？」

　振り返ると、いつの間にか紗さ智ちが隣となりに来ていた。

「……紗智さん」

　思わず手を止める賀茂。

「待ってって、でもだってコイツ……」

「うん。是これ雄おくんは間違ってないと思う。やっぱり逆恨みだと思うし、関係ない人たちを祟たたり殺すのは良くないし、腹が立つのは当然だと思うよ」

　紗智はそう言ってうなずく。

「だったら……」

　何故なぜ止めるのかと問おうとした賀茂を、紗智は優しく宥なだめるように見つめた。

「だけどね、是雄くん。そんなに怒ってばっかりじゃ、幽ゆう霊れいさんも素直にごめんなさいって言えなくなっちゃうよ」

「え……？」

　意外な事を言われてきょとんとする賀茂。

　紗智は柔らかい口調で続ける。

「是雄くんたちから見たら馬ば鹿か馬ば鹿かしい逆恨みに思えるかもしれないけど、でも幽霊さんにとったらそれは自殺するほどショックな出来事だったのよ。その事は、ちゃんと理解してあげてほしいの」

「り、理解しろったって、だけどコイツの逆恨みで関係ない人が取り殺されて、しかも当の本人はその事に何の反省も……。紗智さんだってコイツのせいで………」

「うん。もちろん、どんなに悲しい事でもそれが他ほかの人を取り殺す理由になんかならないし、しちゃいけない事だと思う」

「それなら……」

「でもね、是雄くん。泣いてる子に話を聞いてほしかったら、まず最初は慰なぐさめて泣きやませてあげなくちゃ。気持ちが落ち着いてないのに責めたりしたら、悔しい気持ちとか悲しい気持ちで頭の中が一杯になって、どんどん意い固こ地じになっちゃって、そうしたらいくら是雄くんが『それは逆恨みだ』って言い聞かせたって、頭に入ってこなくなっちゃうよ。是雄くんだって小さい頃ころに、そういう経験あるでしょ？」

「！」

　紗さ智ちの言葉にハッとする賀か茂も。

　それを見て紗智はにっこり笑って小首を傾かしげた。

「ね？　だから今はまず、幽ゆう霊れいさんの気持ちを分かってあげる事から始めよう。霊れい媒ばい師さんのお仕事は、幽霊さんと生きてる人とを仲立ちしてあげて、すっきり成じよう仏ぶつさせてあげる事なんでしょう？　だったらちゃんと、幽霊さんの気持ちも聞いてあげなくちゃ。道理とか言い聞かせるのは、幽霊さんが気持ちを全部吐き出した後にしてあげよう」

「そ、それは……そうですけど……」

　つい口くち籠ごもってしまったが、言われてみれば一理ある。相手が感情的になっている時は、まず落ち着かせる事が先決だ。そうでなければ話なんて出来ない。それは子供だろうと三み十そ路じ間近の行き遅れ悪あく霊りよう女だろうと同じ事である。

　賀茂は一つ深呼吸をして気持ちを鎮しずめると、悪霊のほうを見た。

　さっきまであれだけ猛たけり狂っていた悪霊は、ポカンとしてこっちを見ていた。紗智が賀茂を宥なだめる様よう子すに、すでに毒気を抜かれてしまった様子である。

　賀茂は軽く咳せき払ばらいしてから言った。

「と、とりあえずさっきは悪かった。何か、まだ言い足りない事ってあるか？　とにかく聞くから、話してくれ」

　優しくしようと思っても、ついぶっきらぼうな口調になる。さっきまで言い争っていたせいで、少し気恥ずかしい。

「言い足りない事？」

　悪霊はピクリと顔を上げた。

　賀茂の顔を正面から見た途と端たん、さっきまでの怒りが甦よみがえったのか激しい口調でまくし立てる。

「あるわよ、言いたい事なら山ほど！　大体あの男、三十前半のくせに高卒の新卒社員とくっつくってどういう事よ！　何歳離れてると思ってんの！　相手、まだ十代よ？　そもそもね、あの男みたいに年下が好きとかいうロリコン野郎ってのは、自分に自信のない駄だ目め人間なのよ！　精神的に未成熟なのよ！　私みたいな自立した女を相手に対等に付き合う自信がないから、自分の言う事を簡単に聞いてくれそうな年下の子に惹ひかれるんだわ！　自己を確立した女と付き合うのを怖がってるのよ！　人と対等な対人関係を築けない社会不適合者なんだわ！　あんたたちだってそうよ！　こんな小さい女の子守るために必死になって、馬ばっ鹿かじゃない？　どうせ、守ってあげたら『お兄ちゃん大好き』とか言って恋に落ちるとか本気で思ってんでしょ？　妄もう想そう激しすぎなのよ！　小学生とまともな恋愛関係築けるわけないじゃない！　もっと現実を見なさい！　キモいのよ、あんたたちロリペド野郎は！　生きてる価値なしよ！　この蛆うじ虫むし！　害虫！　メメクラゲ！　ロリコン野郎と私より若い女は、みんなまとめて地じ獄ごくへ落ちればいいのよおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉっっっっっ!!」

　悪霊女は積年の鬱うつ憤ぷんを一気にぶちまけると、ハァハァと肩で息をした。

「あんたたちって、ロリコンなのはアブデルだけなんだけど……」

　少し心外そうに呟つぶやく賀か茂も。

「で、でもまぁ、アブデルとか見てると、その気持ちも多少分からなくもないかな……。色々と言いすぎなところはあるけど……」

　そう独り言を漏らしながら、ちらりとアブデルのほうへ困ったような視線を投げかける。

　その視線を、助けを求めていると勘違いしたのか、アブデルはうなずき返した。

「うむ。一とおり溜たまっていた感情も吐き出したようだし、もう一度落ち着いて理りを説くとするか。さっき喧けん嘩かしたばかりのお前ではやりづらかろう。任せておけ」

　そして、有無を言わさず賀茂を押し退のけて前に出る。

「悪あく霊りよう女よ。それは違うぞ」

　諭さとすような口調で語りかけるアブデル。

「ロリコンが精神的に未成熟だなどと、また愚かな……。世に流る布ふしている俗説を盲信したが故ゆえに誤ったな。真実はむしろその逆だ」

「な、何が逆なのよ！」

　悪霊は、突然割って入ったアブデルのほうを睨にらむ。

　アブデルは静かな目で悪霊を見下ろした。

「聞け。そもそもお前はロリコンだ何だと騒さわぐが、常識的に考えて、普通なら誰だれでも若い子を好むのは当然だろう。なのに幼い少女と付き合おうとせず、わざわざ同い年の女を求める奴やつらがいるのはどうしてか？　本来、そっちを問題にすべきなのだ」

　賀茂がボソリとツッコむ。

「アブデルの常識で全すべてを語られても困るんだけど……」

　それ以前に、『若い子』と『幼い少女』を同義語として言い換えるのはどうかと思う。

　しかしアブデルは賀茂など意に介さず続けた。

「そもそも、幼い少女と付き合おうとする事は、精神的な成熟なくしては不可能なのだ。何故なぜなら、まだ未熟な少女を相手にする以上、年長者として、また保ほ護ご者的立場として、その子の人生に対して責任というものが生じる。つまり、自分の人生だけでなく他人の人生までをも責任を引き受ける覚悟があって初めて、年下へ向かう愛は可能となるのだ。それは責任ある大人おとなでなければ到底出来ない事だろう」

　自己の趣しゆ味みをもっともらしく正当化するアブデル。

「責任ある大人でないとロリコンにはなれない……？」

　悪霊には当然初耳の理屈だったらしく、意外そうな顔をした。

　アブデルは滔とう々とうと続ける。

「そうだ。そしてそれこそが、真の愛と呼べるものなのだ。だが世の中には、他人の人生にまで責任を持つ覚悟が持てない未成熟な者たちも存在する。そいつらは、他人の人生を自分の責任で引き受ける事に耐えられない。臆おく病びような奴やつらは、責任というものの重みを極度に恐れているのだ。そして、そこから逃げるようにして、『対等な関係を結べる自立した相手』を求める。もし相手が自立していて自分と対等であるなら、自分が相手の人生の責任を持たなくてもいい。相手の人生は相手の自己責任として済ませる事が出来るからな。気楽なものだ」

「な……っ！」

　アブデルはあくまで一般論として語っていたが、悪あく霊りよう女としてはカチンと来たらしい。

　キンキン声で食ってかかる。

「じ、自立した個人同士の付き合いを求めて何が悪いって言うのよっ！」

「悪いとは言わん。だがな、悪霊女よ」

　アブデルはあくまで落ち着いた口調を崩さない。

「完全に自立した個人同士の関係を貫くという事は、『相手は相手、自分は自分』という切り離された関係を維持する事に他ほかならん。それではいつまで経たっても二人はバラバラな個のままだ。だが、それが果たして愛によって一つに結ばれた人生と呼べるのか？　イエスは『二人がもはや別々ではなく一心同体となり、二人が一人になる』事が結婚の意味だと言われた（マルコ福音書十章八節）。真の愛とは、相手の全人生を自分の責任において引き受け、あるいは相手を信頼して自分の全すべてを委ゆだね、そうして二人で一つの人生を共にする、そういう関係の事ではないのか？」

「ハ……ッ！」

　胸を突かれたように目を見開く悪霊。

「そ、それは………」

　悪霊の声が震ふるえた。

　アブデルは一気に畳みかける。

「自分と対等な人間としか付き合えない者は結局のところ、相手の人生を自らの責任において引き受ける覚悟がないのだ。俺おれに言わせれば、そういう奴やつこそ臆おく病びよう者であり未成熟だ。お前が男に捨てられたのは、年ねん齢れいのせいではない。年齢に不相応な、あまりに幼稚で未熟な内面しか持ち得ていなかったからだ！」

　断言するアブデルに、悪霊はガーンとショックを受けた。

「そんな……。私………私は………」

　呆ぼう然ぜんとする悪霊女。

　だが悪霊女はやがて我に返ると、崩ほう壊かいしそうな自我を守ろうと必死で否定した。

「ちっ違うっ！　違うわっ！　私が未熟だったんじゃない！　私のせいじゃないわ！　あの新卒の若い子に横取りさえされなければ、きっと今いま頃ごろは……っ！　今頃はきっと、大きな窓のついた小さな家で、部屋の中には古い暖炉があって、私はその脇わきに座ってレースを編んでたはずなのよ……！　そして子犬の横には……あの人が……。あの人が………っ！」

　さりげに少女趣しゆ味みな事を暴ぼく露ろしながら泣き喚わめく。

　そして悪あく霊りようはがくりと床に崩れ落ちた。

「あの人を取り返すために、あんなに……あんなに頑張って若作りしたのに……っ！　あの子に対抗するために、当時流行はやりだったワンレンやめて、いい歳とししてツインテールにリボンつけたり、喋しやべり方だって舌足らずな甘えた口調に変えてみたり、私に出来る努力は全すべてしたのに……っ！　それなのに……っ！」

「そのせいで余計逃げられたんじゃ………」

　賀か茂もは目の前の悪霊が長い髪をそのままツインテールにした姿を思い浮かべて、顔を引きつらせた。生前はさすがにもうちょっとマシだったとは思うが、それにしても必死で若作りして新卒と張り合うツインテールのお局つぼね様さまは、想像するだにイタすぎる。ちょっとフォローのしようがない。

「………私が……私の愛し方が……間違ってたって言うの……っ」

　悪霊女は床に両手をついて、顔を歪ゆがめる。

「まぁ、色々と間違ってそうだけど……」

　賀茂は呆あきれたように呟つぶやいた。

　その時、紗さ智ちがすっと動いた。そして悪霊の実体化した肩にそっと手を触れる。

「悲しかったら泣いていいんだよ」

「あなたは……」

　顔を上げて紗智を見つめる悪霊。

　紗智は優しく微笑ほほえんだ。

「私には幽ゆう霊れいさんの辛つらさは分からないし想像するしか出来ないけど、でも、結婚相手が見つかった時に幽霊さんが純粋に嬉うれしかったんだって事とか、振られちゃっても何とかもう一度振り向いてもらおうと一いつ生しよう懸けん命めい頑張った事とか、でもその努力はみんな無む駄だに終わっちゃった事とか、そして一人で絶望して自殺を選んじゃった事とか、死んでもまだ想おもいが断ち切れないくらい悔しかったんだって事とか、みんなちゃんと分かってる。だから大丈夫。たとえ結果は駄目だったとしても、道を間違って悪霊さんになっちゃったとしても、それでも幽霊さんが生きてた時にその男の人に抱いてた気持ちが本物だったって事は変わらないから」

「……！」

　悪霊の目がはっとしたように見開かれる。その瞳ひとみに涙がじわっとにじみ、やがて滴しずくとなって零こぼれ落ちた。

「あ、あなただけだわ、私の気持ちが分かってくれたのは！」

　突然すがるようにして泣き出す悪霊女。

「そうなのよ！　私、彼に出会えてホントに、心から嬉しかったのに……、他ほかの女に取られた時だって彼の事は恨まないようにって自分に言い聞かせて、それよりも何とか戻ってきてもらいたくて頑張ったのに、それなのに………。私、悲しくて悔しくて惨めで、でも誰だれにも聞いてもらえなくて………誰にも分かってもらえなくて………。私より若い女がいなくなればあの人は帰ってくるなんて、愚かで浅ましい妄もう執しゆうに囚とらわれてしまって……それでこんな……成じよう仏ぶつも出来ず惨めな地じ縛ばく霊れいになってしまって………」

　今まで誰にも聞いてもらえなかった胸の内の思いが、涙に溶けて一斉に流れ出した。

　紗さ智ちはそんな悪あく霊りようをぎゅっと抱き締しめる。

「今まで独りぼっちでよく我慢したね。もう大丈夫よ。泣きやむまで、ずっとこうして抱っこしててあげるから……」

　泣けばいいってもんでもないだろう、などと賀か茂もは思ってしまうが、紗智は親身になって聞いてやっている。

　やがて悪霊は落ち着くと、しみじみと嘆息した。

「でも、やっぱり私が間違ってた……。無理な若作りで対抗するんじゃなくて、歳とし相応の魅み力りよくを磨かなきゃいけなかったのよ……。この歳になったらもう可愛かわいらしさじゃなく、大人おとなの包容力で勝負できなくちゃいけなかったのよ……。そう、あなたのように……」

　そう呟つぶやくと、悪霊女は紗智から身を離した。そして、遠くを見つめて呟つぶやく。

「さっき言われたように、未成熟なのは私のほうだった。今いま頃ごろ気づいても、もう取り返しはつかないわね……。でもいいの。未練はないわ。最後に、あなたが聞いてくれたから……」

　そう言って笑う悪霊女からは、いつの間にかどす黒い怨おん念ねんが消えていた。

　迷いが晴れた、澄すんだ瞳ひとみで紗智を見つめる。

「もしも生まれ変わったら……私も素す敵てきなお姉さんに………」

　悪霊の顔に穏おだやかな微笑が浮かんだ。

　縛しばっていた霊気の網あみの中で、悪霊女の存在がどんどん薄うすれていくのが分かった。

「……その時は……お友達になってね………」

　紗智の目の前で悪霊女は搔かき消えるように姿を消した。後には濡ぬれた床だけが残った。

「上手うまい事、綺き麗れいに自己完結して成仏したな……。無差別に取り殺した人の事は何にも言わずに……」

　最後まで見事に自分本位な悪霊に、呆あきれるよりも感心してしまいそうな賀茂だった。
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　次の朝。

　賀か茂もとアブデルは玄関先で靴を履はいていた。悪あく霊りようも成じよう仏ぶつしたし、紗さ智ちを家に送り届けなければならない。というわけで、紗智の身支度が済むのを待っているところである。

　玄関先までアブデルたちを見送りに来たみきが、昨晩の事で頭を下げる。

「申し訳ございませんでした。私の不注意です」

　悪霊の侵入を許してしまった事についてである。

「戸と窓に気を取られ、換気扇なども外部に開かれている事を忘れてしまっておりました。私とした事が、何たる不覚……」

　朝になって調べたところ、台所の換気扇が不自然に濡ぬれているのが見つかった。どうやら悪霊はそこから侵入してきたらしかった。

　アブデルが慰なぐさめる。

「余り自分を責めるな。結局、紗智お姉さんには被害は及ばなかったのだしな。怪け我がをしたのは賀か茂もだけだ」

「それもそうでございますね」

　ホッとしたように笑みを漏らすみき。

「……ボクの怪我はどうでもいいのか」

　賀茂はあきらめ切った顔でため息をついた。

　やがて紗さ智ちが身支度を終え、たまと一緒にやってくる。

「お待たせしました」

「それじゃ行きますか」

　賀か茂もはそう言うと、玄関の戸を開けた。

　紗智は靴を履はくと、振り向いてたまとみきに頭を下げる。

「それじゃ、色々とお世話になりました」

「こちらこそ、一日だけだったけど楽しかったです」

　たまがぺこりとお辞じ儀ぎを返す。

　みきも静かに頭を下げる。

「また遊びに来てくださいね、お姉様」

「だから、『お姉様』はやめてください……」

　紗智は気恥ずかしそうにうつむいて縮ちぢこまった。

　それからもう一度笑顔で頭を下げる。

「それじゃ、私はこれで。失礼致します」

　そして一いつ瞬しゆんだけたまの耳元に口を寄せた。

「たまちゃん、是これ雄おくんの事よろしくお願いね」

「え？」

「たまちゃんって実は幽ゆう霊れいとかものすごく苦手だって聞いたよ。でも昨日は是雄くんのために迷わず駆けつけてくれたでしょう？」

「で、でも駆けつけた瞬間に怖くて気絶しちゃいましたけど……」

「うん。でも私、あれ見てホントに是雄くんの事、大切に思ってるんだなって思ったの。だって、気絶しちゃうくらい怖いものでも、是雄くんのために頑張ろうとしてくれたんだって。だから」

「あ、いえ、そんな……。結局私、何の役にも立たなかったですし……」

　赤くなって謙けん遜そんするたまに、紗智はゆっくりと首を振った。

　そして、優しくたまの手を握ると、一層声を潜ひそめる。

「私はもう吉よし野のの人間だから、もう是雄くんの事見守っててあげられないの。だからたまちゃんが私の代わりにこれからも見守っててあげて。お願い」

「は、はい……」

「ありがとう。約束よ」

　紗智はにっこり笑うと、たまと小指を絡ませて指切りをした。

「っていうか、『もう吉野の人間だから』って……？」

　ちょっと意味が摑つかめず呟つぶやいたたまだが、その時には紗智はもうすでにたまから離れ、玄関の戸を潜くぐっていた。

　最後に紗さ智ちはもう一度振り返って手を振ると、そのまま賀か茂もたちと一緒に遠ざかっていった。




　紗智は自宅の前で賀茂とアブデルに頭を下げた。

「それじゃ、お世話になりました」

　賀茂はお辞じ儀ぎを返す。

「いえ、こちらこそ……。結局最後は紗智さんに成じよう仏ぶつさせてもらってしまって、何かボクは役立たずでしたね……」

　つい声が沈む。

　結局、説得したのはアブデルであり、凝こり固まった怨おん念ねんを解きほぐしてやったのは紗智だった。自分は最後は何もやれなかった。十年前から全然成長してないような気がした。一人前になったところを見てほしかったのに、結局己の未熟さを痛感しただけだった。

　紗智が首を振る。

「そんな事ないよ。そもそもあの悪あく霊りようさんを押さえつけて、話し合いが出来るようにしてくれたのは是これ雄おくんでしょう？　是雄くんがいてくれなかったら、私はお話しする前に取り憑つかれちゃってたはずだし」

「そ、それはまぁ……」

「でしょ？　だから、これは是雄くんのお手柄。堂々と誇っていいと思うよ」

「あ、ありがとうございます……」

「私も最後にちょっと是雄くんのお手伝い出来て、嬉うれしかったかも」

　紗智はそう言ってうふふと笑った。

　そして小さく手を振る。

「それじゃ、また会う機会があるといいね。さよなら」

　また会う機会といっても、賀茂はこの町とはもう縁えんがないし、賀茂の住んでいる所からはかなり離れている。ここで別れたらもう会う事はないだろう。

　別れる前に、言ってしまいたい。紗智が幸さち子この生まれ変わりだと。紗智の記き憶おくにある男の子は実は自分なのだと。

「あ。あの……」

　玄関のドアを開ける紗智を、思わず賀茂は呼び止めた。

「なぁに？」

　振り向く紗智。

「あの、実は……」

「……？」

　首を傾かしげる紗智。

　賀茂が口を開きかけて躊ちゆう躇ちよしていると、紗智の父が帰宅してきた。

「お、紗さ智ち。帰ってたのか」

「あ、お父さん！　お帰りなさい」

　紗智は嬉うれしそうな声を上げると、吉よし野のに駆け寄って抱きつく。

「こらこら、お客様の前でそんなに暴れちゃみっともないぞ」

　吉野は笑いながら紗智の頭を撫なでると、賀か茂もたちのほうを向いた。

「いや、昨日の今日でもう解決したそうで。お疲れ様でした。代金のほうは追って振り込んでおきますので」

「あ、はい。よろしくお願いします……」

　頭を下げる賀茂。

　紗智が思い出したように尋ねる。

「あ、そういえば是これ雄おくん、さっき言いかけてたのはなぁに？」

「え？　あ、いや、その……」

　賀茂は口くち籠ごもった。

　やっぱり、前世の事なんか言うべきじゃない。紗智はもう、吉野の一人娘としての人生を歩んでいるのだから。自分の勝手な感情で、吉野と紗智の平和な関係を搔かき乱すような真似まねをすべきじゃないのだ。

　咄とつ嗟さに賀茂はアブデルを指差した。

「……頑張ったご褒ほう美びに、コイツの頭撫でてやってもらえますか？」

「え？」

「いや、実はその、除じよ霊れいが成功したら頼んでやるって約束を……」

　適当な出まかせを言ってごまかす。

　紗智は目をぱちくりさせてから、くすっと笑った。

「分かった。いいよ。じゃあ、頭出して」

　アブデルはちょっと賀茂のほうを見た。

「お前もなかなか粋いきな計らいをするな」

　ニッと笑うと、おとなしく紗智のほうへ頭を出す。

　紗智はその頭をよしよしと撫でた。

　それが終わると、賀茂のほうを見上げた。

「せっかくだから、是雄くんにもやってあげようか」

　いたずらっぽく笑う。

「え？　あ、いや、ボクは別に……」

　断る賀茂の頭をアブデルが押さえつけた。

「せっかくのお姉さんの申し出だ。素直にありがたく受けろ」

「わっ！」

　強引に紗さ智ちの前へ差し出す。

　紗智はその頭をぎゅっと抱き締しめた。そして、小さい声で囁ささやく。

「……昨日の是これ雄おくん、とっても頼もしかったよ。是雄くんの従姉いとこのお姉さんも、昨夜の是雄くん見たら、きっと安心してくれたと思う」

「え……？」

　一いつ瞬しゆん賀か茂もは固まった。一番嬉うれしい言葉だった。もしこれが紗智ではなく、幸さち子ことしての言葉だったらどんなに嬉しかっただろう。

　かつて幸子に抱かれた時の感触が、突然鮮あざやかに甦よみがえった。優しく、だがしっかりと抱きとめてくれる、細くて柔らかい腕。不覚にも、涙るい腺せんが緩ゆるみかけた。

　やがて賀茂は、かすれた声で言った。

「………ありがとうございます」

　顔を上げたら泣きそうなところを見られそうで、紗智が手を離した後もしばらく動けなかった。




　吉よし野のと別れの挨あい拶さつを済ませ、駅へと引き返す。

「よく我慢した」

　アブデルが前を向いたまま、一言だけ言った。
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　賀か茂もは黙だまってうなずく。

　アブデルはその肩をポンと叩たたくと、それ以上余計な事は言わず、黙って一緒に並んで歩いた。

　その二人の遠ざかる後ろ姿を、紗智は二階の自室の窓からいつまでも見送っていた。







「次の者、入れ」

　閻えん魔ま庁に声が響ひびき、新たにあの世へやってきた死者がまた一人、閻魔大王の前に連れて来られる。

　髪の長い三み十そ路じ前の女。紗さ智ちたちを襲おそったあの悪あく霊りようだ。

　閻魔大王は重々しい口調で言う。

「汝なんじの地上での暮らしぶりを包み隠さず正直に述べよ。それによって死後の処遇を決める。もし噓うそ偽りを申せば即刻舌を抜いて無む間けん地じ獄ごくへ放り込むので覚悟せよ」

　女は緊きん張ちようして背筋を伸ばす。

「はっはい。私は中堅サラリーマンの長女として生まれ、ずっと学生時代は真ま面じ目めで通してきて、浪人もせずに国立のわりといい大学にストレートで合格して、卒業後もそこそこ中堅の某メーカーでバリバリのキャリアウーマンをやっておりました。けれど仕事が出来るのが裏目に出てしまい、なかなか恋人を作る暇もなく気がつけば早はや入社七年目となり、課内でも一、二を争う古株のお局つぼね様さまとなってしまいました。それでも懸けん命めいの努力の末、外資系に勤める三十前半の男性と結婚を前提に付き合う事になりました。ところがその男は私を捨てて、同じ課の新卒の女の子とくっつき、私は彼の愛情を取り戻す事が出来ず人生に悲嘆して自ら命を絶ちました。その後私は地じ縛ばく霊れいとなり、自分より年下で可愛かわいい子が通り過ぎるたびに取り殺しておりましたが、先日、己の過ちに気づかされ……」

「ちょっと待て。今何と言った？」

「はっ、はいっ。先日、いつものように取り憑つこうとした少女によって自らの過ちに気づき……」

「そこではない。その前だ。『年下で可愛い子が通り過ぎるたびに取り殺し』と申したな？」

「はっはいっ。で、ですがその事については深く反省し、今後生まれ変わった暁あかつきには……」

「ふざけるなっ！　よりにもよって年下の可愛い子ばかり襲おそうとは、何たる不ふ埒らちな輩やから。キサマのような腐くされハイミスは審しん理りの必要などない。問答無用で無間地獄行き決定じゃ！　無間地獄から転生しても行き先は常に無間地獄！　永えい劫ごうにわたって阿あ鼻び叫きよう喚かんの苦しみに悶もだえるがよいわ！」

「そそ、そんな……っ！　私は心を入れ替えて、生まれ変わった暁には包容力たっぷりの素す敵てきなお姉さんになろうと心に誓って……」

「ええい往生際の悪い！　素敵なお姉さんか何か知らんが、年とし増まなどに何の価値があろう！　ワシは思春期前後のうら若き美少女が好きなんじゃ！　とっとと引っ立てい！」

　閻えん魔ま大王の一喝と同時に二人の獄卒が現れ、女の両りよう脇わきをがっちり固めて引きずっていく。

「お慈じ悲ひをぉぉぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッッッ!!」

　断だん末まつ魔まの悲鳴を残して女は姿を消した。

「まったく、最近は道理の分からぬ凶悪な悪人が増えて困ったもんじゃ……。次！」




　この世で裁かれぬ悪事はあの世で報いを受けるもの。如何いかに本人が辛つらく感じていようとも、悪あく霊りようとなって無関係の少女たちを襲おそった罪が赦ゆるされて良いものではない。

　などという判断を下したわけではないのだが、ともあれ今日も閻魔大王の裁きは剛ごう毅きにして厳げん格かくなのだった。


終　









あとがき




　どうも。

　以前、友人のＴ・Ｋさんから「妹よ」と呼ばれてどーたらこーたら、という話をしましたが、実はここ一年ほど別の人たちを相手に「お姉さん」もやってたりする佐さ藤とうケイです。なんか、最近こういうのも楽しいかなぁって思いはじめているヤバげな自分がいたりするのですが、これは越えてはいけない一線を越えてしまったというよりは、新たな世界観が広がっていっそう人生が豊かになったんだというふうにポジティブ・シンキングしてます。自己欺ぎ瞞まんともいいますが……。




　さて、いつものように何か適当にネタの解説のようなものを書いてスペースを埋めようと思ったのですが、考えたら今回って特に語るべき薀うん蓄ちくの類たぐいがないんですよね。これはちょっとピンチです。困ったな。どうしよう……。

　ああ、そうそう。

　オオサンショウウオって捌さばく時は一息に殺さないと臭においがキツくなって食べられたもんじゃなくなってしまうそうですね。

　……う～む。二行で終わってしまいました。




　仕方がないので何か適当に身近な話とかをしてお茶を濁にごしてみます。

　先日、友人の結婚式に行ってきました。そして、激しい争奪戦を制してブーケのようなモノをゲットしてまいりました。ブーケをゲットした人は次の花嫁さんになるとのジンクスが本当であれば、私も今年中は素す敵てきな出会いがあったりするのでしょうか？　ドキドキです。でも、ちゃんとしたブーケじゃなくて「ブーケのようなもの」だからなぁ……。っていうかそれ以前にツッコむべきところはたくさんあるわけですが、それはまぁおいといて。




　あ、そういえば、今度は番外編ばかり集めた短編集みたいなのにしようかという話もあるので、もしそうなったら、いただいたお手紙などで人気のありそうなキャラを再登場させて主役を張らせてみようかと思っています。というわけなのでファンレターください。好意的な内容限定で。………と書いたところで、何かすっごく空むなしさに襲おそわれてしまいましたので、普ふ段だんより短いですが今回のあとがきはここで終了です。

　ではまた、次の本でお会いできたら幸いです。


佐藤ケイ
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれの蠍座。大学院の修士課程に在籍するかたわら小説を書き、初めての応募で第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞を果たす。趣味はケーキ作り、手品、絵を描くこと。好きな言葉は「水は万物を利して而も争わず」。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。漫画家兼イラストレーター。趣味はゲームで遊んだり散歩をしたりすること。美味しいスフレを作って好きなだけ食べたいです。
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